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文

本書は、「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」に伴って平成10011年度に都城市教育委員会が

調査を実施した横市地区遺跡群の発掘調査報告書です。

当市北西部を流れる横市川の両岸に所在している同遺跡群においては、平成 8年度から発掘調査

を実施しており、これまでに縄文時代の終りから近世まで連綿と営まれた生活の痕跡が数多く発見

されています。とくに縄文時代の終り頃の資料は、都城盆地はもとより南九州地域における稲作文

化を明らかにしていく上で大変貴重な事例として注目されています。

本書の刊行を通じ、こうした地域の文化財に対する理解と認識が深まつていくことを願 うととも

に、今回の成果が学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。

最後に、調査の実施に際し御理解と御協力をいただいた横市地区の皆様や北諸県農林振興局をはじ

めとする関係各機関の方々、調査への御指導・御教示を拝しました先生方、そして炎天下での発掘

作業から報告書作成にいたるまで御協力いただいた多くの市民の皆様に対し、心より感謝申し上げ

ます。

2000年 3月

都城市教育委員会

教育長 長 友 久 男



例  言

1.こ の報告書は、県営担い手育成基盤整備事業横市地区の実施に伴い、都城市教育委員会が平成 10・ 11
年度に発掘調査を行った横市地区遺跡群の発掘調査報告書である。なお、今房遺跡と馬渡遺跡 (第 1次

調査)については調査概要を、肱穴遺跡については縄文時代～古代編を収録している。

2.各遺跡の発掘調査地点、面積は次のとおりである。
・肱穴遺跡 宮崎県都城市横市町122-1番ほか  調査面積 :15,000ピ
・今房遺跡  〃  〃 横市町5830番ほか  調査面積 :3,1 101Υ f
O馬渡遺跡  〃  〃 蓑原町1562番ほか  調査面積 : 4,500ピ
3.各遺跡の発掘調査期間は次のとおりである。
・肱穴遺跡 平成 10年 4月 22日 ～平成10年 12月 15日
・今房遺跡 平成 11年 5月 11日 ～平成 11年 12月 3日
・馬渡遺跡 平成 11年 11月 25日 ～平成12年 3月 31日
4.発掘調査における実測図の作成は、横山哲英、濱田教靖、大盛祐子、原田亜紀子が作業員の協力を得
て行ったほか、矢部喜多夫、栞畑光博、米澤英昭 (都城市文化課)、 下田代清海氏 (宮崎県埋蔵文化財セン

ター)ら の助力を得た。また、一部の遺構図作成は民間業者に委託した。

5.本書に掲載 した出土遺物の実測は、横山、大盛、原田が整理作業員の協力を得て行い、 トレースは横
山、乗畑、原田が行った。

6。 遺構及び遺物の写真撮影は主に横山が行い、一部は矢部の助力を得た。また、空中写真の撮影につい

ては民間業者に委託した。

7.自 然化学分析については田古環境研究所に委託し、分析結果は肱穴遺跡 (中・近世編)にまとめて掲載
することとした。

8.本書で使用した基準方位は磁北であり、レベルは海抜絶対高である。
9。 本書の執筆及び編集は横山が行った。

10。 発掘調査及び報告書の作成に際しては、次の方々の御指導・御教示を受けた。

石川悦雄 上村俊雄 重永卓爾 柴田博子 谷口武範 柳沢一男 山本信夫 (五十音1贋 )
11.本書に掲載した各遺跡に関する記録類 (写真・図面等)及び出土遺物については、都城市立図書館内の

埋蔵文化財整理収蔵室において保存 コ管理している。

12.本書で用いた略記号は次のとおりである。

HZAN― 肱穴遺跡  IMB― 今房遺跡 MWTR― 馬渡遺跡
SA― 竪穴住居 SB― 掘立柱建物 SC― 土坑 SD― 溝状遺構 SE― 井戸 SF一 道路状遺構
SK―木組状遺構 ST― 周溝状遺構 SU― 畝状遺構 SW丁 水田 SX― 用途不明遺構
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儡 茫輩 序

1。 調査に至る経緯

宮崎県都城市の北西部に位置する横市地区では、平成 5年度に県営ほ場整備事業 (平成 9年度より県営

担い手育成基盤整備事業に移行)の実施が採択された。翌平成 6年度、宮崎県北諸県農林振興局から文化

財の所在の有無について照会を受けた宮崎県文化課が横市川流域の詳細な分布調査を実施 したところ、事

業対象区域 (約 170ha)内 で周知、未周知を合わせて10遺跡、約44haに及ぶ埋蔵文化財包蔵地 (総称「横市地

区遺跡群」)の分布が確認された。さらに、平成 9年度施工予定の横市町表地区 (横市川上流左岸)において

県文化課が試掘調査を実施した結果、事業区域内に古墳時代から中世にかけての遺跡が所在することが明

らかになったため、都城市教育委員会と北諸県農林振興局の間で協議を行い、平成 8・ 9年度の鶴喰遺跡

発掘調査を皮切 りに横市地区遺跡群の発掘調査に着手することとなった。

平成 10年度は横市町出水地区において約 13haの ほ場整備が計画されたため、県文化課が平成 9年 6月 に

事業区域約 6 haを 対象とする試掘調査を実施した。その結果、事業予定区域西側の舌状丘陵縁辺部で古代

から中世にかけての土師器片が出上したほか、低地部分の文明降下軽石層下部からイネのプラントオパー

ルが検出されたことから、当該期の集落及び水田が遺存していると推察された。そこで当市教育委員会と

北諸県農林振興局の間で理蔵文化財の取り扱いについて協議を行い、現状保存が困難な約1.5haを 対象に

記録保存の措置を講ずることとなった。なお、今回の調査対象区域は未周知の埋蔵文化財包蔵地であつた

ため、字名をもとに肱穴遺跡と命名 し、新たに都城市遺跡台帳に登録 した。同遺跡の調査は平成10年 4月

22日 から着手し、同年 12月 15日 に終了した。出土遺物や図面等の整理作業については、調査終了後引き続

き都城市埋蔵文化財整理収蔵室において行った。

平成 11年度は、約 8 haの ほ場整備が実施される横市町今房地区 (今房遺跡)と 、平成 11・ 12年度に約12ha

のほ場や用水施設の整備が行われる蓑原町の馬渡地区の一部 (馬渡遺跡・第 1次調査)について調査を実施

している。両地区では県文化課が平成 9年 6月 と平成 10年 11月 に確認調査を実施しており、今房遺跡では

弥生時代後期の土器や古代の土師器などとともに柱穴等が、馬渡遺跡では古代の上師器や中世の青磁、柱

穴状の落ち込みなどが検出されている。調査期間中の工法変更による調査区域の拡大分も含め、平成11年

度の最終的な調査面積は約7,610ぽ (今房遺跡 :約 3,110ぽ 、馬渡遺跡第 1次調査 :約4,500ぽ )である。現

場での発掘作業は今房遺跡が平成 11年 5月 11日 から平成11年 12月 3日 、馬渡遺跡が平成 11年 12月 1日 から

平成 12年 3月 29日 にかけて行った。また、出土遺物や図面等の整理作業については発掘調査と並行して行

い、調査終了後も引き続き都城市埋蔵文化財整理収蔵室において実施した。

2。 調査の組織

横市地区遺跡群の発掘調査は、都城市が宮崎県の委託を受け、都城市教育委員会が主体となつて実施し

た。発掘調査及び整理作業にかかる組織は下記のとおりである。

<平成10年度―肱穴遺跡一>
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[調査庶務] 文化課文化財係主査  矢 部 喜多夫
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吉本す貝J子 口吉村洋平 0城村ミサ ロ高橋露子 "久留保 “横山照良
鬱阿久根 トシエ 綺奥スズ子

山下美佐子・竹中美代子・吉永美登志 "横山ミチ子・野村ハツミ 0平田美智子
8今山キミ

後田アヤ ロ児玉時春 疵山下健市 6今村まさ子・堀登
B山 中輝雄 口小山田ハツ子・山中マリ

上宮田ミチ・藤田和子・永田義晴・徳満ミツ 0徳満和子
露広村ミキ ロ内村好子 暉榎木ハナ

谷山 トミ子 B榎木ツネ・坊地 トミ・立野良子・庄屋幸子
口武石重利 B抜迫清美 B馬籠恵子

皆吉ハツミ・武石アキ・今村ミツ子・蔵薗スズ子 “坂元 トミ子
。本牟礼篤子 口野田ツミ子

野口虎男 “浜田寛 0中原貞良・蒲生サダ B来住サチ子
口野上 トシ子 口猪ヶ倉正子 a奥利治

椎屋松子 "大山伊智子・綿田慎也

[整理作業員]大盛祐子 E児玉信子 。池崎美智子 毬吉留優子・丸崎千鶴子 口水光弘子 “奥登根子

雁野あつ子
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蝙財V ttLと鯰鑢

1摯 地瑾灼炊鑢

横市地区遺跡群の所在する都城市は、九州島の東南部、宮崎県の南西部に位置している。市域は東を柳

岳、東岳を主峰とする鰐塚山地に、西を自鹿岳、瓶台山から霧島山系へと連なる山地に囲まれた、南北に

細長い地溝状の盆地底のほぼ中央を占めている。当遺跡群の所在する横市地区は都城市街地の北西部に位

置し、県境をはさんで鹿児島県曽於郡に隣接 している。地区の中央には自鹿岳の裾野に端を発する大淀川

水系の横市り||が東流 しており、流域の低地面 (旧氾濫原面)を はさんで南北に成層シラス (二次シラス)台地

である蓑原、月野原の両台地面が広がっている。

肱穴遺跡は、宮崎県都城市横市町122-1番 ほか (字肱穴)に所在する。当遺跡は横市川左岸に位置してお

り、月野原台地の端部が南側の横市川へ向けて緩やかに傾斜する沖積世の低位段丘面上に立地している。

遺跡の標高は海抜142～144mで、河川流域の氾濫原面との比高差は 2～ 4mほどである。当該地の現況は

水田で、旧地形に合わせるように水田面が調査対象区域の北西角から南東方向へと段差をもちながら扇状

に形成されている。「出水」の地臨が示す通り、古来より月野原台地からの伏流水が湧出する地であつたと考え

られ、今回の調査でも湿田を乾田に改良する目的で近・現代に行われた盛土工事の痕跡がみとめられた。

横市川の左岸に位置している今房遺跡は、月野原台地と横市川流域に広がる低地面の間に形成された沖

積世の低位河岸段丘面端部に立地している。遺跡の標高は海抜約142mで、氾濫原面との比高差 2～ 3m
を計る。当該地一帯の現況は水田及び畑地である。

鹿児島県境に西接 している馬渡遺跡は、肱穴遺跡から 2 kmほ ど上流の横市側右岸に位置 している。当遺

跡は蓑原台地北縁に形成された海抜約148mの河岸段丘上に立地しており、横市川流域の低地面へ向けて 2

～ 4mほ どの比高差を保ちながら緩やかに傾斜 している。遺跡の北面以外は旧河川の浸蝕によつて湾状に

削られた蓑原台地北端の斜面が迫っており、とくに東側には縄文時代から古代にかけての集落跡が検出さ

れた中尾山 “馬渡遺跡が立地する舌状台地が接 している。

横市地区遺跡群

第 1図 遺 跡 位 置 図
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Z。 歴史鑽瞼鑢

横市地区の歴史的環境については、周辺で確認
0調査されている遺跡から、縄文時代早期まで湖ること

ができる。まず、肱穴遺跡の対岸、蓑原台地北端の緩傾斜地に所在する田谷
口尻枝遺跡では、散石状の礫

群とともに縄文時代早期中葉頃の円筒形土器や磨石が出上しており、さらにその下部からは陥し穴 1基が

検出されている。また、同遺跡では縄文時代中期頃に霧島山系御池火口より噴出した御池降下軽石が堆積

した陥し穴も確認されている。前期から中期についてはこれまでのところ明瞭な資料が確認されていない

が、後期に入ると横市川南岸の中位河岸段丘上に立地する正坂原遺跡で出上した凹線文
B磨消縄文系の綾

式上器や指宿式土器、貝殻文系の市来式土器、蓑原台地北縁に所在する加治屋遺跡 (第 2次調査)の三万田

式土器などの遺物が散見され、月野原台地南部の牧ノ原第 2遺跡では当該期の竪穴住居址も発見されてい

る。流域の遺跡においては、少量ずつながらもかなり普遍的に晩期の遺物がみとめられるが、とくに蓑原

台地北端の舌状部に立地している中尾山
腱馬渡遺跡の子L列文土器や、正坂原遺跡出上の黒ノ|1式土器、刻目

突帯文土器などは肱穴遺跡との関連性も含めて興味深い。

当地区の弥生時代の遺跡については、瀬戸内系の凹線文土器が出土した牧ノ原第 2遺跡や同じ月野原台

地の南端に所在する月野原第 2遺跡、母智丘山頂部の母智丘原第 1遺跡など、これまでのところ中期後半

以降に集中している。後期から終末期にかけては、 2次に互る調査で後期末の竪穴住居址や周溝状遺構、

後期後半～終末期の竪穴住居址が検出された加治屋遺跡や当該期の遺物が出上した池原遺跡、月野原台地

北端に立地し同じ後期 日終末期頃の遺構・遺物が出上した大久保第 2遺跡などが所在しており、時代が下

るにつれて集落が低位段丘面から台地上に移動していく過程を追うことができるとともに、眼下の低地面

一帯が徐々に耕地化されていつたことも推察される。

古墳時代では、平成 809年度の県営ほ場整備事業に伴つて調査が実施された鶴喰遺跡の後期の集落が

特筆される。都城市域では初めてのカマ ドを伴う竪穴住居を含め68軒の住居址が検出されており、完形の

馬鐸など豊富な遺物も注目されている。また、同時期とみられる竪穴住居址は月野原台地南部の母智丘原

第 2遺跡でも出上しているが、当地区一帯では弥生時代と同様に、古墳時代についても後期以前の遺跡が

皆無であり、今後の事例増が待たれる。なお、大久保第 2遺跡のほぼ対岸、東流する大淀川水系・庄内川

左岸の河岸段丘上には、これまでに14～ 15基の墓が確認されている菓子野地下式横穴墓群が立地している。

都城市内に分布 している3つの地下式横穴墓群の 1つで、複数の人骨とともに貝輪や鉄剣 “鉄鏃などが出

土している。

市の東部を西流する大淀川水系の沖水川流域から横市川流域にかけての地域には、古代末～中世初頭頃

の遺跡が点在 しており、旧日向国から旧大隅国、1日薩摩国へと繋がる古代のルー トがこの地域に存在 して

いた可能性も想定されている。古代の横市川流域を代表する遺跡としては、中尾山・馬渡遺跡が挙げられ

る。遺構の面から公的施設や寺院等の可能性を示唆することはできないが、墨書土器や緑釉陶器、越州窯

系青磁など多量に出土した遺物の組成をみる限り、一般集落とは異なる様相を呈しているといえよう。な

お、当地区一帯では鶴喰遺跡や牧ノ原第 2遺跡、母智丘第 1遺跡などでも当該期の遺物が出土している。

中世については、集落跡やその生産基盤となる水田
口畑跡、山城などが多く確認されている。横市川下

流域の正坂原遺跡では、12世紀中 B後半を中心に15世紀後半頃 (桜島起源の文明軽石降下前)ま で永続的に

営まれた集落跡が検出されている。棟軸の違いから数段階の変遷過程が追える掘立柱建物群や本棺土墳墓

など、当時め集落構造を復元的に捉らえることができる遺構群や、文明軽石の降下で理没した畝状遺構 (畑

跡)な どが確認されている。一方、中世前半頃の居館址の可能性が指摘されている鶴llA遺跡からは、大量の

上師器 “舶載磁器類とともに、回廊状遺構や柱穴に礎石を伴 う大型掘立柱建物等が検出されている。また、
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同遺跡においては宮崎県内では初例となる火山災害 (文明軽石の降下)を被った中世水田跡が発見され、被

災後に耕地の復旧を試みた痕跡も確認されている。こうした水田跡の類例は、鶴喰遺跡の発掘以降周辺遺

跡の調査が進むにつれ増加する傾向にあり、今後これまで不明であった生産基盤の様相についても明らか

になっていくと思われる。鶴喰遺跡の北画部には、南北朝期の文献史料を初見とする新宮城跡が位置して

いる。南九州地域に分布する、いわゆる「南九州館屋敷型」あるいは「群郭式城郭」と呼ばれる城郭に比べる

とかなり小規模で、村落領主の拠点である館城と呼ばれる範疇に含まれる山城である。なお、横市地区に

隣接する庄内地区には、市内を代表する「南九州館屋敷型」城郭の 1つであり、遠堀に囲まれた総構の範囲

が30haを越える安永城が所在 している。

炒粽珀醐

1.伊勢谷第 1遺跡   2.丸 山第 1遺跡
5.母智丘原第 1遺跡  6.母 智丘原第 2遺跡
9.月 野原第 2遺跡   10.畑 田遺跡
13.肱穴遺跡
17.加治屋遺跡
21.西原第 2遺跡

14.今房遺跡
18.圏谷 。尻枝遺跡
21.ニタ元遺跡

3.安永城跡
7.牧ノ原第 2遺跡
11.新宮城跡
15.馬渡遺跡
19.正坂原遺跡

4.菓子野地下式横穴墓群
8.大久保第 2遺跡
12.鶴喰遺跡
16.中尾山・馬渡遺跡
20.池原遺跡

第 2図 周 辺 遺 跡 分 布 図
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鶴吻葦 文跡各議

餃 靡 鰤瞑饂
饒雉立儡脩儘流脩躙鞣

睦跡蠅彎 :圏 ZAN
所 鶴 地 :馴崎県警5城欝颯欝耐字肱穴



1.調査の概要

肱穴遺跡の発掘調査は､ほ場整備に伴 う面工事によって削平される範囲及び排水路 ･農道の敷設部分で

ある約15,000m2を対象に実施 した｡発掘は10mXIOmを1単位とするグリッド法を用いて行い､調査対象

区域には公共座標軸系のS･N座標線に一致したメッシュを設定した｡グリッド番号については､南北方

向を算用数字で､東西方向をアルファベットで表記 し､その組み合わせで各グリッドを呼称 している｡な

お､調査の便宜上､現況の水田面の高低差にあわせて調査区を3面に区分し､さらに第 1面をA-D区､

第2面をA ･B区に細分 した｡

調査は､ほ場整備後に復する現水田耕作土の剥ぎ取 りを事業者側が行った後､重機を用いて中世水田跡

の出土が予想された第Ⅲ層(桜島文明降下軽石層)上面まで掘 り下げるところから着手した｡しかし､中世

水田の覆土である第Ⅲ層が旧地形の起伏や近世以降の耕作に伴 う擾乱によってかなり乱れており､加えて

掘 り下げの過程で試掘調査では確認されていない近世の遺構 ･遺物が多量に出土したため､第Ⅲb層以下

について急速手作業で発掘を進めることになった｡ その結果､第 1･2面を中心とする区域の第Ⅱb層中

位面で近世～近代の遺物を伴 う溝状遺構 ･掘立柱建物跡 ･水田跡等を検出することができたほか､第Ⅲ層

及び第Ⅳa層上面で中世の畝状遺構 ･水田跡を確認することができた｡また､調査の過程で､東西 ･南北

方向に設定した土層観察用基本 トレンチ内から古代の遺物が出土したため､中世遺構群の調査後､重機と

人力を併用 して下位の第Ⅳe層まで掘 り下げたところ､第 1面A ･C区北側の第Ⅳe層 ･第Vb層上面に

おいて古代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡を､さらに第 1面D区及びC区の南側で縄文時代晩期終末～弥生

時代前期頃の住居跡や弥生時代後期 ･終末期～古墳時代初頭頃の溝状遺構などを確認することができた｡

現場における作業は､平成10年4月22日から12月15日まで行い､その後遺物の整理と報告書の作成を行

った｡なお､平成10年12月5日には市民を対象とする現地説明会を実施 している｡

-JL/,lEilTliEJ

:.-:-㌔
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第3図 肱穴遺跡周辺地形図及び試掘 トレンチ配置図
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2.はMの基本層序
肱穴遺跡の層序は、調査地点ごとにかなり異なった様相を呈している。調査区全域で普遍的に認められ

るのは、表土 (現耕作土)、 第Ⅲ層 (15世紀後半頃に噴出した桜島起源の文明降下軽石層)、 第Ⅳ c層 (約4,2

00年前に霧島御池火口より噴出した御池降下軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層)の 3層である

ことから、当遺跡の基本上層として、表土から霧島御池降下軽石層までを大きく I～ V層に分
j薔 した後、

表土と調査の指標となる 2枚のテフラ層 (第Ⅲ層 :桜島文明軽石層と第Vb層 :霧島御池軽石層)に挟ま

れ、旧地形の起伏 (調査区南西部から北東方向へ抜ける谷地形)な どの影響を受けて堆積状況が地点ごとに

変化している第Ⅱ・Ⅳ層について、さらに29層 に細分した。なお、各層の説明及び分層の仕方に
ついては、

自然化学分析の結果を受けて古環境研究所が示した内容や概要報告書の記述と若千の差異が認められる

が、本編中ではここに示した基本土層図の表現を優先している。

土層の堆積状況が地点ごとに異なつているため、各時期の遺構検出面 t)地区ごとに変化している。おお

むね近世～近代は第Ⅱb～ Ⅱd層 (第 1面 )、 第Ⅱe層 (第 2面 )、 中世は第Ⅲ・Ⅳ a層 (第 1面 )、 第nd・

皿 gⅣ b層 (第 2面 )、 第Ⅲ層 (第 3面 )、 古代は第Ⅳ eavb層 (第 1_面 )、 弥生後期 。終末期は第Ⅳ c・ f

口k層 (第 1面 )、 縄文晩期～弥生前期は第Ⅳm tt v b層 の各上面が遺構検出面となつている。また、各時

期の遺物包含層は、近世～近代 :第 Ⅱa～ Ⅱc層、中世 :第Ⅳ a毬 Ⅳ b層、古代 :第Ⅳ c～Ⅳ e層、弥生

後期・終末期 :第Ⅳ d・ Ⅳ joⅣ k層、縄文晩期～弥生前期 :第 IVe 3 Ⅳ f● Ⅳ k～Ⅳ n層の各層である。

<第 1面基本上層図> <第 2面基本土層図> <第 3面基本土層図>
<第 I面>
la 白色軽石粒・黄橙儀小礫を含む灰
褐色砂質土層 ※現耕作土層 ゝ
b 赤化 した Ia ※現耕作上の基盤
屠

Ⅱa 白色軽石粒・小礫をまばらに含む
褐灰色砂質土層 ※近世～近代遺
物包含層

白色軽石粒をまんべんなく含む灰

黒色砂質土層 ※近世～近代遺物
包含層・遺構検出面

白色粗粒火山灰プロックを含むⅡ

b ※近世～近代遺物包含層・遺
構検出面

白色軽石粒を多量に含む lPI灰色砂

質シル ト層 ※近世～近代遺構検
出画

白色軽石粒層 (文明降下軽石層 :

Sz 3)※ 中世遺構検出面
白色軽石粒をまばらに、黄亡l色軽

石粒をわずかに含む褐灰色シル ト

層 ※中世遺物包含層・遺構検出
面

白色軽石粒をわずかに含む褐灰色

弱粘質シル ト層(Kr Ths含 む)

※中世選物包含層

黄自色軽石粒をまばらに含む黒褐

色弱粘質シル ト層(Kr Ths含む)

※古代遺物包含層

※補正HC年代 :1425± 90y BP

黄白色軽石粒をわずかに含むオリ

ープ黒色弱粘質シル ト層 ※古代
遺物包含層

オリープ黒色弱粘質シル ト層

※古代遺物包含層、古代・弥生後

期～終末期遺構検出面

木本類の植物遺体を多量に含む暗

褐色泥炭層

※補正1lC年代 :1930± 90y BP

白色凝灰質シル ト層

木本類の植物遺体と褐色7FL炭 の混

土層

※補正14C年 代 :1985± 85y BP

白色軽石粒を多量に含むⅣ i

灰褐色7ili質シル トlFE

※縄文晩期～弥生前期遺物包含層

黒色砂質土を含む黄白色軽石粒層

(御池降下軽石層の議移層)

黄自色軽石粒層 (御池降下軽石層

:KけM)※ 古代・縄文晩期～弥
生前期遺構検出面

第 5図 肱穴遺跡基本圭層図

<第 Ⅱ面>
la 白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰
褐色砂質土層 ※現耕作土層
b 赤化した Ia ※現耕作土の基盤
層

le 白色軽石粒を多量に含む褐灰色弱
粘質シル ト層 ※近世～近代遺構
検出面

砂粒・白色軽石粒をまばらに含む

暗灰褐色砂質土層

赤色沈着物を含む暗褐灰色弱粘質

シル ト層

明灰褐色弱粘質シル ト層 近世遺
構検出面

白色軽石粒をまばらに含む灰褐色

弱粘質シル ト層

白色軽石粒を多量に含む褐灰色砂

質シル ト層 ※中世遺構検出面
白色軽石粒層 (文明降下軽石層 :

Sz 3)※ 中世遺構検出面
白色軽石粒をわずかに含む褐灰色

弱粘質シル ト層 ※中世遺物包含
層・遺構検出面

黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐

色弱粘質シル ト層

黄白色軽石粒をまばらに含むオリ

ープ黒色弱粘質シル ト層

灰 lFJ色粘質シル ト層

<第 Ⅲ 面 >
la 白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰
褐色砂質土層 ※現耕作土層

Ⅲ  白色軽石粒層(文明降下軽石層 :

Sz 3)※ 中世遺1蘭検出面

Ⅳ c 黄嗜1色軽石粒をまばらに含む黒褐
色弱粘質シル ト層(メし■ hs含 む)

l 黄白色軽石粒をまばらに含む暗褐
灰色弱粘質シル ト層

lll 黄自色軽石粒・有機質をまんべん

なく含む黒褐色弱粘質シル ト層

n 黄亡1色軽石粒をまばらに含む暗灰
lFJ色シル トFll ※縄文晩期～弥生

前期遺物包含層

o やや灰色がかった 181色粘質土層
※縄文晩期～弥生前期遺物包合層

・遣構検出画

p 黒灰色粘質土層
q オリープ黒色 ll質土プロックを含
む自色凝灰質シル ト層

r 炭化粒・オリーブ黒色粘質土を含
む灰白色粘質土層

s 灰白色粘質土層
t 灰白色砂質土層

皿

　

　

Ⅳ -2m

:●b  l

-8-



るきでカとこるす
男大こ期寺５ね概ま構違還た

釉

は

・
　
〈
可

まず、縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃の遺構としては、擦 り切り孔を有する石包丁や打製土掘具、

刻目突帯文土器などが出土した円形住居跡と、当該期に比定される水田層が挙げられる。弥生時代後期 a

終末期～古墳時代初頭頃の遺構には、免田式上器などを伴い水田の用排水路の機能が想定される溝状遺構

と、この溝に直交する形で検出された本組状遺構がある。とくに本組状遺構にはほぼ完形に復元できる短

頸壷が伴っていることから、井堰や木橋などその機能が注目される。調査区第 1面北側一帯では、古代の

竪穴住居跡と掘立柱建物跡 (庇付建物を含む)が混在 して出土している。これらの年代については、共伴す

る土師器や須恵器から8世紀後半～ 9世紀前半頃を中心に、 8世紀～10世紀の年代幅を想定している。ま

た、第 1面北半部を中心に広く分布 している柱穴群についても、こうした遺構とほぼ同時期であると考え

ている。中世の遺構は、調査区第 1面北東部で検出した砂礫層に覆われた水田跡 (古代末から中世初頭頃)

や、文明軽石降下前後の畑跡とみられる畝状遺構、文明軽石層に覆われた水田跡 (中世後半)な ど、生産遺

跡としての性格が強い。とくに第 3面北東部で検出した文明軽石層直下の水田跡では大小の区画畦畔が確

認されており、地形の傾斜にあわせた当該期水田の広がりを把握することができる。近世後半になると、

遺跡の中で最も高い第 1面を中心に水田を廃して再び集落が形成される。区画規制を意図したような溝状

遺構に囲まれた区域内には、棟軸方向が類似 した掘立柱建物や井戸などが点在しており、18世紀～19世紀

の陶磁器類や本製品、墨書の認められる軽石製五輪塔などが出土している。

本書では、とくに縄文時代から古代にかけての時期の遺構・遺物についてのみ報告し、中世～近世の資

料については別編として刊行することとした。以下、時代ごとに順を追いながら詳細について説明する。

<1>縄 文時代～古機時代の進鸞 機は颯
前述したように、当遺跡では縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃と弥生時代後期 腱終末期～古墳時代初

頭頃の遺構を確認 しているが、遺物は縄文時代後期から古墳時代後期まで普遍的にみとめられる。そこで、

ここでは遺構が検出された時期ごとに詳細を述べた上で、遺構に伴わない遺物について 3)包含層内出土遺

物で一括記述することとした。

1)颯饂雌曜呻R鰊期夢野な～弥生時代前麟 第10～ 17・ 24図
第Vb層 (霧島御池軽石層)上面で確認すると、弥生時代前期頃までの当遺跡の旧地形は、月野原台地の

端部から緩やかに傾斜 しながら南東方向へ張り出してくる低位河岸段丘面 (調査区第 1面北半部～西半部)

と、その外縁に旧河川から供給された火山灰等が堆積 し、周囲の旧氾濫原面よりもやや小高くなった自然

堤防面 (調査区第 1面南半部～東半部)と に分けられる。さらに段丘面と自然堤防面の間は台地際の湧水や

河川の移動などによって開析され谷状に窪んでおり、一見すると馬の背状の地形を呈している。この開析

谷部分では植物遺体 (本質)が多量に出上したことに加え、花粉分析の結果などから、当時はカシ類などの

繁茂した湿地林が広がる環境であったことが明らかになっている。

縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃の遺構については、この開析谷東側に形成された弓状の自然堤防面

南半部一帯で円形住居跡 (J― S A01～06)及び柱穴群を検出しているほか、自然堤防面から旧氾濫原方向

に設定した土層観察用 トレンチ (以下、第 7ト レンチと呼称)の上層断面で当該期の水田該当層を確認して

いる。遺物については調査区全域で散見されるが、遺構が検出された I-12区～F-15区周辺に集中する

傾向が認められる.各遺構 a遺物の概要は、次のとおりである。

-9-
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Ia 白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰褐色砂質土層
b 赤化した Ia
Ⅱa 白色軽石粒・小礫をまばらに含む褐灰色砂質土層
b 白色軽石粒をまんべんなく含む灰黒色砂質土層
c 白色粗粒火山灰ブロックを含むⅡb
d 白色軽石粒を多量に含む褐灰色砂質シル ト層
Ⅲ  白色軽石粒層(文明降下軽石層 :Sz-3)

<止層断面図位置>
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ｊ

ｋ
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ｃ
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型

ヨ

シ

属
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亜
科

ス
ス
キ
属
型

ヨ
シ
属

イ
ネ

⑤

木本類の植物遺体と褐色泥炭の混土層

白色軽石粒を多量に含むⅣi

灰褐色粘質シルト層

黒色砂質土を含む黄白色軽石粒層(御池降下軽石層の漸移層)

黄白色軽石粒層(御池降下軽石層 :K「M)
白色軽石粒・黄白色軽石粒をまばらに含む灰褐色シル ト層
白色軽石粒を多量に、黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色砂質シル ト層

③ 白色軽石粒・黄白色軽石粒を含む灰オリーブ色砂質シルト層
④ 白色軽石粒と木本類の植物遺体を多量に含む茶褐色弱粘質シ
リレト層
⑤ 黄白色軽石粒。木本類の植物遺体をまばらに含む黒色砂質シ
リレト層
⑥ 白色軽石粒・黄白色軽石粒をまんべんなく含む灰褐色砂質シ
リレト層
⑦ 白色粗粒火山灰(二次堆積のAThと黄白色粘質土の混土層
③ 砂粒を多量に含む⑥
⑨ 白色軽石粒を多量に含む灰色シルト層
⑩ 赤化したⅡd層
⑪ 白色軽石粒(文明降下軽石の二次堆積)層
⑫ 白色粗粒火山灰ブロックを含む⑪
⑬ Ⅳa層 とⅣc層の混土層
⑭ 白色軽石粒をわずかに含む灰黒色シルト層
⑮ Ⅳl層 。木本類の植物遺体を多量に含む黄白色軽石粒層
⑬ 黄白色軽石粒を多量に含むⅣi層
⑭ 灰白色粘質土ブロックを含むⅡb層
⑬ Ⅱd層とⅣa層の混土層
⑩ 黄白色軽石粒の細粒を多く含むVa層

0            5kg/」・c最

推定生産量

<プラントオパール分析結果>

仁 警

「
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‐

〆
１

１

十

¬

白色軽石粒をまばらに、黄白色軽石粒をわずかに含む褐灰色シル ト層
白色軽石粒をわずかに含む褐灰色弱粘質シルト層(Kr Tl■s含む)

黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層(Kr Ths含む)
黄由色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層
オリーブ黒色弱粘質シル ト層

木本類の植物遺体を多量に含む暗褐色泥炭層

白色凝灰質シル ト層

鬱 1

饉 2

鶴 4

鬱 6

。 8
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100

1780± 90y.BP

0     3万 個/g

-
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第 6図 肱穴遺跡第 6 トレンチ南璧血層断面図(西半部)
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Ⅱ

白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰褐色砂質土層   Vb  Va
赤化した Ia
白色軽石粒・小礫をまばらに含む褐灰色砂質土層
白色軽石粒をまんべんなく含む灰黒色砂質土層
白色粗粒火山灰ブロックを含むⅡb
白色軽石粒を多量に含む褐灰色砂質シルト層
白色軽石粒層(文明降下軽石層 :S夕 3)
白色軽石粒をまばらに、黄白色軽石粒をわずかに含む褐灰色シル ト層

○
 ∫

黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層(Ki Tl■ s含む)
黄白色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シル ト層
オリーブ黒色弱粘質シルト層
白色凝灰質シル ト層
木本類の植物遺体と褐色泥炭の混土層
灰褐色粘質シル ト層
黒色砂質土を含む黄白色軽石粒層飾l池降下軽石層の漸移層)
黄白色軽石粒層飾l池降下軽石層 :Kr一M)

C

d
f

h
i

k
Va
b

赤化した灰褐色シル ト層
白色軽石粒をわずかに含む灰褐色シル ト層
黄橙色小礫をまばらに含む暗灰褐色シル ト層
白色軽石粒・黄白色軽石粒をわずかに含む黒褐色弱粘質シル ト層
白色軽石粒を多量に含む黒褐色シルト層
黒褐色弱粘質シルト層
黄橙色小礫をまばらに含む明灰褐色シルト層
黄橙色小礫をわずかに含む灰褐色砂質シル ト層
黄橙色小礫をわずかに含む灰オリーブ色砂質シル ト層

ρプラントオパール

c ilb 3x

国Ⅲ]:木本
類植物遺体  匡亘≫ 礫

・軽石

灰オリーブ色砂質シルト層
白色軽石粒をわずかに含み、赤化した灰褐色シルト層
灰褐色シルト層
暗灰褐色弱粘質シルト層
灰褐色シルト層黒褐色シルト層
白色軽石粒をまんべんなく含む暗灰褐色シル ト層
白色軽石粒・炭化粒を含む暗灰褐色シルト層
灰褐色砂質シルト層
白色軽石粒を含む灰褐色シル ト層
黒褐色砂質シル ト層

白色軽石粒をわずかに含む黒褐色弱粘質シル ト層

白色軽石粒と灰褐色シルトの混土層
灰褐色弱粘質シルト層
白色軽石粒・黄橙色小礫をごくわずかに含む灰褐色砂質土層
白色軽石粒をまばらに含む赤化した灰褐色砂質シル ト層
白色軽石粒をまばらに含む黒褐色砂質シル ト層
下部に黄橙色小礫を含む灰褐色シル ト層
白色軽石粒をわずかに含む暗灰褐色シルト層
白色軽石粒をまんべんなく含む暗灰褐色砂質シルト層
砂礫層
砂礫を含む暗灰褐色シル ト層
Ⅳh層 を含む灰褐色粘質土層
白色軽石粒をまんべんなく含む黒褐色シル ト層
黄橙色小礫・白色軽石粒・黄橙色小礫をまんべんなく含む暗灰褐色シ
黄橙色小礫・白色軽石粒・黄橙色小礫をまんべんなく含む灰褐色シル
白色軽石粒・黄白色軽石粒をわずかに含む暗灰褐色シルト層
アカホヤブIIlッ ク・炭化粒を含むⅣd層

黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層
黄橙色小礫をわずかに含む黒褐色シルト層
黄白色軽石粒を多量に含む黒色弱粘質シル ト層
黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色シル ト層
黄白色軽石ブロック・黒色弱粘質シルト・灰褐色シルトの混土層
砂粒ブロックを含む灰褐色シル ト層
白色軽石粒・黄白色軽石粒をわずかに含む灰黒色シルト層
黄白色軽石粒をわずかに含む灰黒色シルト層
黄白色軽石粒をまばらに含む灰褐色砂質シル ト層
白色軽石粒 。黄白色軽石粒を多量に含む明灰褐色シルト層
黄白色軽石ブロック・白色軽石ブロック・灰黒色シル トの混土層
砂粒と黄白色軽石粒の混土層
砂粒と白色軽石粒の混土層
砂粒 。白色軽石粒・灰黒色シルトの混土層
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第 7図 肱穴遺跡第 6ト レンチ南壁上層断面図 (東半部)
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第 8図 肱穴遺跡第 5ト レンチ面壁血層断面図(南半部 )
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[円 形性 層跡 ]第 10～ 16図

今回の調査では縄文時代晩期終末～弥生時代前期に比定される遺構として、直径 4～ 5mの円形プラン

で中央に 2個の主柱穴を配し、周壁ライン上に 8～ 10個の柱穴が並ぶ住居跡を検出している。これらは本

来の遺構掘り込み面が後世の土木工事や耕作による削平 "攪乱を受けているため、検出した柱穴の深度も

浅く、竪穴、平地の別も不明である。ただし、一部で住居内部がわずかに円形状に窪んだ遺構も認められ

ることから、竪穴在居でぁった可能性も示唆できる。

このタイプの住居に伴う柱穴の埋土は、縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃の上器を包含する第Ⅳ k層

のみであり、今回は同層が最も良好に残存していた自然堤防面南半部一帯で 6軒の住居跡を確認 している。

これらは一部で時期差が想定されるものの、ほとんどが同時期であると考えられ、地形に沿つて 6～ 8m

間隔で住居が点在 していた様子がうかがえる。また、住居跡に伴う柱穴の埋土中及び住居群東側の傾斜面

一帯からは、局所的に当該期の上器片 (大半が図化不能)、 擦り切り子Lを有する石包丁、打製土掘具等がま

とまって出土していることから、これらの住居群が南側の旧氾濫原一帯で初期水稲農耕を営んでいた人々

の集落跡であった可能性が高いと考えている。

」一SA01(1号 住居跡)第 10図

当該期住居群の中で最も南側、自然堤防面が旧氾濫原面に向けて傾斜 しはじめる位置で検出した住居跡

で、直径約4.25mを計る。主柱穴の中心間は約0.5m、 主柱穴と周壁上の柱穴との間隔は約 1.75～ 2.Omで

ある。周壁上には10個以上の柱穴が配されていたと考えられるが、南東部は傾斜面にあたるため、確認でき

なかった。柱穴の深度は、主柱穴・周壁上のいずれも約 0。 lmで、かなり浅い。

」一SA02(2号 住居跡) 第11図

今回検出した中で唯一自然堤防面の中央付近に位置する住居で、プランも最大の住居跡である。直径は

約 5。 75～6.Om、 主柱穴の中心間は約 1.Om、 主柱穴と周壁上の柱穴との間隔は約2.Omを計る。周壁上に

は、 8～ 10個の柱穴を配していたと想定しているが、古代の土坑による撹乱などにより、ほぼ2.Om間隔で

点在 している 5個の柱穴の検出にとどまっている。柱穴の深度は、約0。 1～0.25mでかなりばらつきがみ

とめられる。なお、住居範囲内の上部層 (第Ⅳ c層 )か ら弥生時代中期頃の上器片が出土しているが、後世

の混入と考えられる。

」― SA03(3号 住居跡)第 12図

旧氾濫原面への傾斜部付近で検出した住居跡で、直径約5.Omを計る。主柱穴の中心間は約1.5mと かな

り広く、主柱穴と周壁上の柱穴との間隔は約 1.5～ 2.3mで ある。周壁上には約1.75～2.Omお きに 8個の

柱穴が点在 しており、柱穴の深さは約0.2m前後でまとまつている。

」一SA04(4号 住層跡)第 13・ 14図

今 lnlの調査で、当該期住居群確認のきつかけとなつた遺構で、他の住居と同様に旧氾濫原面への傾斜部

に近い自然堤防面東端で検出した。直径は約4.25mを計り、主柱穴の中心間は約0。 75m、 主柱穴と周壁上

の住穴との間隔は約 1.5～ 2.Omで ある。主柱穴を含む東半部が弥生時代後期～古墳時代初頭頃に掘削され

た溝状遺構による撹乱を受けているため、主柱穴の深度は約0.12mと 浅いが、周壁上の柱穴の深さは約0.25

～0.38mでかなり安定している。また、この遺構では、 (図化は不可能であったものの、)部分的に住居内

部がごく浅く(落差 2～ 3鋤程度)円形状に窪んでいたことが確認されており、今回検出した住居跡が竪穴

住居であつた可能性を示唆する事象として注目される。

-17-
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※断面図の基準レベルは、
すべて142.5m
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第12図  J― S A03(3号住居跡)実測図

遺物については、主柱穴の際で検出した 2つの柱穴内において、ほぼ完形の打製土堀具 (1)、 土器 (3)

と折 り重なって出土した完形の擦 り切り石包丁 (2)が確認されている。この 3点はいずれも柱穴の基底部

から浮いた状態で出上していることから、遺構が埋没する過程で混入した可能性も否定できないが、撹乱に

よる削平で本来の遺構深度が損なわれていること、当該期の石器組成の中でも代表的な 2種の石器が、ほ

ぼ完形の状態で隣接する柱穴の中から出上していることなどを勘案すると、デポ (埋納)の可能性も含め、

その出土状況には意図的なものが感じられる。なお、他の柱穴からは当該期土器の小片 2点 (4、 5)も セ

ットで出上している。

」一 SA05(5号 住層跡) 第15図

今回検出した住居群の中で最も北側に位置し、6号住居跡と隣接している。 1日氾濫原面への傾斜部付近

で検出したため、東側の柱穴は確認できなかった。直径は約5.Om、 主柱穴の中心間は約0。 9mを計る。主

柱穴と周壁上の柱穴との間隔は約1.75～ 2.3mである。周壁上では約2.Omお きに 6個の柱穴を確認 してお

り、柱穴の深さは約0。 1～0.3mで ある。遺物は、住居の範囲内から晩期の上器 (57)が 出土している。

」―SA06(6号 4■層跡)第 16図
6号住居跡と隣接し、Y― S D01・ 02(1・ 2号溝)に切られた直径約4.5mの住居跡である。主柱穴部

分は、溝による撹乱のため不明瞭であるが、主柱穴と周壁上の柱穴との間隔は約1.75～ 2.Omで ある。周

壁上では約1.0～ 1.3mおきに10個の柱穴を確認しており、柱穴の深さは約0.05～ 0。 2mである。
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※黒塗部分が、縄文晩期～弥生前期の

水田該当層

爾プラントオパール試料採集地点
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[水爾層 ]第 17・ 24図

自然堤防面南半部一帯で縄文時代晩期終末～弥生時代前期の遺物や住居跡が検出されたため、当該期の

水田の遺存が予想される1日氾濫原面方向に第 7ト レンチを設定し、断面調査及び自然科学分析を実施した。

その結果、プラントオパール分析により、第Ⅳ q層以下では大勢を占めていたヨシ属が第Ⅳ o層を境に減

少に転 じるのと同時に、第Ⅳ o層には約700個/gと やや少量ながらもイネのプラン トオパールが残存して

いることが明らかになつた。また、第Ⅳ q層以下の層はほぼ水平堆積 しているのに対し、第Ⅳ p層 より上

部の層には耕作に伴 うとみられる激 しい土層の凹凸がみとめられた。さらに、断面の第Ⅳ n層 と第Ⅳ o層

の境目から縄文時代晩期頃の上器片 (54)が 、また周辺の第Ⅳm・ n層中でも弥生時代前期頃の上器が出土

したことから、これらの下位に形成された第Ⅳ o層について、縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃の水田

該当層と推定するに至った。なお、今回は明瞭な畦畔、用排水路は検出できなかつたが、トレンチ北端に

砂層を含む落ち込みが確認されており、簡易な水路が存在していた可能性もある。

今回の調査においては、当初当該期の遺構が遺存している可能性を予想 していなかったため、断面調査

に終始し、水田の面的把握には至らなかった。 しかし、周辺地域を含め、こうした旧氾濫原に面した低位

面において同種の遺構が発見される可能性は高く、今後の調査の成果に期待したいと思う。

[糧大群 ]第 20図

円形住居跡に伴う柱穴と同様に第Ⅳ k層を埋上にもつが、住居跡として確認できなかった柱穴を約200個

検出している。これらのうち、図化不能な胴部片などを含めて当該期遺物が出土した柱穴は十数個を数え

る。 6は J一 S A05の範囲内にある柱穴から出土した甕の胴部片で、全面磨滅している。 7は 自然堤防面

東側の傾斜部付近で検出した柱穴内からの出土遺物で、日縁部の刻目突帯は指頭刻みである。 8は J― S

A02と J一 S A04の間で確認した柱穴から出上した土器で、鉢形を呈すと考えられる。

2)弥坐時代後蜀 終末期～古鑽時代初頭

当該期の遺構を検出した第Ⅳ c・ f層下部ないし第Ⅳ k層上面で観察すると、当時の地形は、縄文時代

晩期～弥生時代前期頃の住居跡が所在していた自然堤防面と後背の段丘面との間に形成されていた開析谷

がすでに埋没し、遺跡の東・南側の旧氾濫原方向に向けて緩やかに傾斜した平坦面であったことが推察さ

れる。また、植生も花粉分析の結果により、湿地林を形成 していたカシ類を主とする照葉樹林から人為的

干渉を受けた二次林の性格を有するシイ類へ変移 し、さらにはイネ科やカヤツリグサ科などが繁茂する草

原へと変遷 していることから、この時期すでに一帯で水田経営が行われていた可能性が推測される。

この時期の遺構としては、前期集落の立地していた旧自然堤防面を横切つて東西方向に延びる溝状遺構

(Y一 S D01)、 この溝と旧自然堤防面東端付近で切りあう2条の溝 (Y― S D02003)、 さらに旧開析谷ヘ

の落ち際付近でY一 S D01と ほぼ直交する形で検出された本組状遺構 (Y― S K01)が ある。遺物について

はこれらの遺構埋土内を中心に、調査区のほぼ全域で検出されている。以下、各遺構
0遺物の詳細につい

て説明を行 う。

[i骰状又は]

今回の調査で検出した溝状遺構は 3条で、H-12～ 14区付近は第Vb層上面、その他は第Ⅳ c・ f層下

部ないしⅣ k層上面が検出面である。第Vb層上面で検出した部分は、本来の形状が後世の撹乱を受けて

いるため基底部付近しか確認できず、いずれの溝も端部付近についてはすでに消失していた。
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Y-3D01(1号 鷹)第 18・ 21～ 23図

旧自然堤防面の地形に沿うように調査区南側から北進 し、H-13区付近で屈曲して西進する溝状遺構で

ある。検出した総延長は約65m、 幅約2.0～ 1,2m、 深さは最も遺存状態の良いところで約0.5mを計る。

E-12区付近から西はやや蛇行しているが、東4111は屈曲部も含めほぼ直走していることから、方形に巡つ

ている可能性もある。この溝では少なくとも3度掘り直した痕跡が認められ、断面形はいずれも緩いU字

形を呈している。D-11区付近で 2条に分岐しており、やや弧を描いた北側の溝が最初に掘られたもので、

その埋没後に掘 り直されたのが南側の溝である。第 1段階の溝の軌跡を追うと、屈曲して再び南進するよ

うな気配もみえるが、第 6ト レンチの断面でその掘形を確認することはできなかった。なお、土層断面を

観察していくと赤化 した御池降下軽石が多量に堆積した箇所が部分的に認められることから、洪水などに

よって一時的に多量の上砂が流入 して埋没した溝を掘り直し、再利用していた可能性が指摘できる。この

溝の機能については、流水作用によると考えられる砂層の堆積や、消失した南端から屈曲部へ、そして屈

曲部から調査区外へと延びる西端方向へ緩やかに傾斜 している構造などに基づき、水路的な役割を想定し

ている。さらに、第 5ト レンチの断面などでこの溝に接するように遺存している耕作土状の上層が確認で

きることを考慮すると、当該期水田に伴う用排水溝である可能性を示唆することができよう。

この溝では、主に中 口下層 (第 1。 2段階の溝埋土)か ら土器・石器が出土しており、その時期1属は弥生

時代前期から古墳時代初頭まで及ぶ。前期から中期にかけての上器としては、口縁部と胴部上位に工具亥1

みの刻目突帯を有する甕 (9・ 10)や頸部と肩部の間に 2条の突帯や沈線が巡る壺 (19・ 21)、 内外器面とも

丁寧なミガキが認められる鉢 (12)、 日唇部がやや角ばった壺 (22)な どが下層を中心に出土しているが、こ

れらに共伴して連弧文の施された免田式の壺 (23)や杯部が大きく外反した高杯 (17・ 18)な ど、後期ないし

後期後半頃以降の土器も出土していることから、後期以前の遺物についてはY一 S D01が掘り込まれた第

Ⅳ k層 (縄文時代晩期～弥生時代前期の包含層)か ら供給され、第 1段階の溝が理没する際に混入 したと考

えている。中層 (第 2段階の溝埋土)以上で出上した遺物は、基本的に後期後半から古墳時代初頭頃の範囲

に収まるもので、日縁部が外反 し口唇部が凹むタイプの鉢 (13・ 16)、 丸底の短頸壺 (26027)な どがある。

とくに13については、同一個体と見られる底部 (14)が Y一 S D02中から出土していることから、第 2段階

のY― S D01と Y一 S D02は並存関係に近い状態であつたと考えられる。また、国縁部を除きほぼ完形近

く復元できた26は、Y一 S K01に伴うようにまとまった形で出上しており、意図的に廃棄されたものと推

測している。なお、石器には大型の打製土堀具 (29)や打製石鏃 (31)な どがあるが、これらも前期集落に伴

う可能性が高い。

1号溝の埋土中からは、前期頃まで開析谷付近に繁茂していたと考えられるカシ類の本根など多量の植

物遺体が出土しているが、その中には加工痕のみとめられる木製品も含まれている。34・ 35は先端部が鋭利な

工具によつて加工された木杭状のもので、ほぼ中央に快 りの痕跡が残る34な どは、本杭に加工する過程で

廃棄された可能性がある。また、36・ 37は柾目取りの未完割材とみられ、表面は丁寧に面取されている。

これらはいずれモ)水 田の基盤整備に使用されていた可能性があり、用排水溝的なY一 S D01の機能も含め、

当該地一帯で弥生後期から古墳時代初頭頃の段階において、ある程度広範囲にわたる水田経営が行われて

いたことを示唆する資料として注目される。また、今回は明らかに農具と判別できる木製品は確認されな

かったが、こうした当該期の本杭・未完割材等の出土は当地域においても初例であり、今後こうした開析

谷などの低湿地面においては、本製品が発見されることを前提 した調査が必要になると思われる。

-25-



＼

だ

―

上

―
瞥

“年一］一

―
」
一
Ｊ

ヽ
　

Ｄ
計ヽト

b´ 場が酔 』場J′

⑥ 143.Om

C

①
　
②
③

④
⑤
⑥
⑦
③

黄白色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色
'弱粘質シル ト層(Ⅳd層 )

木本類の植物遺体を多量に含む暗褐色泥炭層(IVg層 )

木本類の植物遺体を多量に含む黄白色軽石粒層

黄白色軽石粒を多量に含むⅣi層

Ⅳiブロック

①と③の混土層

白色軽石粒ブロック

黄白色軽石粒・木本類の植物遺体をまばらに含む灰黒

色シル トブロック

К負

白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰褐色砂質土層

赤化した Ia
白色軽石粒・小礫をまばらに含む褐灰色砂質土層

黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層(Kr」hs含む)
黄白色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層

オリーブ黒色弱粘質シルト層
g 木本類の植物遺体を多量に含む暗褐色泥炭層
i 木本類の植物遺体と褐色泥炭の混土層
j 白色軽石粒を多量に含むⅣi
① 白色軽石粒 。黄白色軽石粒・黄橙色小礫をまんべんなく含む暗灰褐色シルト層
② アカホヤブロックを含みやや赤化した①
③ 灰オリーブ色砂質土層
④ 黄白色軽石粒・木本類の植物遺体をまばらに含む褐色シルト層
⑤ 黄白色軽石粒をまばらに含みやや褐色がかった黒色シルト層
⑥ 黄色軽石粒をわずかに含む黒色シルト層
⑦ 黄色軽石粒をわずかに含む砂粒層
③ 黄白色軽石粒をまばらに含みやや灰色がかった黒色シルト層

lllllll木本類の植物遺体

⑨ 木本類の植物遺体をまばらに含む⑥
⑩ ⑥と⑦の混土層
⑪ 黄色軽石粒をわずかに含むⅣg層
⑫ 白色化した黄白色軽石粒層¢1池降下軽石の二次堆積層)
⑬ 木本類の植物遺体をわずかに含む⑫
⑭ 砂粒を多量に含む⑬
⑮ IVfと⑫の混土層
⑩ ⑨とMの混土層

百 _ヽ 寝 ρ 99Tａ

ｂ

ａ

ｃ

ｄ

ｆ

Ｉ

　

Ⅱ

Ⅳ
O   、        /

① 黄白色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層Ⅳd層 )
② 灰褐色弱粘質シルトブロック
③ 木本類の植物遺体を多量に含む暗褐色泥炭土ブロック
④ 褐色シルトを含むやや赤化した黄白色軽石粒層
⑤ 褐色シルト・木本類の植物遺体を含む白色化した黄白色軽石粒層
⑥ Ⅳiブロック                 ‐

⑦ 黄白色軽石粒を多量に含むⅣi層
⑧ 白色化した黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シルト層
⑨ やや赤化した黄白色軽石粒と褐色シルトの混土層

」y

第18図  Y― S D01～ 03(1～ 3号溝 )・ Y― S K01(1号本組状遺構)実測図
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第19図  Y― S K01(1号本組状遺構)実測図
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第21図  Y― S D01～ 03(1～ 3号溝)内出上遺物実測図①

〕7警=F可:
曇 柱穴 (縄文～弥生)内出土遺物実測図
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Y― S00盆 (2号購) 第18021022図

Y― S D01に 東側屈曲部付近で切られている溝で、検出できたのは延長約 10m、 l順約 0。 7～0.8五、検出

面 (第 Vb層 )か らの深さは約0.3mで ある。東西方向に走行しているが、両端とも途中で消失している。遺

物としては、 13と 同一個体の鉢 (14)、 Y一 S D03等から出上した破片とあわせてほぼ完形復元できた口

縁に指頭痕の残る小型の鉢 (15)、 打製石鏃の未製品 (30)な どがある。

Y一 S003(3号 灌)第 18・ 21・ 22図

Y― S D01002に切られた溝で、延長約3.5m、 幅約0。 9m、 検出面 (第 Vb層 )か らの深さは約0.lmで

ある。北東から南西方向に走行 しているが、両端とも途中で消失しているため、詳細は不明である。埋土

中から、15の破片が数点出上していることから、第 2段階のY一 S D01や Y― S D02と はさほど時期差が

ないと考えている。

[本組 状遺構 ]第 19・ 23図

自然堤防面から開析谷への傾斜部付近でY一 S D01に ほぼ直交する形で出土したのがこの本組状遺構で

ある。約2.5m× 1.5mの範囲内に、先端部を肖Jったり、中ほどに挟りを施した長さ1.0～ 1.5mほ どの本杭

状のものや、火熱を受けて黒変した丸材などが20本程度まとまって出土している。断面で観察すると、こ

れらの大部分がY一 S D01の最終段階の掘 り込み面を下端に、その上部約0。 2mまでの間に集中して出土

いることから、この最終段階の溝に伴 う遺構であると考えられる。なお、多少ばらけてはいるが、多くが

Y― S D01と 直交する状態で遺存 していることから、当該期水田の用排水溝と推測しているY一 S D01に

設けられた井堰や木橋などの機能を想定しているが、断定できる物証が乏しいため判然としない。ただし、

これらの本材とともに口縁を打ち欠いた上で埋置したような状態の短頸壺 (26)が 出土してしていることか

ら、いわゆる水口祭祀のような儀式的行為の対象となる遺構であった可能性は示唆できよう。この木組状

遺構を構成する木材のうち今回は特徴的な 3点のみを図化 口掲載しているが、前述 したY一 S D01内出土

の34・ 35も本来はこの遺構に伴っていたと考えている。38は明瞭な加工痕はないが、全体的に黒変 した丸

材である。火熱を受けている範囲はほぼ表面だけで、防腐を目的にいぶしたような印象を受ける。39は快

り状の加工痕が複数みとめられるが、35でみられる半裁を目的とした加工痕とは異なり、本を組み合わせる

際のほぞ的な意味合いがうかがえる。49は 4面 とも面取りされた角材である。加工痕の残るものを除くと

表皮剥ぎ取りのみの丸材が多い中では、稀有な存在である。

3)包含層内出土遺物  第24～ 29図
ここでは包含層内から出上した当該期の遺物について説明を行 うが、土器については概ね各時代ごとに

まとめて記述を行い、本製品と石器については明確な時期の区別を行わずに解説を加えた。

①土 器 第24～ 26図

縄文時代後期に比定される土器は、主に自然堤防面後背の段丘面北側一帯で出土している。41は胴部を

巡る数条の沈線の間に斜位の刻みが施された後期中頃のいわゆる西平式の深鉢である。42は内外器面とも

横位のミガキがみとめられ、頸部にはにぶい凹線が巡つている。三万田式土器に並行する中岳式の深鉢と

考えられる。今回の調査では、これら後期の土器に伴う遺構は確認していないが、自然科学分析で明らか

になったようにこの遺跡一帯が当時照葉樹林の広がる植生であったことを考えると、従来は生活エリアと

して想定していなかったこうした河川流域の低位面においてもこの時期の生活址が遺存している可能性は
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高く、今後の調査の進展に伴ってそうした痕跡が明らかになることを期待したい。

縄文時代晩期前半頃についても明確な遺構は検出していないが、自然堤防面後背の段丘面一帯で遺物の

分布がみとめられる。遺物の数もさほど多くはないが、丁寧なミガキが施された黒色磨研系の松添式に該

当すると思われる浅鉢 (43～ 45)な どが挙げられる。

住居跡や水田該当層を検出した縄文時代晩期終末～弥生時代前期頃の遺物は、遺構以外からの出上が多

く、その主となる包含層は第IVd a k層 である。46～50はいわゆる突帯文土器様式に該当すると考えられ

る甕である。器面調整はナデが主流であるが、46だけはケズリ状のナデ調整がみとめられる。小片が大半

を占めるが、46～49はいずれも国縁部と胴部に一条ずつの突帯を有する二条突帯になると思われる。突帯

部の刻目は、46の 口縁部が竹管刺突、胴部が工具刻み、47爾 48が指頭刻み、49が
ヘラ状工具による刻みと、

バリエーションに富む。胴部の断面形態はいずれも「く」の字形を呈すと思われる。51～ 59は前述の甕に

伴 うとみられる鉢及び浅鉢である。器面調整は甕と同様にナデが中心であるが、54は工具ナデ、51は丁寧

なケズリである。また、52353には編布圧痕がみとめられ、55は波状口縁の可能性がある。56～ 59は同じ

ナデ調整でも胴部から屈曲する断面形を呈しており、口縁下位や胴部の屈曲位に沈線が巡つている土器も

みられる。都城市黒土遺跡出上の土器と比較すると、黒土遺跡では51～ 55の器形
a特徴を有する土器はナ

デ・ケズリ調整を主とする粗製土器、56～ 59と 類似した器形はミガキや丁寧なナデが施された精製土器に

分類されているが、当遺跡出土の上器については、粗製・精製の区別はできなかつた。なお、これらの多

くは外器面にススの付着がみとめられた。

60～ 86は概ね弥生時代前期に比定される土器群である。60～ 64は丁寧なナデや横位のミガキが施された

甕である。いずれも国縁部と胴部に刻目突帯が巡ると思われ、口縁突帯は日唇端部よりやや下がつた位置

に貼り付けられている。なお、刻目は指頭刻みのみである。65～ 72はこの種の甕に共伴すると思われる壺

綺鉢類である。65は肩部に削り出し状の突帯が巡る壺である。鉢形土器と思われる66は、内外器面ともナ

デ調整で、外器面にはススが付着 している。67は内外器面に丁寧なミガキがみとめられる鉢で、他の上器

に比べて硬質である。68・ 69は ともに山形口縁を呈した台付鉢と思われる。いずれも口縁部と頸部に突帯

文が巡つているが、69の頸部突帯にのみ退化した刻目がみとめられる。71も 日唇端部よりやや下がつた位

置に刻目突帯が巡る鉢であるが、刻目は69同様かなり退化している。70は丁寧なミガキの施された鉢、72

はナデ調整の深鉢状の器形を呈する土器であり、いずれもこの上器群に先行する可能性があるものの判然

としない。73～ 75・ 77～ 81は60～ 64と 同様に丁寧なナデやミガキ調整がみとめられる甕である。突帯部の

刻目に着目すると、75・ 80には刻目がなく、他はいずれも工具亥1みである。さらに、その特徴によつて鋭

利な工具による深い刻日(73077)と 、浅く細かいもの(74078・ 81)に分かれる。なお、81は丁寧なミガキ

が施されたかなり薄手の上器で、他の遺物とは一線を画している。唯一の底部である76はハケロ調整であ

り、これらに若干後出する可能性がある。82・ 83は これらに共伴する鉢、84～86は壺である。82は 口唇部

に浅く細かい刻目を施 した貼付突帯がみとめられ、突帯下位には指頭痕が残る。同種の鉢の底部である83

は斜位のハケロのち横位のミガキ調整である。無頸壺と思われる84は、日縁部に二条の刻目突帯が巡るほ

か、口唇部にも刻目がみとめられる。刻目はいずれも細かく浅い工具刻みである。85も細かく浅い刻目が

施された二条の突帯が頸部を巡る壺である。86は頸部に押引文と竹管による刺突文がみとめられる。87鬱

88は 目縁部の断面形がにtriぃ甕で、87に は下面付け根に接合の際の指頭痕が残る。前期末～中期初頭頃を

想定している。

弥生時代中期に比定される土器群としては、89～ 102が ある。甕は、口縁部の断面形が三角形を呈し、

突帯部に細かい工具刻目を有するものを含むグループ (89～92)と 、口縁部突帯の先端を強くヨ
コナデする

ことで「M」 宇状の回縁断面形を作 り出すグループ (93～ 100)に 分かれる。日縁の断面形態や調整方法な
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どから、先行するのは前者の土器群と考えている。なお、「M」 字状の口縁断面を呈す甕は、黒土遺跡を

はじめ周辺の遺跡でも出上が報告されており、中期中葉頃に位置づけられている。壺は、ミガキ調整で口

縁断面が三角形状の101が前者の甕と、口縁が外反し、日唇部にヨコナデによる凹線状のくばみがみとめ

られる102が後者とセットになると思われる。これらの遺物に伴 う遺構も確認 していないが、プラントオ

パール分析によつて、溝状遺構が検出されている後期
口終末期～古墳時代初頭頃の前段階で一次廃絶する

ものの、中期の早い時点で旧開析谷付近においてイネが栽培されていたことが明らかになつている。

103～ 117は溝状遺構や木組状遺構が確認された後期～古墳時代前期頃の上器である。103は 口縁が
「く」

の字形に外反 し、胴部上位に刻目を有する突帯が巡る甕で、中期後半～後期初頭頃に位置づけられる中溝

式に該当する。104は中期末まで遡る可能性のある平底の底部、105は底部端から緩く内湾 しながら立ち上

がり、上げ底状になる後期の甕の底部である。106～ 108は鉢形の上器と考えられる。日縁は大きく外反す

しており、106の 口唇部には緩い凹線状のくばみがみとめられる。底部 (108)はやや上げ底状を呈す。109

0114は後期末～古墳時代初頭頃に比定される壺の底部で、114がやや後出すると思われる。HO～ 113011

6・ 117は高杯の脚部である。なお、今回の調査では高杯の杯部はほとんど出土していない。110～ 113は、

杯部からわずかに内湾 しながらもほぼス トレー トにラッパ状を呈した裾部へとつながるタイプで、脚部と

裾部の境目四方に円形の透かしを有するもの (110)も含む。1160117は 比較的脚部自体が短く、エンタシ

ス状にふくらみながら裾部へと3_~る 形状を示す。なお、117にはわずかに赤色顔料の付着がみとめられる。

前者を後期末～古墳時代初頭頃、後者を前期頃に比定している。115は蓋で、非常に脆弱な土器である。

118～ 120は古墳時代の甕及び深鉢状の上器と考えているが、明確な時期は判然としない。1180119は工

具ナデを基調とする調整で、口縁部の内外器面に指頭痕がみとめられる。120は端部に明瞭な稜線を有し、

底部には本葉痕が確認できる。

②本製品 第26図

今回の調査では多量の植物遺体が出土しているが、本根や枝状のものが大半を占めており、図化できる製

品 口未製品の類は限られていた。ここに掲載した遺物のうち、122以外はすべて第Ⅳ j層からの出土遺物

で、出土地点は自然堤防面から旧氾濫原への傾斜部付近 (122・ 125)と 開析谷部分 (121・ 123・ 124)に わか

れる。 121・ 124は柾目取りの未完割材と思われ、いずれも楔形に面取りされている。 122は 中央付近に扶

りがみとめられる丸材で、本杭の製作を目的に半裁する途中で廃棄された可能性がある。 123には一方の

先端を工具によつて加工された痕跡がみとめられ、125は表面をいぶしたように黒変している。なお、121

・123・ 124は Y― S D01及びY一 S K01と の関連性が指摘できる。

③石 器 第27～ 29図

126は長さ2.3cm、 直径約 1.Ocm、 子L径0.3～ 0。 15cmの管玉である。一方向から穿子Lさ れており、反対側の

孔部は中央をそれて外縁部に偏つている。時期等は不明であるが、石製の管玉としては当地域の初例であ

る。材質は緑色凝灰岩とみられる。127は二側縁加工の小型の剥片石器と思われる。黒曜石製。128～ 130

は石皿ないし台石の破片とみられ、敲打痕や擦痕のほか、火熱を受けて赤変した痕跡やススの付着もみと

められる。石材は主に硬質砂岩である。 131～ 136は、平面形態がしゃもじ状のもの (131・ 132露 1343135)

と、方形ないし長台形状を呈すもの (131・ 136)に分かれるが、その機能を念頭において打製土堀具として

いる石器である。いずれの石器も側縁部に敲打の痕跡がみとめられるが、しやもじ状をなすものはより丁

寧な敲打を施して柄部を作り出している。また、先端部には総じて使用による磨滅の痕跡がみとめられる

-35-
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第29図 包含層内出土遺物(縄文～古墳)実測図⑥

ほか、131では装着痕とみられる光沢を帯びた磨耗痕も確認できた。なお、これらの石材は、頁岩、ホル

ンフェルス、輝石安山岩など多岐にわたる。137・ 138は硬質砂岩製の敲石である。137は先端部に敲打痕、

表 口裏面と側縁に研磨によると思われる擦痕がみとめられる。138は先端部と側縁に敲打痕がみとめられ

るほか、工具痕とみられる条痕が表・裏面と側縁に残つている。1390140は頁岩製の磨製石鏃である。と

もに基部が内湾するタイプで、140は表裏面に先端部から基部にかけて磨き出された幅 5～ 6111111程度の凹み

がみとめられる。141は砂岩製の砥石で、欠損しているが少なくとも二面に使用による擦痕がみられる。1

42～ 144は磨製石斧とその未製品である。142は両刃石斧で、刃部に擦痕と使用による刃こばれの痕跡が残

るほか、側縁には敲打調整痕がみとめられる。143・ 144は ともに未製品と考えているが、144については石

斧以外の可能性もある。

<2>古 代 (平安時代)の進構 0遺物
古代 (平安時代)の遺構としては、調査区第 1面北側の E・ F-4区 ～E-6区 一帯から密集して出上し

た竪穴住居跡や、同住居群と混在 しながら調査区西側へ広がる掘立柱建物群のほか、第 1面全域に広く分

布している柱穴や土坑、そして第 1面北東部で検出した砂礫層に覆われた水田跡などがある。これらの年

代については、集落遺構が 8世紀後半～ 9世紀前半頃を中心とする8世紀～10世紀までの年代幅を想定し

ており、水田跡については共伴する遺物から集落に後出する古代末～中世初頭頃と推定している。以下、

各遺構ごとに内容を説明していく。

[竪穴住層跡 1

今回の調査では、土坑の可能性も残る小型住居を含め、古代の竪穴住居跡を16軒検出している。大半が

長方形ないし方形プランであるが、隅丸方形のものも含まれる。また、燃焼部袖の残骸とみられる粘土塊

や炭化物を含む焼土、火熱を受けて赤化した軽石製品などが検出されていることから、明瞭に残存してい

るものはなかつたが、カマ ドを有する住居跡が含まれている可能性がある。なお、この時期の竪穴住居跡

-39-
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についても、調査着手時にその遺存を想定していなかったことに加え、黒色土層面上でほとんど色調差の

ない黒褐色系埋上の住居を検出せぎるをえない状況だつたため、プランの確認や床面 口主柱穴の検出は困

難を極めた。また、遺構間の切り合いもかなり激 しく、床面付近の一括遺物などをもとにその前後関係を

推察したものもある。各住居跡の詳細は次のとおりであるが、切り合い関係等のかね合いがあるため、説

明は遺構番号順ではなく挿図順に行っている。

A― SA01(1号 竪穴住層跡)第 31・ 33・ 34図

長軸約6.Orn、 短軸約5.6mの方形プランの住居跡で、A一 S A12と A― S B02に切られている。当初は

検出面からの深さが約0。 2inと かなり浅いため、A一 S A12の一部 (花弁状住居のベッド状遺構的な役割)

となる可能性も考えられたが、断面の上層観察によつて切り合い関係が確認できたので、別遺構と認定し

た。なお、明らかな主柱穴は検出できなかったが、プラン北側においてカマ ド燃焼部の袖らしい形状で遺

存した火熱を受けた粘土塊 (A― S N02:2号カマ ド状遺構)を確認しており、カマ ドを伴っていた可能性

が指摘できる。この住居に伴う遺物 (145～ 164)は 主に中・下層から出上しており、プランのほぼ企域に分

布している。遺物の内訳は、土師質土器、須恵器、布痕土器のほか、磨石が 1点出土している。土師質土

器には甕 (1450146)、 不身 (147～ 153)、 杯蓋 (154)が ある。145は外面口縁部に指頭痕の残る小形甕で、鉢

の可能性もある。杯身はいずれも底部ヘラ切り離 しであるが、日径と底径の差が小さく体部は内湾しなが

ら立ち上がり、器高も低いタイプ (147・ 148)、 日径と底径の差はそのままで器高だけが高くなり、体部の

立ち上がりがややス トレー トになるタイプ (150・ 151)、 底径が小さくなる反面、器高は高くなり、体部が

ラッパ状に開くタイプ (152・ 153)にわかれる。杯蓋は、扁平なボタン状に退化したつまみを有し、ケズリ

の痕跡もない。須恵器には杯身 (155)、 皿 (156)、 不蓋 (157)、 壺蓋 (158)が ある。 155は体部下端にケズリ

やヘラ状工具による条痕が残る。また、外器面には敷き藁の跡がスス状に付着している。 156に もヨコケ

ズリの痕跡がみとめられる。158は ロクロ痕が明瞭であるが、つまみ周辺のみナデ消しが施されている。ま

た、外器面には灰状の自然釉がかかる。今回検出した遺構及び包含層中からは、固形塩生産用のいわゆる

焼塩土器である布痕土器が多量に出上している。これらは基本的に逆円錐形を呈する型押し成形ものが大

半を占めており、南九州地域の特徴である器壁の厚い土器が主流である。159～ 163も こうした布痕土器で、

内器面には型に留められていた布の痕跡、外器面には調整の際の指頭痕が明瞭に残つている。 159はかな

り小型の土器であるが、他は口径15～ 18cm前後を計るとみられる。口縁部の形態には多少バリエーション

があり、日唇部をヘラ状工具等で切つて口縁断面を三角形状にするもの (161)や、日縁部も体部と同じ厚

みで日唇部に明瞭な稜がみとめられないもの (160)な どがある。布痕にもかなり個体差があるが、概ね布

目の粗細で大別できる。なお、161は波状口縁の可能性がある。 164は硬質砂岩製の磨石で、前時代の遺物

が混入したものと考えている。

A一 SAl盆 (lν雅竪穴住居跡)第 31e32・ 35図
A― S B02に 切られた方形プランの住居跡で、長軸約3.8nl、 短軸約3.Om、 検出面から床面までの深さ

は約0.4mを 計る。当初A― S B02に 伴うと考えていた柱根の遺存した柱穴を含め、柱穴は 2個 しか確認で

きなかった。この住居跡においても中 。下層から上師質上器、須恵器、布痕上器のほか、須恵質の紡錘車

や軽石製品などが出土している。土師質土器には婉 (165)、 杯身 (166)、 杯蓋 (167)がある。 165は斜位のハ

ケロ調整ののちナデ消しがみとめられる。166の底部には切り離し後の工具調整痕が残っている。 167は 口

縁端部が断面三角形の肥厚部となり、内器面の屈曲部には稜線が残るが、ケズリの痕跡はみとめられない。

須恵器の高台付婉 (169)は体部直下よりやや内側に角張った高台が付き、畳付にはナデによる凹みがみと
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められる。高台内では切り離し後の丁寧なナデ調整が確認でき、三条の工具痕 (ヘラ記号 ?)も 残る。杯 (1

70・ 171)は体部がス トレー トに外反するタイプで、170の底部は切り離し後に工具調整されている。168は

須恵質の紡錘車とみられ、直径約 6 cm、 子L径約 6111nで、厚みは最大1,4cmを計る。よく出土する二次転用

品ではなく、当初から紡錘車を目的に作られたものである。布痕土器は、 l llm四方の細かい布目がみとめ

られる173と 口縁断面がにぶい三角形を呈し、布目がやや粗い172が出土している。174は面取りの施された

軽石製品で、表面が火熱によつて赤変しているほか、緑青状の膠着物もみとめられる。

なお、埋上の最上層部において、火熱を受けて赤化した軽石とともに焼上の広がりを確認している。こ

の遺構に伴 うものではないため、住居跡が埋没したあとに何らかの遺構が構築されていたと思われるが、詳

細については把握できなかつた。軽石群の中にはカマ ドの支柱と思われる軽石製品もみとめられることか

ら、A一 S N01(1号カマ ド状遺構)と して図を付記しておく。

A一 SA03(3号 竪穴住居跡)第 36・ 37図

A― S All・ 15を切る方形プランの住居跡で、長軸約4.4m、 短軸約2.8m、 検出面からの深さは約0.3

mを計る。なお、柱穴はプラン中央東側で 1個だけ確認 している。この遺構に伴う遺物としては、土師質

土器の甕、黒色土器の高台付婉、布痕上器がある。甕は小甕 (175)以外はすべて中甕である。日縁部の形

状から極端に外反するもの (176・ 177)と 緩やかに外反するもの (178～ 180)に分けられるが、器面調整が基

本的に同じであることからかなり近い時期の中でのバリエーション差ととらえた。黒色土器は、やや長め

の高台が付き、切り離し後に高台内を丁寧にナデ消しているもの (181・ 182)と 小triり な三角形の高台が付

き、高台際を強くなでた跡が凹線状に残るもの (183・ 184)に 分かれる。前者は高台付婉と考えられるが、

後者は他の器形を呈す可能性もある。なお、181は表面を燻した痕跡がなかつたが、その技法から黒色土

器の範疇に加えた。また、184は端部に研磨の痕跡がみとめられることから、二次転用品の可能性がある。

この遺構の最上層では砂粒や黄白色軽石粒を含む層がみとめられるが、今回検出した他の住居跡におい

て t〕 こうした層の堆積が確認されている。また、時期差はあるt)のの竪穴住居群東側で検出した古代末～

中世初頭頃の水田跡においても、砂礫や御池降下軽石、二次堆積のシラス(AT)な どの混土層に水田面が

パックされた状況がみとめられる。これ′らの事象については、推測の域を出ないものの、遺跡北側に広が

る月野原台地の傾斜部から供給された砂粒や火山灰などが、土石流などの災害によつて頻繁にこの一帯に

影響を与えていたことを示唆しているのかもしれない。

A― SAll(11号 竪穴住居跡)第 36・ 40図

A― S A15よ り後出し、A― S A03に切られた住居跡である。平面プランは長方形を呈し、長軸約4.2

m、 短軸約2.6m、 床面までの深さは約0.261rnを計る。A― S A03同様褐色系の埋土であるため前後関係

の判断に苦慮したが、床面付近の切 り合い関係からS A03に先行すると考えた。この住居跡でも柱穴は南

西部の壁際で検出した 1個のみである。遺物は土師質土器の甕 (193・ 194)、 杯 (195～ 197)、 高台付杯 (198)

と黒色土器の高台付杯 (199)の みで、須恵器の出土はなかつた。 194は 国縁部が外反する甕で、内器面の口

縁と体部の境日には稜線が入る。195は内湾しながら立ち上がり、日縁のみがやや外反する。体部中央に

工具切込みによる沈線が二条巡るほか、下端にはヨコケズリの痕跡がみとめられる。 198は体部直下にや

や先端の尖った高台が付く坪と考えている。199は内器面に丁寧なミガキがみとめられる高台付杯である。

A― SA15(15号 竪穴性層跡 )第 36・ 41図

A一 S A03・ 11に切られた住居跡で、長方形プランであったと推測される。残存部での長軸は約4.8m、

短軸約3.6mを計り、検出面から床面までは約0.4mほ どである。この住居跡については、プラン東側の立

ち上がり部分と床面付近の状況しか確認できなかったが、A一 S A03で指摘 したような赤化した黄白色軽
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石粒や砂粒を多く含む層が主たる理土となつている。出土遺物は少なく、図化可能であったのは土師質土

器の甕 (200・ 201)2点のみであつた。

A一 SA04(4号 竪穴住層跡 )第 39・ 42図

調査区北側の台地傾斜面付近で検出した住居跡である。長軸約3.8m、 短軸約3.6mで、平面プランはほ

ぼ方形を呈している。検出面から床面までの深さは約0。 2mと 浅く、砂礫層や砂粒を多く含む層が埋上の

大半を占めている。柱穴は南側の壁際と北側で各々 2個ずつ確認しているが、主柱穴としてはやや説得力

に欠ける。遺物は土師質土器の甕と不身が出土している。186は甕の把手で牛角状を呈す。杯には、器高

が低くやや内湾しながら立ち上がる188と 、器高が高くほぼストレー トに立ち上がる189がある。いずれも

体部下端にはケズリの痕跡が残る。なお、189の底部には線刻がみとめられるが、判読不能である。

A一 SA05(5号 竪穴性層跡 )第 38043図

A― S A05～ 07は、南北方向の上層観察用 トレンチを設定した際にその存在に気づかず、誤ってプラン

東側を掘り下げてしまっている。 S A05は方形ないし長方形プランであつたと推測され、残存部は一辺約

4.Omを計る。床面までの深さは約0.2～ 0。 25mほ どである。この住居跡においても柱穴は検出できなかつ

た。出土遺物も少なく、ここでは土師質土器の甕 (190)、 高台付杯 (192)、 布痕土器 (191)を各 1点ずつ掲

載 している。 192は器高が低く、やや内湾した体部をもつ高台付杯で、体部直下よりやや内側に高台が付

く。高台内は切り離し後に丁寧にナデ調整が施されている。また、体部下端には高台を貼り付ける前にヨ

コケズリした痕跡が残る。

A― SAO金 (a号竪穴住層跡 )第 44・ 45図

A一 S A09010・ 14に切られた長方形プランの住居跡で、長軸約5.8m、 短軸約4.8m、 検出面から床面

までの深さは約0.2m程度である。切り合いが激しいことに加え、同一住居内で 1_mもおかずに床面を形

成する地層が変化する状況であつたため、柱穴の有無はもとより床面の認定自体にもやや疑間が残つてい

る。この住居跡においても、中 Ё下層を中心に上師質土器と須恵器を確認しているほか、弥生土器も 1点

混入している。202は体部に二条の突帯が巡り、口縁突帯の先端は強いヨコナデによつて「M」 字状の口

縁断面形を呈す弥生時代中期頃の甕である。203は丁寧なハケロのみとめられる小型の土師質甕、204は明

瞭なロクロ調整痕の残る杯身、205はかえり部分の内面に稜を有する杯蓋である。須恵器には底部が小ぶ

りで体部がス トレー トに立ち上がる杯身 (206)のほか、杯蓋が 3点 (207～209)出 上している。206は体部下

半に墨書がみとめられ、柴田博子氏より「真万」と判読する可能性が指摘されている。207はつまみがつ

かない蓋で、器形は天丼部から口縁部にかけてやや外湾 し、日縁部の手前でわずかに屈曲する。つまみの

残る2点のうち、208は頭頂部がやや退化 した乳頭状、209は扁平な擬宝珠状を呈す。208の体部は緩やか

に内湾しながら口縁肥厚部に至るが、207と は逆に内器面に屈曲部がみとめられる。209はつまみ周辺が強

いナデによつてくばみ、国縁部の手前で屈曲する形状になると考えられる。とt)に 自然釉がみとめられ、

208は灰状、209は光沢のある自然釉である。210は 口縁が細くつまみ出されたような形を呈し、やや内湾す

る布痕土器である。こうした上器の中には、法量を規格化するため型本に目安となる沈線を彫つていた可

能性が指摘されており、こうした沈線がポジティブ化したものとしてこの断面形を説明することは不可能

であろうか。

A一 SA06(6号 竪穴住居跡)第 44・ 46図

A― S A14に 切られた住居跡で長方形プランを呈していたと思われるが、東半部はトレンチによつて欠

損している。残存部の一辺は約3.611■、検出面からの深さは約0.2mを計る。南北各々の壁際で対になつた

柱穴を検出している。遺物は床面から土師質土器の杯 (211)、 下層より11師質の皿(213)や不 (212)、 須恵
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④ 黄白色軽石粒をわずかに含む褐灰色粘質シルト層
⑤ 黄白色軽石粒をまばらに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層
⑥ 黄白色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層
⑦ 黄白色軽石粒をわずかに含む黒褐色弱粘質シルト層
③ 黄白色軽石粒をごくわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層A…SA07
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207

第45図  A― S A02(2号竪穴住居跡)内出土遺物実測図
210

~口
15

第46図

落

/1轡
22

218

A― S A06(6号堅穴住居跡)内出土遺物実測図

第47図  A― S A07(7号竪穴住居跡)内出土遺物実測図

器の坪蓋 (214)な どが出土したほか、布痕土器 (215～ 218)を複数確認している。213は手持ちケズリの可能

性がある皿である。214は 口縁断面がにぶい三角形を呈し、外器面は口縁部手前で強く屈曲する。215と 21

8は波状口縁で、218の内器面には布目がみとめられない。216はかなり硬質な土器で、胎土は須恵器に類

似する。

A― SA07(7号 堅穴住居跡)第 44・ 47図

A一 S A09に切られた住居跡である。プラン東端が不明であるが長方形の住居跡と考えられ、短軸約3.

6m、 床面までの深さ約0.2mを計る。埋上の状況からA一 S A06と 近い時期の住居跡と考えている。この

住居跡でも柱穴は南西部の壁際で検出した 1個のみである。遺物は床面ないし下層から、土師質土器の甕

(219・ 221)、 鉢 (220)、 杯身 (222)、 須恵器の甕 (223)、 布痕土器 (224～226)が出土している。222は 口径と

底径の差が小さく器高も低い不身で、底部は切り離し後に工具ナデが施されている。内面見込には線刻さ

れた「福」の字がみとめられる。223は複合口縁となる大甕で、外器面には櫛描波状文がみとめられる。

布痕土器のうち、224にはヘラ状工具による切り取りの痕跡が明瞭に残つており、これによつて口唇部断面
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第50図 A― S A10(10号竪穴住居跡)内出土遺物実測図

はM字状を呈している。日の粗い布が用いられており、成形の際に引っ張られて布目が伸びたような痕跡

がみとめられる。2250226の 口縁断面はややにぶい三角形を呈す。

A一 SA09(9号 堅穴住居跡)第 44048図

A一 S A02007に 後出し、A一 S A10に先行する住居跡で、隅丸方形状のプランを呈す。一辺は約3.0

mで、検出面から床面までは約0.3mほ どである。住居跡としては小型で土坑の可能性も残されるが、出

土遺物はかなり豊富である。口縁部がゆるやかに外反する土師質土器の甕 (227～ 229)には、大中小のバリ

エーションがある。器壁は基本的に均一であるが、229は 口縁下部がやや肥厚している。230は 口縁部が下

方に長く屈曲する不蓋である。233は黒色土器の杯で、内器面はもとより外面体部からヘラ切り後の底部

までミガキが施されている。231は須恵器の不身で、底部に「中」ないし「由」と判読できる線刻がみと

められる。232は坪蓋で、長く伸びたかえりは口縁端部よりも下方へ伸びてており、天丼部は丸みを帯び

てやや突出している。つまみはなく、体部上半にはケズリの痕跡がみとめられる。また、内器面の天丼部

にヘラ記号の可能性がある工具痕が残つている。234は布痕上器で、日縁断面は鋭い三角形を呈す。236は

面取りされた板材で、建築部材の可能性もある。235は磨石で表面は火熱を受けて黒変している。

A一 SA10(10号 堅穴住居跡)第 44・ 50図

A― S A02009を切る隅丸長方形もしくは長楕円形状の住居跡である。長軸約4.2m、 短軸約2.6mで、

床面までの深さは約0.5mを計る。プランから考える限りこの遺構も土坑の可能性をはらんでいるが、同時

期の上坑の規模と比較するとかなり大型であるため、ここでは住居跡として扱った。244は両刃の磨製石

斧で、側縁部は敲打され両面に擦痕がみとめられる。また、先端部は使用による刃こばれがみられる。24

5は土師質土器の皿で、底部には切り離し後に施した粗い手持ちケズリがみとめられる。246はヘラ切り後

に工具ナデを施した杯身である。247は体部底の厚い高台付塊で、外へ張り出した高台は断面三角形を呈

している。高台内は切り離し後にナデられており、高台際は強いナデによつて凹線状にくばんでいる。

-54-



鋼

卦

幽
ニ
ミ
ふ
賦
業
辮
欄
鰹
畔
和
゛
退
゛
笹
悩
卿
興
に
響
ぜ
組
楓

興
爆
賦
契
際
姻
区
憔

興
エ
ミ
ぷ
賦
業
辮
硼
К
鯉
和
゛
里
後
Ъ
£
卿
繋
博
脚
憫
Ｉ
枢

ヽ
、
口
体
（調
選
）引
賦
繋
購
組
聰

興
エ
ヘ
ふ
鋼
Ｋ
鰹
和
゛

ｖ
鞭
く
て
く
悩
卿
禦
障
響
購
佃
楓

興
ヱ
ミ
ヽ
国
鰹
畔
窓
和
゛

ｖ
轟
く
て
く
悩
卿
爛
障
響
頓
組
枢

脚
ヱ
ヘ
ヽ
Ｊ
鰹
畔
和
゛
足
゛
笹
悩
卿
素
障
脚
ロ
ー
眠

興
エ
ミ
ぷ
賦
業
辮
硼
畔
へ
―
「
終
和
゛
里
゛
笹
悩
蒋
興
障
癬
鋼
Ｉ
枢

c                                D
143.Om

〇◎〇〇

〇〇〇③

0              50cm
i       l

第52図  A― S N03(3号カマド状
遺構)実測図
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248は須恵器の高台付杯で、体部下端に肉厚の高台がつく。高台内は247同様にナデ調整で、高台際には凹

線状のくばみがみとめられる。249は黒色土器の台付皿で、内器面は縦方向のミガキである。高台は欠損

しているが、高台内は丁寧なナデが施されている。250は 口縁断面がにぶい三角形を呈す布痕土器である。

A― SA14(14母 憑穴催購跡)第 44049図

A― S A02006を 切る方形プランの住居跡である。一辺は約2.6～3.Omで 、床面までの深さは約0。 3m

ほどである。遺物は柱穴内からの出土を含め、土師質土器のみを確認している。237は 口縁屈曲部がやや

肥厚 した甕、238は 口縁部が波状をなす甕である。239は体部が真っ直ぐに開き、241は底部下端が丸みを

帯びた杯身である。日縁が多少いびつにねじれた240は、皿形の器形を呈すと思われる。242・ 243は布痕

土器で、242には布がずれた痕跡がみとめられ、243は体部が内湾して丸みを帯びている。

A― SA08(8号 凩穴饉購跡)第 51053図

今回検出した住居跡の中で最も東側に位置しており、A一 S A16を 切つている。プランは隅丸方形状で、

一辺は約4.4～ 4.6m、 検出面から床面までは約0.3mほ どである。プランの中央と南北の壁際で 4個の柱

穴を確認 している。出土遺物としては、土師質土器の甕、杯身、高台付不、須恵器の高台付杯、黒色土器

の椀、布痕土器がある。251は輪積痕が明瞭に残る甕で、内 日外器面ともナデ調整である。252は 目縁が外

反し、体部下半にかけてふくらみをもつ甕で、体部下半には251同様輪積痕が明瞭に残つている。調整は外

器面上半が縦方向のケズリで、頸部には指頭痕がみとめられる。内器面は横方向のナデ及びハケロ調整で

ある。2510252と も他の遺構及び包含層からの出土遺物の中には類似するものがないため、時期的位置付

けについては判然としない。杯身は 2点出土しており、253は器高が高く体部中ほどで屈曲している。

254は 口径・底径の差がない器高の低い不である。255・ 256は 口径と底径の差があまりなく、器高も低い高

台付坪である。 2点 とも体部はやや丸みを帯びながら真つ直ぐ立ち上がり、内器面の体部下端にはにぶい

稜線が入る。なお、器壁は国縁から底部までほぼ均一である。高台は低く角張つたつくりで、体部直下に

貼 り付けられている。高台内は255が 高台際のみのナデ、256は全面丁寧なナデが施されている。257は255

・256にかなり類似 した須恵器の高台付杯である。目縁部下位が凹線状にくぼむのは 2点 と異なるが、基本

的な器形 0調整はほとんど同一である。258は 口縁断面がにぶい三角形を呈す布痕土器である。259は黒色

土器の椀で、ロクロケズリの後に丁寧なミガキが施され、底部も切り離 しの痕跡が丁寧にナデ消されてい

る。薄手で均一な器壁は緩やかに内湾 しながら立ち上がり、回縁下位には浅い凹線を巡らせている。その

成形 餞調整ともに他の出土遺物に類例を求めることができず、山本信夫氏より銅器などを模している可能

性が指摘された問題資料である。

A一 SA16(16号 竪穴性層跡 )第 51052・ 54図

A― S A08に 切られた隅丸方形状の小型住居跡である。一辺は約2.6mで、床面までの深さは約0,2mを

計る。プランの中央北側寄りの位置で、床面からわずかに浮いた状態の焼土と火熱によつて赤変した粘質

土ブロックを検出している。出上位置に問題があるが、その形状などからカマ ド状遺構 (A― S N03:3号

カマ ド状遺構)の可能性を考えている。260は土師質土器の杯身で、内面見込と底部にススが付着している。

261は須恵器甕の胴部で、外器面は格子目のち平行タタキ、内器面は同心円のち平行当て具痕がみとめら

れる。262は黒色土器の高台付婉で、高台内には丁寧なナデが施されている。258は布痕土器で、やや目の

粗い布が用いられている。

A― SA13(1群 雅竪穴性層跡 )第 55056D57図

最も北側で検出した住居跡で、平面プランはやや形の崩れた隅丸方形状を呈している。一辺は約2.6～ 2.

8mで、検出面から床面までは約0.2mほ どである。この住居跡では南北壁際で 3個の柱穴を検出したほか、
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南東の壁に接するように出土したA― S N04(4号カマ ド状遺構)を確認 している。このカマ ド状遺構は 3

個のピットを縦列に配したような形状で、中央のピットの上部には粘質土を馬蹄形に固めた燃焼部とみら

れる粘土塊が遺存していた。また、これに連なって住居南壁に接するピットの上面には面取りした板状の

軽石が直線的に並べられていたことから、煙道的な役割を想定した。さらに、燃焼部を挟んだ一方のピッ

トは、溝状の落ち込みで燃焼部と連結 しており、灰掻き国のような機能が考えられる。遺物としては、カ

マ ド状遺構に伴って土師質土器の甕 (266・ 267)や杯身 (269)が 出土しているほか、住居埋土中でも土師質

土器の甕、高台付皿、杯身、塊、支柱とみられる軽石製品などがみとめられた。264は 口縁部と胴部に二

条の刻 目突帯が巡る縄文時代晩期の甕である。胴部の断面形態は「く」の字形を呈し、調整は内 0外器面

とも工具ナデである。突帯部の刻目は、細かくてやや深めの工具刻みである。周辺包含層からの混入物と

みられる。265・ 266は土師質土器の甕で、ともに口縁部は強く外反 しているが、265は頸部付近がわずか

に肥厚 してお り、内器面屈曲部にはにぶい稜線が残る。268は体部がほぼス トレー トに立ち上がる杯身で

あるが、器高はやや低めである。269は体部がわずかに内湾する杯身である。270は胴部の上半に屈曲部を

有する丸底の椀である。底部は切り離 し後にヨコケズリし、さらにその痕跡をナデ消している。273は扁

平な軽石製品で、表面に金属器の擦痕が数条みとめられる。274は面取りされた軽石製品で、火熱を受けて

局部的に黄赤色に変色していることから、カマ ドの支柱として使用されていたと考えられる。
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第56図  A― S A13(13号竪穴住層跡)実測図
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※アミかけ部分は、
範囲を示す
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[嘱立 糧建物跡 ]

今回は、竪穴住居跡群とかなり近い時期の掘立柱建物跡を 9棟確認 して
いる。これらは調査区北西部を

中心に分布しているが、同時期の柱穴は調査区全域で検出されており、周
辺地形などt)考慮すると、当該期

の遺跡の広がりは、今回の調査対象区域から調査区西側にのびる低位段
丘面一帯まで及ぶ可能性がある。

A一 SB01(1号 掘立柱建物跡)第 58・ 61図

調査区西端部で検出した東西棟で、主軸はN-80° 30/一 Eである。唯
一の庇付建物で、北・西の 2面

に庇が付く。身舎の規模は梁間 3間 (約4.6m)、 桁行 3間 (約 7.Om)で、庇と身舎
の間隔は北側が約1.4m、

西側が約1.Omである。身舎 口庇ともに柱穴は円形ないし楕円形を呈し、直径は
40～ 60cm、 深さは20～ 30

cmである。なお、身舎の一部では柱穴の切り合いもみとめられる。遺物は身舎
を構成する柱穴の埋土上層

から、器壁は均一で日縁は緩やかに外反し、日唇部がわずかに玉縁状を呈す
上師質土器の甕 (275)と 、体

部下端にヨコケズリの痕跡が残る薄手の不身 (276)が 出土して
いる。

A一 SBO盆 (a号掘立柱建物跡)第 58062図

A一 S A01・ 12を切る東西棟の建物で、主軸はN-87° 30/一 Wを指す。規模は梁間 2間 (約 4.Om)、 桁

行 3間 (約 5。 6m)で柱穴はほぼ円形を呈しており、直径40～ 60cm、 深さ15～ 60cmを計る。
なお、この建物

でも一部に柱穴の切り合いがみとめられる。主軸の向きからA一 S B01と 近い時期
の建物であると思われ

る。柱穴lT_土中からは、土師質土器や須恵器、黒色土器、布痕土器な
ど多数の遺物が出土している。土師

質の杯身には、器高が低く体部がス トレー トに立ち上がるも
の (277)、 底部が小型化 し体部がラッパ状に

開くもの (278)、 体部下端がわずかに突き出るタイプのもの (279)な ど
がある。また、277では体部から底

部にかけて、282では体部下端に「 |」 状の墨書がみとめられる。
281はヘラ切り離しの皿、283は扁平な

ボタン状つまみが付く杯蓋で、口縁肥厚部はにぶい三角形を呈し、天丼部は
ほぼ平らである。須恵器の杯

蓋である284はつまみなしで、日縁肥厚部はしっかりとした断面三角形である。
285は内 B外器面とも丁寧

なミガキが施された黒色土器の杯身で、小ぶ りな底部から体部が内湾 しながら
立ち上がつている。286は

高台付皿とみられる黒色土器で、内器面には光沢がある。布痕土器には
口縁断面がにぶいもの (287・ 289)

と鋭いもの (290)が ある。また、布目から判断すると、細かくし
つかりした織りのものが多用されている

が、一部粗い布目のもの (293)も みとめられる。

A一 SB03(3号 掘立柱建物跡)'第 59図

A一 S B01と 切り合い関係にある東西棟の建物で、主軸方向はN-81° 30/一 Wである。規模は梁間 2

問 (約 3.6m)、 桁行 4間 (約6.Om)で、直径20～ 30cm、 深さ15～ 40cm程度の小ぶりな柱穴
が大半を占める。

柱穴中からの出土遺物がないため、A一 S B01と の前後関係は不明である。

A一 SB04(4号 掘立柱建物跡)第 59図

A― S B01北側の調査区際で検出した東西棟の建物で、A一 S B05と 切 り合い関係にある。主軸方向は

N-70° 30ノ _Eである。規模は梁間 2間 (約3.8m)以上、桁行 4間 (約 7.2m)で、柱穴は直径20～ 40cm、

深さ20～ 30cmを 計る。北側が調査区外へと続くため全容は不明である。柱穴中
からの出土遺物はなかつた。

A― S805(5号 掘立柱建物跡) 第59図

A― S B05と 切り合い関係にある東西棟の建物で、主軸方向は S B05と ほぼ同じN-70°
一Eであるが、

検出した範囲が限られるため、疑義がもたれる。規模は梁間 1間 (約
1.6m)以上、桁行 3問 (約 5,7m)で、

ほぼ円形の柱穴が大半を占める。柱穴の直径は20～ 40cm、 深さ10～ 30cmを計る。調
査区外へと伸びるため

建物としての認定も含め、全容は不明である。出土遺物はない。
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A一 S306(6号 掘立柱建物跡)第 59・ 63図

調査区北西角で検出した建物で、調査区外へ広がるため南北棟・東西棟の別は不明である。東西の柱穴

列でみた場合の主軸はN-33° 一 E、 南北の場合がN-59° 30/一 Eを指す。規模は南北 3間 (約4.2m)

以上、東西 3間 (約 5.Om)で、柱穴は直径20～ 40cm、 深さ20～ 50cmで ある。柱穴中より出上した須恵器の

高台付坪 (294)は、つくりの悪い高台が体部直下のやや内側に付き、杯部は箱形を呈している。高台内は高

台際を中心に切 り離し後のナデ調整が施されているため、浅くくばんでいる。

A一 S307(7号 掘立柱建物跡)第 60・ 64図

調査区北側で検出した南北棟建物で、主軸の方向はN-5° 30′ ―Wである。規模は梁間 2間 (約 6.0

m)、 桁行 4問 (約7.Om)で、ほぼ円形の大型柱穴が大半を占める。柱穴の直径は40～ 60cm、 深さ20～ 60cm

を計る。北西角の柱穴は調査区外のため未検出である。遺物は土師質土器の甕、杯身、高台付婉、布痕土

器がある。297は ロクロ痕が明瞭に残る高台付婉で、方形のしつかりした高台が付く。高台内は丁寧なナ

デが施され、畳付にはヘラ状工具による刻目がみとめられる。298は波状口縁になる布痕土器で、切り取り

の角度が浅いため口縁断面は三角形を呈さない。なお、内器面には布目がみられない。299・ 300は粗い布

目が残る土器で、同一個体とみられる。また、293の布目とも非常によく似ている。

A一 SB08(8号 掘立柱建物跡)第 60図

唯一調査区東側で検出した建物で、主軸がN-75° 一Wを指す東西棟である。規模は梁間 2間 (約 2.4m)、

桁行 2間 (約 3.2m)で、直径・深さともに20cm前後の小ぶりな柱穴によつて構成される。なお、東側の梁

間中央の柱穴は棟持ち柱状に突出している。柱穴に伴う遺物は確認されなかつた。

A― SB09(9号 掘立柱建物跡)第 60図

竪穴住居群西側で検出した 3個の柱穴列で、建物跡として認定できるか疑わしいが、一部に根固めを意

図したような白色粘土や軽石を伴 う柱穴がみとめられることから、9号建物として掲載した。なお、この

柱穴列の西側は、中世の遺構検出面で土層観察と地形確認を目的とする深掘りを行つており、その際に一

連の柱穴を破壊 した可能性もある。検出した柱穴の規模は直径50～ 80cm、 深さ30～40を計り、これらに伴

う出土遺物はない。

今回は掘立柱建物として確認できなかった柱穴からも多数の遺物が出上しているほか (第 65・ 66図 )、 中

世以降の遺構にも当該期の遺物 (第 72～ 76図 )が多数混入 していた。そこで、図化可能なものをここに掲載

し、その中でも特筆すべきものを取り上げて簡単に触れておきたいと思う。

まず、柱穴内出土遺物について遺構の所在するエリアごとにみていくと、A一 S A07周 辺の柱穴からは、

土師質土器の甕や鉢、杯身、杯蓋のほか、黒色土器、布痕土器などが出上している。土師質の甕は小片が

多く、324の ようにほぼ均一な器壁で口縁部が緩く外反するものが主流を占めるとみられるが、一部には口

縁部が短く外反 し、国唇部はナデによつて浅くくぼむタイプ (304・ 321)が含まれるようである。今回は鉢

形とした303については、傾きも含め検討の余地がある。不身は、ある程度の器高を保ちながら体部がス

トレー トに立ち上がるタイプ (307)と外反するタイプ (306・ 308・ 309)に分かれ、後者では口径の大小にバ

リエーションがみとめられる。なお、高台付杯の可能性がある306では、外器面体部に「口」の字の一部

のような墨書がみられる。310は杯身の底部と思われるが、ヘラ切りながら断面形は高台状を呈しており、

緑釉陶器の底部にも近似 している。杯蓋 (3130315)の天丼部はともに丸みを帯びており、313に は先端が

やや退化したひし形のつまみが付く。また、口縁は肥厚部の三角形があまり発達せず、内器面の稜もにぶ

い。316は薄手で体部がス トレー トに開く黒色土器の婉、317は 口縁端部が極端に内傾する布痕土器である。
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調査区西部一帯の柱穴からは、日縁部が強く外反する土師質土器の甕 (302)、 底径と口径の差が小さく、

低い器高で体部はス トレー トに立ち上がる杯身 (3H)、 体部下端がヨコケズリによつて丸みを帯びた杯身 (3

12)な どのほか、灰状の自然釉がみとめられる須恵器の不身 (314)が出土している。調査区東側の第Vb層

上面で確認した柱穴からは、柱根 (320)が 出土している。柱穴中に理設される部分は念入 りに削り込んで

先端を尖らせた痕跡がうかがえる。一般的に有機質の残存しにくい火山灰土壌の中でこうした本製品が遺

存しえたのは、調査区東側一帯が他の地点と比べ地下水の水位が高く、つねに高湿度の状態が保たれてい

たためと思われる。

中世以降の遺構から出上した遺物の中には、墨書や線刻などの文字資料がみられるものがある。341は

土師質土器の不身で、内面見込に「立」と釈読できるような線刻がみられる。344も杯身の底部で、
ヘラ

切 り離 し後にヘラ状工具で「×」と線刻されている。347は断面三角形の高台が体部直下に付く高台付婉

で、外器面体部に「万」のような墨書がみとめられる。須恵器の杯身である348も外器面体部に墨書が残

るが、判読はできなかつた。342は小ぶりな高台が付き、高台際に強いナデによる凹線が残る高台付塊、34

3は型部と頸部の間に突帯が巡る壺とみられる。340・ 345は小さな断面三角形の高台が付く黒色上器、346

は円盤高台状に肥厚 した底部で、体部下端にヨコケズリがみとめられる杯身である。

[始の他の遺構 ]

竪穴住居や掘立柱建物以外の当該期の遺構としては、炭化材を含む焼土遺構と用途不明の土坑群がある。

これらは第Vb層上面で検出し、埋土は基本的に掘立柱建物や柱穴群と同じ第Ⅳ c“ d層である。

A一 SC01(1号 土坑 :llB土遺鸞)第 77図

G-7区で検出した一部不整の楕円形を呈した遺構である。長軸約1.5m、 短軸約1.lm、 深さ約0.2m

を測る。床面中央のピットを覆うように埋上下層に炭化材がまとまって出土したほか、最上層では炭化粒

・焼土粒・火熱を受けたアカホヤブロックが堆積していたことから、焼土遺構と位置付けた。用途は不明

で、出土遺物もない。

A一 SC02(盆 号土坑)第 77図

長軸両端が突出した六角形状のプランを呈した上坑で、H-8区で検出した。長軸は約0。 8m、 短軸は

約0.6mで、深さは約0.lmと 浅い。理土は第Ⅳ d層 とほぼ同じである。遺物の出土はない。

A一 SC03(3号 土坑)第 77図

C-10区で検出したほぼ円形の上坑である。直径約0.6m、 深さ約0.4mで、埋土は第Ⅳ c層 と第Ⅳ d層

の混土層である。床面は平坦で、断面形は箱型を呈す。出土遺物はない。

A一 SC04(4号 上坑)第 77図

六角形の中央がくばんたような不整形の上坑で、H-10区で検出した。長軸は約1.6m、 短軸は約0。 9m

で、深さは約0.2m弱である。埋土は第Ⅳ c層に近い。遺物の出土はない。

A― SC05(5号 虚坑)第 77図
A― S C01の ように床面中央に小ピットがみとめられる不整形土坑である。E-10区で検出し、長軸約

1.lm、 短軸約0,7m、 深さ約0。 lmを測る。埋土は第Ⅳ c層 とほぼ同じで、遺物はない。

A― SC06(6号 止坑)第 67・ 78図

第Ⅳ d層を理土とする不整形土坑で、一部切り合いがみとめられる。長軸は約0.8m、 短軸は約0.6mで、

深さは約0.lmと かなり浅い。断面形はU宇状を呈す。理上中から縄文土器 (328)が 上点出上している。
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これは外反した口縁部に刻目突帯が一条巡る甕で、調整は内・外器面ともヨコナデのち粗いミガキである。

突帯部の刻目は大きく深い指頭刻みで、爪痕も残る。通常この時期の遺物を伴う土坑に比べ埋上のしまり

が悪かつたので、混入 した遺物である可能性も考慮してとりあえずここに掲載した。 E-10区で検出。

A― SC07(7号 土坑)第 68078図

D-10区で検出した不整楕円形の士坑である。長軸約0.8m、 短軸約 0。 7m、 深さ約0.lmで、理土は第
Ⅳ c層である。埋土中から土師質土器の甕 (329)が 1点出土している。

A一 SC08(8号 土坑)第 78図

不整楕円形の土坑で、 F-13区で検出した。長軸約 1.2m、 短軸約0。 7m、 深さ約0。 2mで、埋土は第Ⅳ

d層である。出土遺物はない。

A― SC09(9号 土坑)第 78図
F-14区で検出した不整形上坑で、 2基の上坑が切り合っている。長軸約 1.2m、 短軸約0.6m、 深さ約
0.1～ 0,25mで、埋土は基本的に第Ⅳ d層である。埋土からは 2基の前後関係を判別することはできなか

つたが、かなり近い時期での切り合いだと思われる。遺物の出土はなかった。

[水圃跡 ] 第69～71079080図

調査区北東部では、古代末～中世初頭頃に比定される水田跡を確認している。今回は砂礫層にパックさ

れたような状態で出土した水田跡 4面を確認するにとどまったが、遺構に隣接して設定した第8ト レンチ

F(sc07) 

-

０
４
１
１
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⑪
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白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰褐色砂質土層
黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シルト層(Kr Ths含 む)

黄自色軽石粒をわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シルト層
黒色砂質土を含む黄白色軽石粒層(御池降下軽石層の漸移層)
黄白色軽石粒層(御池降下軽石層 :Kr M)
黄白色軽石粒(中粒)を多量に含む黒色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒(中粒)をまんべんなく含む黒色弱粘質シルト層

黄白色軽石粒(中粒)を まんべんなく含み、やや褐色がかった黒色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒(中粒)を多量に含む黒色粘質シルト層
黄白色軽石粒(大粒)を多量に含む黒色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒(細粒)を まばらに含む黒褐色シルト層
黄自色軽石粒(中粒)を多量に含む黒褐色弱粘質シルト層
灰オリーブ色砂質シルト層
赤化した⑩

砂粒を多量に含む⑨
白色軽石をまばらに、黄白色軽石粒をまんべんなく含み、やや褐色がかった黒色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒をまんべんなく含む黒褐色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒をごくわずかに含む黒褐色弱粘質シルト層
砂粒プロックを所々に含む⑬
黄白色軽石粒をまばらに含む黒色弱粘質シルト層
黄白色軽石粒プロックをまんべんなく含み、やや褐色がかった黒色弱粘質シルト層

:黄 白色軽石粒・砂粒・

黒色粘質ミル トの混土層

｀ヽ
、

<土層断面図位置>

｀
/‐ ざ` ミ
⑬ ｀ヽ、

142.峰 、_
N

①

⑫

コ

― ① 一―一一

<土層断面図位置>

Ia 白色軽石粒・黄橙色小礫を含む灰褐色砂質土層
Ⅱa 白色軽石粒・小礫をまばらに含む褐灰色砂質土層
b 白色軽石粒をまんべんなく含む灰黒色砂質土層
c 白色粗粒火山灰ブロックを含むIb
① 盛土層
② 黄白色軽石粒鮒‖池降下軽石の二次堆積層)
③ 黄白色軽石粒をまばらに含み、やや黒みがかった褐灰色シルト層
④ 黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色シルト層(全体的に硬化)
⑤ 小礫・黄白色軽石粒をまばらに含み、やや赤化した褐灰色弱粘質シルト層
⑥ 小礫・黄白色軽石粒をまばらに含む褐灰色弱粘質シルト層
⑦ 小礫・黄自色軽石粒・白色軽石粒をまばらに含む灰黒色シルト層
⑧ 小礫・黄白色軽石粒を含む黒色弱粘質シルト層

第79図 古代竪穴住居酔 水国跡周辺土層断面図

匡

=]:自

色軽石粒層(文明降下軽石層)

EIコ :砂粒層

lllllllll:砂礫層

0                                      2m

⑨ 小礫をまばらに含む黒色弱粘質シルト層
⑩ 白色軽石粒をまんべんなく含む灰オリーブ色砂質シルト層
⑪ 黄橙色小礫・白色軽石粒をまんべんなく含む灰黒色シルト層
⑫ 黄橙色小礫・白色軽石粒をまばらに含む灰黒色シルト層
⑬ 砂礫をわずかに含む黒色弱粘質シルト層
⑭ 小礫・砂粒ブロック・木本類植物遺体を所々に含む灰黒色弱粘質シルト層
⑮ 小礫をまんべんなく含む黒色弱粘質シルト層
⑩ 黄白色軽石粒を含む⑭
⑫ 黄白色軽石粒・砂粒をまばらに含む黒色弱粘質シルト層
⑬ 黄白色軽石粒・砂粒を多量に含む14
⑩ 小礫・黄白色軽石粒を多量に、木本類植物遺体をわずかに含む黒色弱粘質シルト層
⑩ 黄橙色小礫・黄白色軽石粒をまんべんなく含む褐灰色弱粘質シルト層
④ 黄橙色小礫・黄白色軽石粒・アカホヤブロックを多量に含む明褐灰色シルト層

② 黄橙色小礫を多量に含む黒褐色シルト層
④ 黄橙色小礫・黄自色軽石粒をまばらに含む砂粒層
② 黄橙色小礫・黄白色軽石粒をまんべんなく含む暗褐灰色シルト層
⑮ 黄橙色小礫・黄白色軽石粒をわずかに含む暗褐灰色シルト層
④ 黄橙色小礫・小礫をまんべんなく含む黒褐色砂質シルト層
② 黄白色軽石粒・砂礫・黒色粘質シルトプロックの混土層
④ 黄白色軽石粒・砂粒を所々に含む黒色粘質シルト層
⑩ 下部に小礫・砂粒を多量に含む黒褐色シルト層
⑩ 黄白色軽石粒・砂粒の混土層
① 黒褐色シルトブロック
⑫ 黄白色軽石粒をまばらに含む砂粒混黒色シルト層
⑩ 黄白色軽石粒・砂粒をまばらに含む黒褐色シルト層
⑭ 砂粒ブロックをまばらに含む黒褐色シルト層
⑮ 黄白色軽石粒・砂粒・アカホヤの混土層
⑩ 黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色シルト層
① ⑮と(Dの混土層
⑬ 黄白色軽石粒・黒褐色シルト・アカホヤの混土層
⑩ 黄白色軽石粒・白色軽石粒をわずかに含む灰黒色シルト層
⑩ 黄白色軽石粒をまんべんなく含み、赤化した黒褐色弱粘質シルト層
① 青灰色小礫と砂粒の混土層
⑫ ③と砂粒の混土層
⑬ 下部が赤化した黄白色軽石粒・砂粒の混土層
⑭ 黄白色軽石粒・砂粒を所々に含む黒褐色シルト層
⑮ 黄白色軽石粒をわずかに含む黒褐色弱粘質シルト層

⑩ 黄白色軽石粒・黒色弱粘質シルトブロックを多量に含む灰褐色シルト層
⑫ 黄白色軽石粒・砂粒をまんべんなく含む黒色粘質シルト層
⑬ ⑮と①の混土層
⑩ 黄白色軽石粒をまんべんなく含む黒色弱粘質シルト層
⑩ 黄白色軽石粒を多量に含む黒褐色弱粘質シルト層
① 黄白色軽石粒をまんべんなく含む黒褐色弱粘質シルト層
⑫ 黄白色軽石粒・アカホヤブロックをまばらに含む黒色弱粘質シルト層
⑬ 小礫・黄白色軽石粒をまばらに含み、やや灰色がかった黒色弱粘質シルト層
⑭ 上部に硬化した黄白色軽石粒層を含む黒褐色シルト層
⑮ 上部に砂粒層を含む⑩
⑩ 黄白色軽石粒・砂粒・アカホヤ・黒褐色シルトの混土層
③ 黄白色軽石粒をごくわずかに含む黒褐色弱粘質シルト層
⑬ 黄自色軽石細粒・砂粒・黒褐色シルトの混土層
⑩ 黄白色軽石粒をまばらに含む灰黒色シルト層
⑩ ③と砂粒層のラミナ状堆積   ‐
① 二次シラス・黄白色軽石細粒・砂粒の混土層
⑫ 二次シラス・黄白色軽石細粒・砂粒のラミナ状堆積
◎ 黄白色軽石粒。白色軽石粒をわずかに含む灰黒色シルト層
〇 黄白色軽石粒をまばらに含む黒色弱粘質シルト層
⑮ ①のプロックを所々に含む黒色弱粘質シルト層
⑩ 二次シラスブロックを所々に含む黒色弱粘質シルト層
○ シラス(AT)の二次堆積層   ‐
◎ 小礫・黄白色軽石粒をまばらに含む黒褐色シルト層
⑩ ⑬と小礫の混土層
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黄白色軽石粒をまばらに含み、局部的に赤化した黒褐色シル ト層
黄白色軽石粒をまんべんなく、所々に砂粒ブロックを含む黒色シル ト層
(全体的に鉄分が沈着して赤化)
黄白色軽石粒・アカホヤブロックをごくわずかに含むオリーブ黒色弱粘質シル ト層
黄白色軽石粒 。小礫をまんべんなく含み、やや褐色がかったオリーブ黒色シル ト層

赤化した黄白色軽石粒 。赤化した砂粒・黒色粘質シルトのラミナ状堆積層
砂粒を多量に含む②
砂粒を多量に含む③
黄白色軽石粒をまんべんなく含むオリーブ黒色弱粘質シルト層 E
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の断面観察とプラントオパール分析の結果を合わせて考えると、古代の早い段階から中世後半頃 (文明)ま

で連綿と水田が営まれていたと推察される。ただし、この地点一帯では第 8ト レンチ東壁土層断面の北半

部でみとめられるように、砂礫層はもとよリシラス(AT)、 アカホヤ (Ah)、 御池降下軽石などの二次テ

フラ層の堆積が顕著で、遺跡北側の月野原台地から頻繁にこうした土が流入し、水田経営に影響を与えて

いたと考えられる。今回検出した水田も表面に赤化した砂礫層の堆積がみとめられ、当時の水田面に遺存

していた足跡などにもこうした砂礫が詰まつていた。水田一区画の規模を把握するまでには至らなかつた

が、北側から南側へ向けて約 5～ 10m幅の水田が約20cmの比高差で連なつている状況を確認することがで

きた (第 80図 中土層断面図の破線部分)。 砂礫堆積後も継続した耕作の影響を受けているため、明瞭な畦畔

は検出できなかつたが、断面で観察するとわずかに畦畔状に高まる箇所や水路状の落ち込みが確認できる。

これらの水田に伴って、わずかに遺物の出上がみとめられる。須恵器には甕 (331)や高不の脚部 (334)、 壺

(337)な どのほか、高台断面形が三角形を呈す高台付杯 (332)、 体部外反しながら立ち上がる坪身 (335・ 33

6)が ある。土師質土器では内面見込に穿子L途中の穴が残る杯身 (330)、 底部が高台状に肥厚し非常に浅い

受部がつく皿 (333)が ある。333は底部糸切り離 しのため、中世段階の耕作に際して混入 したと考えている

が、当地点では中世初頭頃の陶磁器類もかなりまとまつて出上しているので、中
・近世編の中で改めてこ

の水田の位置付けも含めた検討を加えたいと思う。なお、この水田面の下部では、砂礫層と黒色土層が交

互に堆積したA一 S C10(10号土坑)を検出している。明確な用途は不明であるが、南端部に幅約50cmほ ど

の小溝が連結しており、同レベルの周辺堆積土からもイネのプラントオパールが検出されていることから、

水田経営に関連した遺構の可能性がある。

[包含層 内出土遺物 ]

今回の調査で包含層内から出土した当該期遺物は、数量的にもバリエーション的にもかなりの数に上る。

ここでは、これらの包含層内出上遺物を遺構内一括資料を中心とした編年作業を行う上での補助資料とす

るため、各種別ごとに説明を加え大まかなグルーピングを試みている。

上師質上器 第81～ 85図

甕 (349～ 380)は、胴部上半から口縁部にかけての破片が大半を占めているため、日径の大小に基づいて

3類 (I類 :口径20cm未満、Ⅱ類 :口径20cm以上25cm未満、Ⅲ類 :口径25cm以上)に分け、さらに器形や調

整技法等により以下のように分類した。

甕 I類は口縁部から胴部にかけての形状で次のように細分されるが、器壁の厚みがほぼ均一な点や基本

的な調整が内面ケズリ、外面ヨコナデである点は共通している。甕 Ia類 (361)の 口縁部は短く、緩やか

に外反する。胴部はふくらみをもつ短胴とみられ、屈曲部内面には明瞭な稜線が残る。また、外器面の調

整には唯一ハケロがみとめられる。甕 Ib類 も国縁部は短く、直線的に開くタイプ (358)と 外反するタイ

プ (359)が ある。胴部はふくらみの弱い中胴を呈すと思われ、屈曲部内面の稜はかなりにぶい。甕 Ic類 (3

63・ 365)は頸部がくびれ、長めの口縁は強く外反する。胴部はふくらみをもつ短月同ないし中胴を呈すと思

われ、屈曲部内面の稜はほとんどみとめられない。なお、379は頸部がくびれ、口縁部は強く外反してお

り、日唇部にはナデによるくばみがみとめられる。胴部は肩部を有するほど大きくふくらみ、屈曲部下位

では器壁が肥厚 している。外面は平行タタキ、内面には同心円の当具痕がみとめられる。須恵器の胎土と

類似 しており、特殊な器形として別に検討する余地がある。甕Ⅱ類には器形、器壁の厚み、器面調整の面

においていくつかのバリエーションがみとめられる。甕Ⅱa類 (349)の 口縁部はほとんど屈曲せず、わず
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かに外反する。胴部はふくらみをもたない長胴とみられる。日縁は肥厚しており、内面には強い稜線が残

る。調整は甕 I類 と同様に内面ケズリ、外面ヨコナデである。甕Ⅱb類 (356)の 口縁部は短く外反 し、日

唇部は玉縁状を呈す。器壁は均一とみられ、屈曲部内面の稜はにぶい。調整はⅡa類 と同じである。甕Ⅱ

c類 (360)の 口縁部も短く外反 し、胴部はふくらみの弱い中胴を呈すと思われる。屈曲部内面の稜はかな

りにぶく、器面調整は内外とt)ハケロである。甕nd類は短めの口縁部が緩やかに外反 し、胴部はふくら
みのない長胴を呈すと思われる。屈曲部内面の稜はほとんどみとめられない。また、調整には両面ともナ

デのもの (362)と 、ケズリを有するもの (372)が ある。甕Ⅱe類 (364)は 口縁部がやや長くなり、直線的に

開く。胴部はふくらみの少ない中胴とみられ、内面の稜は完全に消失している。調整はⅡa類 と同じであ

る。甕Ⅱ f類 (366・ 367・ 369)は長めの口縁部が緩やかに外反し、器壁はほぼ均一である。屈曲部内面の

稜はにぶく、胴部はふくらみのない長胴を呈すと思われる。これも調整はⅡa類と同じである。なお、ハ

ケロ調整で口唇部がくばむもの (370)、 日縁部がわずかに肥厚し、内面ににぶい稜を有するもの (374)も 、

このタイプに含まれる可能性がある。甕Ⅲ類は長月同形を呈するものが多く、度合に強弱があるが、基本的

に外反するものが主勢を占める。甕Ⅲ a類の日縁部は短く緩やかに外反し、胴部はふくらみをもたない長

胴とみられる。甕Ⅱ a類 と同様に国縁部が肥厚し内面に強めの稜が残るもの (350)、 器壁は均一で稜はに

ぶく、国縁もやや長くなったもの (351・ 352)がある。甕Ⅲ b類の口縁部も外反し、日唇部は玉縁状を呈す。

目縁部が肥厚し、内面屈曲部にはにぶく稜が残るもの (353)と 、器壁がほぼ均一なもの (354・ 3550357)が

ある。胴部は長胴を呈すとみられる。甕Ⅲ c類 (376・ 377)の 口縁部の特徴は甕Ⅲb類 と類似 しているが、

胴部がふくらみの少ない中胴を呈し、器面調整にハケロがみとめられる。甕Ⅲ d類 (3680371・ 375)は 回

縁がやや長くなり、外反の度合も強い。胴部はふくらみのない長胴を呈すと思われる。内面屈曲部の稜線

はほとんどみとめられない。調整は内面ケズリ、外面ヨコナデが基本であるが、外面にもケズリを施すも

の (373)、 内面にミガキを有するもの (378)も ある。また、口唇部が強いヨコナデによつてわずかにくばむ

もの (380)も、一応この範疇に含めた。

381～383は甕または甑等の把手である。いずれも丁寧なナデによつて成形されており、382は扁平につぶ

れたような形状を示すが、383と 同様に牛角状把手の一種と考えた。

鉢 (384～ 387)は 出土数が少なく、形態的特徴に統一性もない。384は 日縁直下に把手の剥離痕のみとめ

られるもので、甑の可能性がある。内器面にはケズリの後にヘラ状工具で施した縦方向のナデがみとめら

れる。385は 口唇部にくばみを有するもので、須恵器を模倣した可能性が示唆できる。386は鉢の脚部また

は大型椀の高台部である。内面には赤色沈着物がみとめられる。387は 口唇部が玉縁状を呈すもので、甕Ⅲ

b類の口縁部の可能性もある。

388～394は不蓋ないし婉蓋である。これも出土数は少ないが、口径により3類 (I類 :口径 12cm未満、Ⅱ

類 :口径 12cm以 上15cm未満、Ⅲ類 :口径15cm以 上)に分けた。蓋 I類 (388)は、天丼部が ドーム状に突出し

ており、器高も高い。日縁は端部付近で緩く屈曲し、肥厚部はやや丸みを帯びたにぶい断面形を呈す。な

お、端部内面にはにぶい稜を有しており、胎土は須恵器のそれと類似 している。蓋Ⅱ類 (389～ 391・ 394)

は口縁部の形状によつて 2種類に分かれる。389・ 390は端部付近で緩く屈曲し内面にはにぶい稜を有すが、

日縁肥厚部が断面三角形を呈すもの (389)と 丸みを帯びたにぶい作りのもの (390)に細分される。器高はと

もに低く、389は ほぼ平坦な天丼部を呈し、390に は扁平な擬宝珠状のつまみが付く。また、390の 内面天

井部には、ヘラ記号とみられる「×」状の線刻がある。391・ 394は 口縁端部が下方に長く屈折するタイプ

で、器高は低い。断面形は391が緩い ドーム状、394は内 0外器面に明瞭な稜線が残る台形状を呈している。

なお、391の外面天丼部には判読不能の墨書がみとめられる。蓋Ⅲ類 (392・ 393)の うち、392はつまみが付

き器高の低い蓋で、日縁端部の屈折も短い。393はやや器高が高いが、内 B外器面とも明瞭な稜がみとめ
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られないため、断面 ドーム形と考えている。

高台の付かない杯身 (395～ 454)は、器形によつて 6類に大別される。杯身 I類 (395～ 417・ 419)は 口径

と底径の差が小さく、器高の低いもので、大型 (395～ 400)、 中型 (4010403～415B442)、 小型 (4020416

・417・ 419)に 分かれる。さらに体部の遺存しているもので観察すると、体部から口縁にかけてごくわず

かに内湾するもの(39534050416)、 外反するもの (397～ 399E4040406)、 直線的に開くもの(3960407・

408)に細分される。これらの中には底部の器壁が397の ように厚手ものと、395や400の ように薄手のもの

が混在 しているため、さらに細々分することも可能だと思われる。なお、ススが付着しているため判別 し

ずらいが、402は体部下端を手持ちケズリで仕上げている可能性があるほか、3953407は切り離し後に工

具調整が施されている。また、407は内面見込の広い範囲に赤色沈着物がみとめられ、409で も内面見込に

赤色沈着物が「×」状に膠着している。線刻 ヨ墨書の類としては、内器面にススが付着している410の底

部に 3本 (ないし4本 )× 2本の条線が鍛状に線刻されているほか、411の底部に記号とみられる「…」の

墨書、415体部に「ノ」、412・ 413の体部に判読不能の墨書がみとめられた。杯身Ⅱ類 (420～427)は基本的

に小型のものが主流で、底部の作りはやや小ぶりになり、器壁も厚くなる。器面調整はロクロナデの後にナ

デを施したものが多い。また、このタイプには墨書土器が多いのも特徴の一つである。420の内面見込の

墨書は「酒」と判読できるほか、426・ 427では体部に「 |」 状の墨書がみられる。なお、421・ 422・ 425

の体部と423の底部にも墨書がみとめられたが、いずれも判読不可能であった。杯身Ⅲ類 (429～ 432・ 441・

443・ 444)は杯身 I類の中型と杯身Ⅳ類の中間形態のような器形を呈しており、底径がやや小ぶりになり、

器壁も杯身 I類に比べ薄くなっている。また、429～432は杯身 I類同様器高が低いのに対して、4410443

～447は不身Ⅳ類のように器高が高くなるタイプに近づくと考えている。なお、443・ 444の体部下端には

ケズリの痕跡がみられる。また、431と 432では、底部と体部を貼り付けたような接合痕がみとめられる。

杯身Ⅳ類 (433～ 440)は底径と口径の差が大きくなり、体部は基本的にラッパ状に大きく開くタイプのもの

が主流を占め、一部に口縁が緩 く外反するもの (433・ 438)や 内湾するもの (440)を含むグループである。

器壁は底部のみやや厚手で、体部から口縁部にかけては非常に薄く、口唇部は鋭利な雰囲気をもつ。434

の底部には丁寧な工具ナデ、436の 内面には渦巻状の工具痕がみとめられる。また、433・ 435の 口縁部に

はススが付着している。杯身V類 (418・ 428・ 448～452)は杯身Ⅳ類と近い形態を呈すが、外面体部下端に

明瞭な段差や工具切 り込み等が意識的に施されるもの (418・ 4486449)と 、体部の立ち上がり部分がやや

肉厚になり、底部と体部の間に高台状の段がつくタイプ (450～452)がみられる。なお、底部のほぼ全面に

赤色顔料、内器面にススが付着 している428も 後者に含まれる可能性がある。41180448に は底部に板状圧

痕らしき痕跡がみとめられるほか、450～452では切り離 し後に丁寧な工具調整が施されている。また、45

0は底部から体部下端にかけてススが付着 している。杯身Ⅵ類 (453・ 454)は、円盤高台状の底部形態を呈

すものである。ただし、454は糸切り離しのため、他の遺物とは時期差が想定される。453はヘラ切り離し

とみられるが、切り離 し後に丁寧な工具調整が施されている。

464～474は 高台が付く杯身である。口縁まで遺存 している464は、杯身 I類に高台が付いたものと考え

ている。体部下端にはケズリが施されているほか、高台の剥離した部分には、高台を貼 り付ける前に体部

の接合部へ施した沈線状の調整痕がみとめられる。須恵器の類似形態から、高台部は方形で低めのものと

推測している。他の遺物は体部上半を欠いているため、高台の形状で細分した。4650466(高台付杯 I類 )

は、464の高台と考えている方形で低めの高台が体部下端のほぼ直下に貼り付けられたもので、畳付の内側

に浅いくばみを有する。466の高台際には指押えした痕跡が凹線状に残る。467(高台付杯Ⅱa類 )、 46904

70(高台付杯Ⅱb類)も体部直下に低めの高台が付くが、畳付内側のくばみが明瞭になり、高台断面形は三角

形に近くなる。また、469・ 470は 高台端部がやや外側に張り出すような形態となる。467はり]り 離し後に
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高台内を丁寧に削り、高台見込に「佐」と判読できる線刻を施している。4690470は切 り離し後にナデ調

整しており、470では高台際を指押えした痕跡もみとめられる。468・ 471～ 473(高台付不Ⅲ類)は高台端部

が丸みを帯びてにぶくなり、高台自体も長くなる。ただし、貼り付け位置が体部直下よりもやや外寄りに

なるとともに、高台端部も外側全張り出すような形になるため、器高はさほど高くない。いずれも切り離し

後に丁寧なナデが施されているほか、472は工具押え、473は指押えした痕跡が高台際に残る。また、473は

内面見込にススが付着しており、ミガキを加えたような跡もみとめられた。内面にミガキのような痕跡が

みとめられた474も この範疇に収まるものと考えているが、他に比べ高台が短く、貼り付けではなくつまみ

出しのようにもみえる。

455～463は高台付婉である。高台付婉 I類 (4550457)は高台の上位に屈曲部があり、段を有する器形を

想像しているが、いずれも体部や高台部を欠損しているため推測の域を出ない。高台付婉Ⅱ類 (456・ 458～

463)は端部が外側に開いた高台が体部直下よりもやや外寄りに付き、体部は459の ようにやや内湾 しなが

ら立ち上がるタイプと考えている。高台先端が五角形状のもの (456・ 457・ 461:高 台付婉Ⅱa類)と 三角

形状のもの (460:高台付婉Ⅱb類)に分けられる。なお、460の体部外面には判読不能な墨書がみとめられ

る。455～45804600463に は切り離し後のナデ調整が、455～ 4[57に は高台際を工具または指押えした痕跡

がみとめられた。また、455は体部下端をヨコケズリしており、4620463は内面にススが付着している。

皿 (475～ 478)も 出土数はかなり限られている。475は耳皿で、当市内においては初例である。欠損して

いるが、低めの輸高台が付いていたと推測される。外器面はロクロナデ後丁寧なナデ、内器面は工具ミガ

キで一部は黒変している。476は切 り離し後に丁寧なナデ調整が加えられた皿で、体部は丸みを帯びながら

立ち上がり、日縁は不整形である。477は器高に比して底部の器壁が厚く、法量も小さい。底部には部分的

にヘラ状工具痕がみとめられる。478は非常に薄手で堅緻な土器である。

黒色血器 第85図

479～ 484は高台の付かない坪身または皿とみられる黒色土器である。479は内器面に縦方向のミガキが

施され、光沢を帯びている。底部は一部しか残存していないが、体部に比べかなり薄手の印象を受ける。

481は内器面にミガキを加えた後に、先端が丸く尖った工具で暗文状の条線を施している。480・ 482は外

器面体部に墨書がみとめられる。いずれも判読不能であったが、胎土
色調整などから同一個体の可能性も

考えられる。4830484は ともにヘラ切りで、484は切 り離し後のナデ調整がみとめられる。また、外器面

にはススの付着がみられる。

485～ 496は高台付の杯身、497～499は高台付皿、500～ 502は高台付婉と考えているが、485～487以外は

高台部周辺のみの破片であるため、器種が混在している可能性もある。今回出上した高台付杯の体部は、

器高が低く、日径と底径の差は小さく、やや内湾しながら立ち上がって口縁のみが外反するもの (485)と 、

底径はいくぶん小型化するが器高は低いままで、体部下端から緩く外反しながら立ち上がるもの (486・ 48

7)に分かれる。基本的な器形は同じなので、時期差というよりもバリエーションの差かもしれない。底部

・高台部に着目すると、薄手基調の底部の中に肉厚なもの (488・ 496)が含まれるほか、内面見込が婉状にく

ぼむもの (492・ 494)と 平坦なものに分かれるようである。高台部は、畳付内側のくばみが明瞭になり断面

三角形に近い外向きの高台が、体部のほぼ直下に付くもの (黒色
。高台付杯 I類 :485)、 端部が丸みを帯

びた低めの高台が、体部直下よりやや内側に付くもの (黒色・高台付杯Ⅱa類 :492)、 基本形態は黒色・

高台付杯Ⅱa類に類似するが、高台端部が外向きにはねるもの (黒色・高台付不 II b類 :491)、 体部直下

よりも外寄りに、端部先端が丸みを帯びてやや高くなり、外向きに開いた高台が付くもの (黒色・高台付

不Ⅱc類 :488)、 尖り気味の断面三角形を呈する低めの高台が、体部直下に付くt)の (黒色
3高台付不Ⅲ
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a類 :489)、 かなり低い高台が体部直下ないし外寄りにつくもので、断面形が三角形となるもの (黒色 。

高台付坪Ⅲ b類 :493～ 496)に分類できる。内器面の調整方向は486が縦方向、487が横方向で、他の遺物

については明確なミガキの方向が不分明であつた。体部下端のヨコケズリの痕跡は485にだけみとめられ

た。高台内は487・ 488を 除くすべての上器において、丁寧なナデもしくはナデ調整が施されていた。また、

486の体部外面には「官」とみられる墨書が遺存していた。高台部から大きく緩やかに広がる体部と推測

された497～499を高台付皿としている。高台部はきわめて低く、先端のにぶい断面三角形を呈したものが、

体部直下の外側に貼り付けられている。高台内はいずれも ]~寧なナデ調整で、498は外器面にもスス状のも

のが付着している。500～502は高台付婉と考えている。器壁はどれもほぼ均一で、高台部は杯身 彗皿と分

類 したものよりも高めである。5000501は黒色 0高台付杯のⅡc類、502は Ⅱb類に近い形状である。な

お、高台内はすべてナデ調整である。

須恵器 第86～88図

503～517は高台の付かない杯身で、器形で大きく3類に分類している。須恵・不身 I類 (503・ 504)は底

部の破片 しか出土していないが、底径が大きく、器高は低いタイプと推測され、器壁は底部から体部まで

ほぼ均一である。体部と底部の境目は内器面において明瞭な屈曲部となる。体部がやや外反 しながら立ち

上がり、下端にわずかな段差がみとめられるもの (503)と 、体部下端が丸みをもち、内湾するような器形

を呈すもの (504)に分かれる。須恵 匂杯身Ⅱ類 (505～ 508・ 510・ 512)は 口径と底径の差がやや大きくなり、

器高も高くなるもので、大型のもの (505・ 506)と 小型のもの (507・ 508・ 5108512)がみられる。体部はケ

ズリや丁寧なナデによつて下端付近がにぶく屈曲し、日縁部に向けて緩やかに外反しながらラッパ状に開

く。内器面の体部屈曲部もにぶくなり、大型のものでは屈曲部際に指押えによるくばみがみとめられる。

ロクロ調整や工具ナデの痕跡が明瞭で、体部に沈線や稜線が巡るものもある。底部にも切り離し後にナデ

調整を加えているほか、5050507・ 512に は体部下端をヨコケズリした痕跡もみられる。なお、506は胎土

が他と同一であることから、焼成不良のため灰黄色を呈した、いわゆる赤焼の須恵器と思われる。須恵 囀

杯身皿類 (5098513・ 514)は 口径と底径の差が小さく器高も低いもので、体部は下端が丸みをもち、内湾

するように立ち上がるものと、ほぼス トレー トに立ち上がり目縁部がわずかに外反するものがある。509

・513には体部下端にヨコケズリの痕跡、514は底部に板状圧痕が残る。なお、514も橙色を呈すことから、

赤焼の須恵器の可能性がある。須恵 鬱杯身Ⅳ類 (511・ 515～517)は底径と口径の差が大きくなるとともに、

器高 t)高 くなり、体部は直線的に大きく開く。ただし、5110515が Ⅱ類とⅢ類の中間形態的な形状を呈す

のに対 し、516・ 517は この 2点に比して体部の開きが大きいので、前者をⅣ a類、後者をⅣ b類に細分し

ておきたい。なお、511と Ⅳ b類は切り離し後に丁寧なナデ調整が施されているほか、Ⅳ b類には体部下端

にヨコケズリの痕跡がみとめられる。

518～538は不ないし婉の蓋である。日径によって 3類 (I類 :日径13cm未満、Ⅱ類 :口 径 13cm以上15cm

未満、Ⅲ類 :口径 15cm以 上)に分けた上で、各部位の特徴に基づいて細分している。須恵・蓋 I類 (530～ 5

32)はつまみの付かないほぼ平坦な天丼部で、器高は低く、断面形は台形状を呈す。基本的に天丼部から

口縁端部まではほぼ真っ直ぐに開くが、531は 口縁手前で緩く屈曲して稜を残す。日縁部の形態で細分で

き、端部がにぶい断面三角形の肥厚部となるもの (Ia類 :530・ 531)と 、端部がほとんど肥厚せず丸みを

もつたにぶい断面形になるもの(Ib類 :532)が ある。なお、531は天丼部端にヨコケズリの痕跡がみとめ

られる。須恵・蓋Ⅱ類 (523・ 525・ 526・ 5280529・ 5330535～ 537)も 日縁部及び天丼部の形状によつて 3

種類に分かれる。523・ 533は 口縁端部が下方に長く屈折するタイプ (Ⅱ a類)で、533は外側への開きが大

きい。523は 口縁屈曲部から天頂部に向けて緩やかに立ち上がるドーム状の天丼部、533は屈曲部からその
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まま平坦な天丼部を形成 している。525は 口縁肥厚部がしっかりとした断面三角形を呈すタイプ (Ⅱ b類 )

で、器高は低く天丼部はドーム状である。526・ 528・ 529・ 535～ 537(Ⅱ c類)は、日縁肥厚部が断面三角形

を呈すが、作 りはかなりにぶくなっているものである。これらは体部や天丼部の形態からさらに 2類に分

類できる。526・ 528・ 529は平坦な天丼部からほぼス トレー トに口縁部にいたる器形 (Ⅱ cl類)で、器高

もやや高めである。529は他の 2点 よりも器高が低く、日縁手前に屈曲の兆しが見えることから、次のⅡ c

2類への漸移形態かもしれない。なお、528・ 529はやや焼成不良で、それぞれ橙色系の色調を呈したり、

瓦器的雰囲気をもつ。平坦な天丼部で器高が非常に低い535～537(Ec2類)は、口縁部手前で屈曲し、稜

や段が残るタイプである。535は胎上が土師質土器と類似している。須恵 0蓋Ⅲ類 (522・ 524・ 527・ 534・

538)も 各部位の特徴から5類に分類される。522はつまみを有する蓋 (Ⅲ a3類 )で、つまみ周辺はナデに

よって浅くくばんでおり、凹みの外縁にはヨコケズリが施されている。日縁は肥厚部が退化し、にぶい丸

みをもつ作りとなり、内面の稜もにぶい。今回の調査ではつまみ部分の破片が他にも出上しており、518・

519は少 しくずれ気味のひし形つまみが付き、天丼部は ドーム状になるもの (Ⅲ al類 )、 520は 522と 同様

に扁平な擬宝珠状のつまみが付くもの、521は扁平なボタン状つまみが付き、天丼部はフラットになるも

の (Ⅲ a2類 )で ある。これらつまみを有する蓋には、範囲の広狭はあるが、普遍的に天丼部へのケズリの

痕跡がみとめられる。5240527(Ⅲ b類 )は天丼部の形態が異なるものの、ある程度の器高を保つており、

日縁肥厚部もかろうじて断面三角形の名残 りを残すものである。天丼部際にヨコケズリの痕跡がみられる

527はやや焼成不良である。538(Ⅲ c類)は Ⅱc2類 と同様に器高が非常に低く、天丼部はわずかに丸みを

帯びている。日縁部手前で強く屈曲しており、明瞭な段が残る。なお、外器面には縦方向のケズリの痕跡

がみとめられる。

539～570は高台が付く器種で、566・ 570を高台付皿としたほかは杯身と婉の明確な区別に検討の余地が

残ったので、観察表では杯 。婉の別を記載しているが、ここでは便宜上各類の表示を「須恵・高台付○類」

とした。539～547は 口径 15cm以 上、底径9.Ocm前後のやや法量が大きいタイプ (須恵・高台付 I類)で、体部

は緩やかに内湾しながら立ち上がり、回縁端部のみがわずかに外反すると思われる。高台部の形状から4

類に細分した。539(Ia類 )はほぼ均一の器壁をもち、方形のしつかりした作りの高台が体部直下のやや

内側に付く。高台端部はやや外向きに開いており、畳付にナデによるくばみはみとめられない。底部のみ

破片である542・ 543も この類に含まれると考えている。なお、5390543は 高台内に丁寧なナデの痕跡がみ

とめられる。また、5400541(Ib類)は体部に比べ底部の器壁が厚手になり、高台部は体部直下に付く。

ナデ調整により畳付内側に明瞭な凹線状のくばみが巡 り、高台端部断面形は三角形に近くなる。底部片で

ある546と 作 りがにぶくなっている542も この範疇に含まれよう。541はいわゆる赤焼の須恵器で、546と と

もに畳付に工具刻みの跡がみとめられる。545(Ic類 )は均一な器壁で、内器面では底部から体部への境

目が明瞭な屈曲部となり稜が残る。台形状のしつかりとした高台は体部直下よりも内側に付き、端部はや

や外側に広がる。547(Id類)は体部直下よりも外側に高台が付き、底部は高台畳付のレベルまでくぼん

でいる。端部の作りもにぶく、外向きに張り出しているが、畳付にはナデによるわずかなくばみがみとめ

られる。婉状の器形を呈す可能性がある。548～ 565・ 567γ569は 国径 13cm以 下、底径8.Ocm以 下のやや法

量が小さいタイプ (須恵・高台付Ⅱ類)である。体部は緩やかに内湾しながら立ち上がるもの (548B552)、

ラッパ状に広がりながらス トレー トに立ち上がるもの (550・ 551)、 口縁はさほど開かず真っ直ぐ立ち上が

るもの (569)な どがあると思われるが、いずれも器高は高くない。底部片が多いため、ここでは高台の形状

を中心に 6類に細分した。548(Ⅱ a類 )は底部が丸みをもち、体部直下よりもかなり外側に断面三角形の

高台が付く。内器面に指頭痕が残るほか、高台際は指押えによつて浅くくばんでいる。549・ 562・ 563(Ⅱ

bl類 )は、体部がやや丸みを帯びて立ち上がり、体部直下に台形状で畳付中央がかすかにくぼむ高台が
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付くタイプである。5620563は高台内をナデ調整しているほか、563では畳付に工具痕がみとめられた。

なお、体部や畳付の形状から考えると、断面が方形を呈する554～ 556・ 569や高台端部が外側へはねるよ

うに張り出す567・ 568も このタイプの一部と考えられるため、前者をⅡb2類、後者をⅡb3類 としてこ

れに加えた。これらも高台内にすデ調整の痕跡がみとめられ、555に は砂目積痕もみられる。550・ 557056

1(Icl類)は、体部がやや外反気味に真っ直ぐ立ち上がり、高台は方形で畳付中央が明瞭にくばみ、端部

が外向きに開くタイプである。558～ 560・ 564は Ib類と同タイプで、ナデ調整により畳付の内輪側に明

瞭な凹線状のくばみが巡り、高台端部断面形は三角形に近くなる。体部の形状がⅡcl類に近いため、Ⅱ

c2類 としてこの範疇におさえた。 1・ 2類 とも高台内はナデ調整が施されている。551(Ⅱ d類)は体部

が直線的に開き、内器面の体部と底部の境目が屈曲して稜をなす。高台は方形で畳付部分は尖っており、

やや外向きに開いて体部直下のかなり内側に付くため、体部との間に段差を有する。552(Ⅱ e類)の体部

は緩やかに内湾しながら立ち上がり、底部は高台側へ膨らむ。器壁は薄手でほぼ均一である。高台はにぶ

い三角形状を呈しており、体部直下に付く。外器面は焼きただれていて粗い。

566・ 570は高台付皿、571～577は高台の付かない皿である。566に は須恵・高台付 Ia類、570には lb

類と同じタイプの高台が付く。なお、570は内面見込に研磨された跡があり、明瞭な墨痕はみとめられない

ものの、転用硯の可能性がある。高台の付かない皿は口径12cm前後のもの (須恵・皿 I類 :573・ 574)と 16
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cm前後のもの (須恵・皿Ⅱ類 :5710572・ 575～577)に 分かれる。 I類は薄手の器壁で、内器面の体部屈曲

部はナデによつてくぼみを有する。体部は外反しながら立ち上がる。底部切り離し後の調整痕はみとめら

れない。Ⅱ類は、底部がやや突出気味のもの (Ⅱ a類 :571)、 底部は平坦で体部が外反しながら立ち上がる

もの (Ⅱ b類 :572・ 5760577)、 平坦な底部はやや小型化し、体部は丸みを帯びながら立ち上がるもの (Ⅱ

c類 :575)に分けられる。571は瓦器のような軟質の雰囲気があり、572は外器面全体に目積の痕跡とみら

れる大粒の砂粒が付着している。

578～ 590は壺、591～594は甕とした遺物であるが、瓶形になるものも含め、器種の区別が曖味なところが

ある。578～582は長頸壺 (須恵 0壺 I類)で、口縁は複合口縁状になり、底部には高台が付くものもある。

582は高台内に工具刺突状の痕跡がみとめられる。5838584は 小型の壺ないし瓶になると思われ、583の底

部には砂目積痕が残る。585～590は短頸壺 (須恵 B壺 Ⅱ類)で、甕としている59105926594も この類に入

る可能性が高い。頸部が短く直立する広口壺 (Ⅱ a類 :585・ 5890590)と 、日径は小さくやや長めに外反

するもの (Ⅱ b類 :586・ 587・ 5880591・ 592・ 594)に 分かれ、基本的に受口となる国唇部のくぼみはⅡ a

類にのみ残る。Ⅱa類のうち頸部がやや長くなる585の胴部には平行タタキがみられるが、他はロクロナ

デであり、Ⅱb類はいずれも平行タタキまたは格子ロタタキがみとめられた。なお、甕とした593につい

ても、提瓶などの口縁となる可能性がある。595～597は高不の脚部としたが、597はその形状から長頸壺

の頸部の可能性が強い。598は須恵器の不ないし皿を二次転用したメンコまたは紡錘車の未製品である。

布痕菫器 第89図

固形塩生産を目的とした焼塩土器である布痕土器にもいくつかのバリエーションがみとめられる。ここ

では口縁部の形状と体部の器形、器壁などをもとに 7類に分類した。なお、今回出上したほぼすべての布

痕土器が外面指押えであった。布痕 I類は体部がややふくらみを持つ逆円錐形で、器壁は基本的に厚手で

ある。国縁断面が工具切り取りによつてにぶい三角形を呈しているものを Ia類 (599鬱 6010606・ 610・ 6

13・ 615)、 丸みを帯びてにぶく尖ったものを Ib類 (600・ 608・ 609・ 632)と し、 Ia類には器壁が薄手で

口径13cm前後の小型のもの (603・ 6148616～ 618・ 622)が伴っている。布痕Ⅱ類 (604)は la類の小型のも

のとほとんど共通するが、内器面側にも稜を有するものである。布痕Ⅲ a類 (607)は体部がややス トレー ト

になり口縁端部は突出して尖るもので、法量を画一化するために型に刻まれていた沈線部がポジティブ化

した器形と指摘されているものである。
(来 D626～ 628も 体部の形状はⅣ類に類似 しているが、日縁部はⅢ a

類に近いので、Ⅲ b類 としてこれに加える。Ⅳ類 (621)は体部が半円状にまでふくらみ先端が鋭利に尖る

タイプである。V類 (633～ 636)は内器面に布目がみとめられないもので、器形は Ia類やⅣ類に類似する。

なお、V類のように布 目のない士器も含まれることから、布痕士器という呼称について今後は焼塩土器あ

るいは製塩土器へと変更していきたい。

その他の進物 第89・ 90図

637は洛北系の緑釉陶器で平底の高台部以外に施釉がみとめられる。639は土師質土器を転用 した紡錘車

である。640～644は 土師質の士錘で、前時代の遺物である可能性もある。645は内・外器面に黒漆が塗ら

れた椀である。646は柱根とみられる木製品で、端部は水平に面取りされている。647は用途不明の軽石製

品で、表裏両面に凹みがあるほか、研磨した跡や工具痕もみとめられる。649～650はカマ ドの支柱とみら

れる軽石製品である。いずれも火熱によつて赤変しており、648に は工具による切込み痕がみとめられる。

※ 1 小田和利 「製塩土器からみた律令期集落の様相」1996『九州歴史資料館研究論集21』
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第90図 包含層内出土遺物(古代)実測図⑩

瑾。小 結

これまで述べてきたように、今回は肱穴遺跡における古代以前の資料を中心に報告を行っている。当遺

跡においては、縄文時代後期から平安時代まで連綿と営まれた生活の痕跡が確認されており、その中でも

とりわけ縄文時代晩期終末～弥生時代前期、弥生時代後期・終末期～古墳時代初頭頃、平安時代の二時期

については、初例となる遺構や遺物を含め、今後当地域の歴史を明らかにしていく上で重要な資料が提供

されたといえよう。そこで、各遺構 B遺物の意義付けを含め、特筆す
べき三時期の様相についてまとめて

いきたいと思ったが、紙面の都合と時間的制約により、今回は縄文時代晩期終末～弥生時代前期の遺構
・

遺物について触れるにとどめ、他の二時期の詳細や出土遺物の編年試案については、『肱穴遺跡 中
。近世

編』中の「遺跡の総括」で行うこととした。

今回当該期の遺構として報告した住居跡 6軒は、直径 4～ 6mの円形プランを呈し、主柱穴 2個 と周壁

ライン上を巡る複数の柱穴によつて構成される遺構であつた。当初その平面形態や出上遺物の時期などか

ら、いわゆる「松菊里型住居」の可能性を示唆し、記者発表や遺跡見学会でt)そ うした見解を提示してき

たが、整理作業やその後の検討により、①撹舌Lを受けている点を差し引いて考えて t)、 床面中央には明確

な楕円形土坑がみとめられない、②柱穴の配置については、中央上坑の退化傾向がみとめられる
「発展松

菊里型住居」との類似性を指摘できるが、今回の出上遺物の時期と同住居の年代のFF45にはタイ
ムラグがあ

る、③出土遺物がこうした移入文化の存在を証明しうるほど充実した組成ではな
い、などの問題点が挙げ

られることから、今回検出した遺構について現時点では、
「発展松菊里型住居」と類似した平面プラン・

柱穴配置がみとめられ、晩期後半～前期にかけての遺物を伴う住居跡、という表現にとどめることとした。

ちなみにこれまで都城市内で確認された縄文時代晩期～弥生時代前期に比定される住居跡は、横尾原遺跡

と黒土遺跡で検出された竪穴住居 2軒のみである。横尾原遺跡の住居は2.8× 2,4mの隅丸方形を呈してお

り、検出面から床面までの深さは約0.3mで、出土した松添式の深鉢や組織痕上器などから晩期前半頃に
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位置付けられている。また、前期末の遺物を伴う黒土遺跡の住居跡は直径2.1～ 2.2mの略円形プランで、

検出面からの深さは約0.4mを 計る。年代的に当遺跡の前後に位置する両遺跡出上の住居と比較すると、

|¬形化したプランという点で肱穴遺跡の住居跡と黒上遺跡のそれは共通性がみとめられるものの、規模の

面では直径 4～ 6mに及ぶ今回の住居跡がかなり異質な印象を受けるため、その系譜の問題も含め、まだ

まだ検討の余地が残されている感は否めない。しかし/ながら、移入文化の影響の有無は男||に して、稲作開

始時期における住居の一形態として今回確認 した遺構が存在するのはまぎれもない事実であり、今後当地

域において当該期の集落等が発見されることにより、その位置付けが明確になることを期待したいと思う。

なお、宮崎県内では、当遺跡の住居群と規模の面で近似した住居跡が高鍋町の持田中尾遺跡において検出

されている。これは大陸系磨製石器や前期末頃の上器を伴い、床面中央に礫の入つた楕円形土坑がみとめ

られる住居跡で、直径約4.3m、 深さ0.3mを計る。同遺跡では朝鮮系無文土器も出土しており、この住居

については「松菊里型住居」の可能性が指摘されている。こうした考古資料や、近年の自然科学分析の進

展によりその存在が指摘されるようになつた初期水稲農耕文化の痕跡などをみる限り、南九州地域におけ

る稲作文化の萌芽が先進地である北部九州地域よりはるかに後出するとは考えられず、近い1子来さらに明

確な資料によつて遅滞したイメージからの脱去「が図られることを願わずにはいられない。

この時期の遺物のうち、土器についてはいわゆる刻目突帯文土器様式に該当する土器群のほかに、底部

に組織痕を有する鉢や波状日縁の浅鉢などが出上している。籾痕土器をはじめとする当該期の上器が多量

に出土した黒土遺跡に比べると出土数・器種ともにかなり少なく、調整技法や細部のディテールについて

も若干の差異がみとめられる。遺跡の性格の違いも考慮すべきであるが、新しく移入した文化の初期段階

において t)、 こうした同一地域内での偏差がみられる点は非常に興味深い。石器については、耕作具とな

る打製土堀具や伐採具としての磨製石斧や武器である磨製石鏃が複数出上したほか、市内では 2例 目(も

う1点は黒土遺跡出土)と なる擦 り切り子Lを有する石包丁が確認されている。この石包丁は長軸8,7cm、 短

軸5.25cm、 最大肥厚部約1.Ocmで、平面形は楕円形を呈している。緩やかに外湾する背部に沿つて擦り切

りの溝が両面に残つており、長さ1.35cm、 幅0.3cmの 細長い穴が長軸のほぼ中央、短軸の背部寄りの位置

に穿孔されている。形態はいわゆる外湾背外湾刃で、背部は S宇状に湾山している。これは黒土遺跡出土

の石包 ]~と 同様に素材を円礫から取り出した横長剥片に求め、さらに当遺跡の石包丁は背部側から器壁を

薄くする目的で打撃を加えた結果、こうした背部の湾曲につながったと考えられる (栞畑光博氏教示)。 実

際に両面と()背部 S字の岡1みになる部分には、敲打に伴 う剥離痕が明瞭に残つており、擦 り切りの溝はそ

の Lか ら施されている。刃部は両刃で、断面不等辺三角形を呈しており、使用痕が明瞭にみとめられる。

また、他の石器のうち黒土遺跡では出上していない磨製石斧については、当時遺跡周辺の植物相が湿地林

を形成していたカシ類を主とする照葉樹林から、人為的干渉を受けた二次林の可能性があるシイ類へと変

移していることなどから、水稲耕作の基盤整備にこう Lィた類の石器が用いられていた可能性は十分考えら

れることであろう。

<参考文献>

中間研志  「松菊里型住居一我国稲作農耕受容期における竪穴住居¢)研究一」

『東アジアの考古と歴史(中 )岡崎敬先生退官記念論集』1987同朋社出版

西谷 正  「松菊里型住居の分布とその意味」『先史日本の住居とその周辺』1998浅川滋男編

栞畑光博 『横尾原遺跡』 都城市文化財調査報告書第16集 1992都城市教育委員会

来畑光博 『黒土遺跡』 都城市文化財調査報告書第28集 1994都城市教育委員会

北郷泰道  「持田中尾遺跡」『宮崎県史 資料編考古 1』 1988宮崎県

栞畑光博  「擦り切り了Lを モ)つ石包丁」『大河 第5号』 1994大河同人
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表 1 肱穴遺跡出土遺物観察表 (1)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種  別 器 種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

H-13 J一SA04 石器 石包丁 擦切 り

打製土堀具 基部欠損

縄文土器 甕 におい黄橙 黄灰～黒 横邸 N 並 内器面黒変

里
い

褐 N N 並 外面スス付着

5 にぶい黄橙 里
¨

N N 粗 亜“

H 12 Y一PIT6 弥生土器 にぶい橙 にぶい黄橙 MoN M・ 横N 良 企面磨滅

H-14 Y一PIT30 縄文土器 灰黄褐 横 N 外面スス付着

G-13 Y一 PITll 弥生土器 鉢? 黒褐～灰黄褐 灰黄褐 並 並

9 G-12  H-12 Y― SD01 ・ 下 甕 灰褐～暗灰褐 黒褐～灰黄褐

G-12 褐灰～灰黄褐 褐灰～灰黄褐 〃 ・ KN 横N 粗 9と 同一

にボい橙 灰黄褐

H-13 ″・下 鉢 黒褐 灰黄褐 丁寧NoM 横 M 並 外面スス付着

F-12 〃。中 にぶい黄橙 にぶい黄橙 横 N 横N・ H 粗 良1 全面磨滅

I-12 Y―SD02・ 中 灰白～浅黄橙 丁寧N N・ H? 13と 同一個体

H-12  G-10 Y― SD02・ 03 浅黄橙 灰 白 斜lCN 斜～横H 並 口縁指頭痕有

H-13 Y―SD01 。 中 浅黄橙 丁寧N 良

F-12 〃。下 高杯 灰 白 灰白～浅黄橙 横M 横M→横H 細 内面スス付着

H-13 灰黄～灰白 にぶい橙 横H→横M 並

F-12 〃一括 士霊 灰黄褐 灰 白 横NoM 並 良 外面スス付着

H-12 にぶい橙 灰黄褐 横 N 頚部沈線有

F-12 Y― SD01・ 下 にぶい褐 丁寧N 丁寧N 21と 同一個体

H-12 にぶい黄橙 にぶい黄橙 横 N 枷 並 軟質

G-12 灰 白 M→H指頭痕有 不定方向H 良 外面連弧文有

KN ltN 粗 並 接合痕明瞭

H-12 Y―SD02・  〃 灰 白 灰白～黄灰 横～斜N 横 N

E-12 Y一 SD01 ・ 上 灰黄褐～褐灰 横N。 縦H lCN 内面指頭痕有

H-12 灰 白 縦 H 良 外面被熱

H-12  H-13 Y―SD01 ・ 02 にぶい橙 にぶい橙 縦H 斜 N 並 外面黒変

C-11 Y一SD01・ 中 石 器 打製土堀具 基部欠損

H-12 Y一SD02・ 中 打製石鏃 未製品

H-13 Y一SD01 ・ 下

H… 12 Y一 SD03・  〃 〃

H-13 Y一SD01 ・ 〃 磨石 敲打痕 。工具痕有

E-11 木製品 木杭 ? 未製品?

D-11 未完割材 ?

E-12 Y一SK01 木杭 ? 表面黒変

角材?

Ⅳd層 縄文土器 深鉢 にぶい褐 にがい赤褐 並 良 沈線有

F-15  F-16 Ⅳk層 褐 にぶい褐 横 M 横M・ 横N 並 外面スス付着

B-9 Ⅳd層 〃 浅鉢 褐灰 にぶい黄褐 横～斜M 横～斜M

E-10 にぶい黄橙 横M 横 M

D-11 灰褐～黒褐 灰褐～黒褐 並

E-9 甕 灰黄～浅黄 灰黄～暗灰黄 ケズリ状N ケズリ状N 〃1良

M-15 Ⅳc層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 全面磨滅

G-13 Ⅱd層 灰 白 横 N 並 ″・48と 同一?

C-11 にボい橙 にぶい橙 ″1良

D-10 Ⅳd層 浅黄橙 灰黄褐 , lif 全面磨滅
鉢 にぶい橙 にぶい橙 横 K N。 横K 粗 |〃 編布圧痕有

C-9 にぶい褐 灰 IFJ 編布圧痕 並 1悪 炭化物付着

明黄褐 褐灰～黒 編布圧痕 N 並

H-18 Ⅳn層 浅鉢 黒褐 にぶい褐 横 N・ KN 督質N・ KN 外面スス付着

G-14 Ⅳd層 にボい黄橙 にぶい黄橙 N N il ltl
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表 2 肱穴遺跡出土遺物観察表 (2)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種  別 器  種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備 考

外器面 内器面 外器面 内器面

F-16 Ⅳk層 縄文土器 浅鉢 にぶい黄橙 灰黄褐 横N 横N 良
H-12 にぶい黄褐 外面スス付着
G-16 にぶい褐 全面磨滅

Ⅳd層 にぶい黄橙 N 並 並

E-10 甕 にぶい褐 にぶい褐 横 M 丁寧N 粗 良 硬質で薄手
H-10 にぶい赤褐 にぶい橙 横N。 横M 横 M 並 並 外面スス付着
G-17 Ⅳb層 にぶい黄褐 にぶい黄橙 横 N 横N

Ⅳd層 にぶい黄橙 にがい橙 横 M 良 軟質

Ⅳc層 にぶい黄橙 枷 横M 並 並

H-14 Ⅳk層 士亜 灰黄褐 横 M KN―→M 良

G-15 Ⅱb層 鉢 ? 黒 褐 灰黄褐 KN? 横 N 並

F-3 Ⅳb層 鉢 灰黄褐 横 M 横N・ 横M 硬質

Ⅳd層 台付鉢? にぶい橙 にぶい黄橙 横M 粗 外面鉄分沈着
F-3 灰 褐 外面スス付着

Ⅳb層 浅鉢? 褐灰～灰黄褐 褐灰 N→横M 横 M 並

F-10 Ⅳd層 鉢 にぶい褐 にぶい褐 全面磨滅
E-10 深鉢 にぶい黄橙 褐灰 横N 横N
G-15 弥生土器 甕 にボい褐 N 粗 外面スス付着
F-3 にぶい褐 横N・ 横M 横～斜M 並 良

Ⅱd層 橙～褐灰 縦 M N 並 79と 同一個体
H-14 Ⅳk層 にぶい橙 縦 H 内面炭化物 付着

Ⅳd層 にぶい黄褐 灰黄褐 斜M 良 外面スス付着
Ⅱd層 にぶい橙 にぶい橙 横 N 横～斜N

Ⅳb層 にぶい褐 橙～褐灰 新雄M N 並 75と 同一 ?

にぶい橙 にぶい橙 横 N N 粗 良

Ⅳd層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N→M 横～斜M 外面スス付着
G-10 斜H N 並 並 外面指頭痕有
F-3 (烈l落 ) 斜H→横M (剥落 )
G-15 十五 にぶい黄褐 にぶい黄褐 丁寧N 丁寧N 良 外面スス付着
H-14 Ⅳk層 灰黄 にぶい黄橙 並 〃。軟質
G-15 Ⅳd層 にぶい黄橙 横 M 横M

Ⅳb層 甕 明褐～灰黄褐 にぶい褐 横NoN 斜KN o N 内面鉄分沈着
H-12 Ⅳd層 にぶい橙 にぶい橙 良 外面スス付着
J-10 里

¨ 横KN(粗いM?) 横～斜KN

にぶい橙 灰黄褐 横 N 内面赤色顔料付着

H-13 にぶい黄橙

Ⅱd層 にぶい黄橙 横NoN 外面スス付着
G-7 Ⅳd層 にぶい掲 にぶい褐 有窺lhl 横NoN 粗

黒褐 灰褐 並 並

褐 灰褐 軟質

H-13 灰黄褐 にぶい黄橙 横N。 斜KN 良 外面スス付着

灰 褐 にぶい橙 並 外面指頭痕有
G-13 Ⅳb層 にぶい赤褐 にぶい褐 横 N 軟質

D-12 Ⅱb層 灰褐～黒褐 にぶい褐 外面スス付着
F-12 Ⅱd層 明褐灰 褐灰 斜剛 。N 縦 N 粗 底部板状願
H-10 Ⅳd層 一霊 黒～明赤褐 にぶい赤褐 横 M 横N 並 89と セ ッ ト関係

にぶい橙 にぶい橙 横N→縦KN 横願 良

C-8 IVb層 甕 橙 橙 横N。 縦H 粗 並 外面スス付着
E-14 Ⅱdサ冒 灰黄 灰 N 並 内面コゲ付着
G-12 Ⅳd層 にぶい橙 黄灰 剰雄N N 粗

E-10 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 横N 横 N

浅黄橙 106と 同一?

浅黄橙 丁寧N KN? 並 良 内面工具痕有
士亜 灰 白～橙 橙 N N 粗 全面磨滅

C-11 高杯 浅黄橙 浅黄橙 並
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表3 肱穴遺跡出土遺物観察表 (3)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種  別 器 種

角1 調 調 幣 胎

土

焼

成
備 考

外器面 内器面 外器面 内器面

D-13 Ⅳd層 弥生土器 高坪 浅黄橙 浅黄橙 粗 良 全面磨滅

II dり習 灰黄褐 灰黄褐 剖雄KN 並 しばり痕有

B-11 Ⅳd層 灰 白 灰 白 N 斜翻

F-13 Ⅱd層 一霊 灰白～暗灰 灰白～暗灰 lCN 並

蓋 明褐 明褐 粗 亜い 脆弱

Ⅳd層 土師質 高坪 にぶい橙 にぶい橙 良 全面磨滅

一括 一括 灰 並 並

F-5 Ⅳd層 土器 深鉢? にぶい橙 横～斜幽 横KNI 粗

Ⅳc層 N→斜 KN N---+filtKN 並 外面スス付着

E-5 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 横KN 粗 底部本葉痕有

E-11 Ⅳj層 本製品 未完害1材?

122 H-14 Ⅳd層 木杭 未製品

F-11 Ⅳj層

124 G-11 未完害J材?

125 H-14 本杭? 先端部黒変

Ⅳb層 石製品 管玉

Ⅳd層 石 器 剥片 黒曜石

石 llll 敲打痕・擦痕有

被熱赤変

J-15 〃 ? 敲打痕有

Ⅳc層 打製土堀具 先端磨滅

Ⅳd層 基部欠損

一括 一括

″ ? 基部欠損

B-10 Ⅳd層 先端磨滅

E-11

敲 石 敲打。研磨痕有

H-17 Ⅳf層 磨製石鏃 側縁切込有

F-11 先端欠損

D-8 Ⅳd層 砥石 ? 四面使用

I-11 磨製石斧 使用痕・擦痕有

先端磨滅

Ⅳc層 未製品

E-5 A-SA0I . rlr 土師質 甕 にぶい橙 橙 横N 粗 並 外面指頭痕有

にぶい橙 横N→縦H 横N→縦K

〃・下 坪 橙 ロクロN 4,/ Vrl 並 良 ヘ ラ切

〃。中 浅黄橙 浅黄橙 /l " T##X

〃。下 にぶい橙 〃後工具調整

〃。中 淡橙 淡橙 並 並 ヘラ切

浅黄橙 浅黄橙 粗 良

橙 浅黄橙～橙 〃。全面磨耗 並 並

〃。一括 橙 ロクロN

′′FAIPIT 蓋 灰 白 灰 白 良 接合痕明瞭

′′ ・
~下

須恵器 杯 灰 l,' " TiffiK ヘラ切

皿 灰 〃。下端K

蓋
rr ,? rr NI 並

E-5 〃。■具痕有 〃。縦N消 並 外面自然釉

E-5 〃ノ詢PIT 土師質 鉢 にぶい褐 にぶい橙 布目圧痕 粗 外面指頭痕有

〃。一括 橙 橙

″ 。下 にぶい黄橙 黄橙 並

橙 橙 良 外面指頭痕有

粗 並

〃。中 石器 磨石 敲打・研磨痕有

A― SA12。  下 士師質 塊 にぶい橙 にぶい橙 余斗H―→Nヤ肖 粗 並
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表 4 肱穴遺跡出土遺物観察表 (4)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種  別 器  種

仲
`

調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

E-6 A一SA12・  下 土師質 不 ? にぶい黄橙 にぶい黄橙 trI, VlN v 7 |ll\. 良 ヘラ切後翻

〃。中 蓋 浅黄橙～淡橙 浅黄橙 並

〃。一括 須恵器 紡錘車 灰 良 自然釉

E-5  E… 6 〃。下 高台付塊 灰 ロクロN・ 下端K ロクロN

〃。中 杯 灰～灰白 g, Y1N 並 ヘラ切後翻

灰

〃。下 土師質 鉢 浅黄橙 にぶい黄橙 布目圧痕 並

〃。中 にぶい黄橙 浅黄橙 外面指頭痕有

軽石製品 カマ ド支柱 緑青付着

E-6 A―SA03・ 床 土自市質 甕 淡赤橙 浅黄橙 N。 縦 H―→N辛肖 横N。 縦K 粗 並

il "*+fr にぶい橙 にぶい橙 程疑KN 横KN。 縦K

〃  。
~下

浅黄橙 にぶい橙 横 N(KN) 横 N 良

〃  
。
床 にぶい橙 灰 白 横KN。 縦H 宥疑N。 劇廷K 並

浅黄橙 浅黄橙 横N(即 ) 横田 。縦K 並 良

′′ ・
~下

横N・ 横H→N消 横N・ 横H―→Nヤ肖粗 並

〃・床 黒色土器 高台付塊 nrnl\l ロクロN→横M 並 良 高台内丁寧N

il -*+t 灰白～浅黄橙 里
い

並

′′ 。床 ″ ? 灰 白 並 良 高台内N

浅黄橙 〃(光沢有 ) 粗 高台際N

〃 。 ― ^括 土師質 鉢 にぶい橙 にぶい橙 N。 布目圧痕 外面指頭痕有

A一 SA04・  上 甕 浅黄橙 浅黄橙～橙 並

F-5 〃。一括 にぶい橙 明赤褐 枷 横N

〃。床 杯 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN・ 下端K VI, Y1N 並 良 ヘラ切

〃。下 淡橙 〃 。 〃 並 底部線刻有

F-5 A一SA05。 ま彗 甕 にボい橙 にぶい黄橙 横N 横 N 粗

〃。一括 鉢 橙 橙 布日圧痕

高台付杯 灰白～褐灰 灰 白 ロクロN・ 下端K 'd, YaN 良 高台内N

A一SAll ・右彗 甕 浅黄橙～灰白 浅黄橙～灰白 横 H 横 H 外面スス付着

E-7 〃 。下 にがい橙 にぶい橙 横 N 横 N・ 斜 K 粗 外面指頭痕有

坪 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN・ 下端K n /7 nl\I 並 体部沈線有

灰 白 浅黄橙 17, sN flhflt{ ヘラ切

〃 。一括 浅黄橙 橙 〃―→ N 並 〃。指頭痕有

高台付杯? 灰 白 灰 白 n )1 nl\l

黒色土器 にぶい橙 里
¨

4■llI 並

A-sA15 . +t 土師質 甕 浅黄橙 浅黄橙 横N 横 N 粗

〃。一括 灰 白 全面磨滅

202 A一 SA02。 中 弥生土器 にボい赤褐 にボい赤褐 丁寧N→斜H 粗 口部縁凹線有

203 〃  ・

~下

土師質 にぶい橙 橙 NoH―→N学肖 横H。 縦K 並 並

〃。中 坪 浅黄橙 ロクロN ロクロN 良 ロクロ痕明瞭

′′ 。
~下

蓋 浅黄橙 粗

須恵器 坪 灰 灰 ロクロN・ 下端K ロクロN一→N 外面「真万」墨書

″ 。一括 蓋 横 K。 ロクロN n,)1 nt\I 並

208 〃 。下 n la fil\I 内外面自然釉

外面自然釉

〃。一括 土師質 鉢 灰白～橙 橙 N N。 布 目圧痕 良

A*5A06 " lx 杯 にぶい橙 ロク ロN n, nl\i 粗 並

212 〃 。下 並 良 ヘラ切

lll 淡橙 浅黄橙 底部工具痕有

須恵器 蓋 灰 灰 クロN―>N 並

〃。一括 土師質 鉢 橙 橙 N N・ 布目圧痕 並 良 外面指頭痕有

にぶい橙 にぶい橙 布目圧痕 並 硬質

粗

F-6 淡橙 淡橙 N 並 良 外面指頭痕有

A―SA07・  下 甕 浅黄橙 浅黄橙 横 N 有疑N 粗

220 〃。床 鉢 ? にぶい橙 にがい橙 横N。 4XN→縦H 横H。 斜～横K 並
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表 5 肱穴遺跡出土遺物観察表 (5)
挿図

番号
出土区 遺構・層 薫塁  男IJ 器  種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

F-6 A― SA07・ 下 士師質 甕 にぶい橙 にぶい橙 横N・ 横KN→縦H 横N`斜 K 並 並 体部スス付着

222 杯 にぶい黄橙 浅黄橙～灰白 ロクロN V, VN 良 見込「福」線刻

223 F-6 須恵器 甕? 黒 灰 横 N 枷 並 波状櫛描文有

224 E-4-6 土師質 鉢 赤褐 橙 N・ 布目圧痕 粗 良 外面指頭痕有

225 にぶい黄橙 にぶい黄橙 布目圧痕 並

226 暗褐 赤褐 並 良

227 A―SA09。 ま彗 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 横N。 縦H 横 N 縦 K 粗 並 外面スス付着

灰 白 灰 白 横N 横N 並 良

229 〃。中 橙 橙 N→縦K N→ H 内外指頭痕有

E-6 〃・下 蓋 浅黄橙～赤橙 浅黄橙 ロクロN t-I, uN 粗 ヘラ切

須恵器 不 灰 白 灰 白 底部「中」線刻

〃。一括 蓋 灰 褐 灰 ロクロN・ 横 K 並 並 内面ヘラ記号?

〃。下 黒色土器 坪 にぶい黄橙 黒 ロクロNoM 良 外面スス付着

″。一括 土師質 鉢 淡 橙 淡橙 N。 布 目圧痕

〃。中 石器 磨石 被熱黒変

″  
。
~下

木製品 板材?

237 E-5 A― SA14・ 下 土師質 甕 にボい橙 にぶい橙 横N・ 横～縦H 横N→縦H 粗 並

′′ノヽPIT 浅黄橙～橙 浅黄橙 横N 横 N 良

〃・下 杯 浅黄橙 浅黄橙 v, LtN ra, vN 外面やや磨滅

皿 ? 灰白～橙 にぶい橙 いびつに変形

〃。中 卦 浅黄橙 灰 白 ヘラ切

″・下 鉢 橙 橙 N。 布目圧痕 外面指頭痕有

〃。一括 黄橙～暗褐 黄橙 並 外面磨滅

A一SA10。 下 石器 磨製石斧 両面研磨

土師質 Il? 橙 橙 V'YAN ロクロN 粗 並 底部粗いK

246 〃。一括 坪 にぶい黄橙 並 良 ヘラ切後丁寧N

〃・下 高台付婉? 浅黄橙～橙 高台際N

〃。一括 須恵器 高台付杯? 灰白～黄灰 灰 白 並 ″・外面自然釉

〃・下 黒色土器 高台付皿? にぶい黄橙 里
一

縦M 細 良 高台内丁寧N

〃。一括 士師質 鉢 淡橙 浅黄橙 N・ 布目圧痕

F-5 A一SA08。 有書 甕 灰 白 にぶい橙 N・ 輸積痕明瞭 横N 糧 並 口縁内外黒変

252 E-5 〃。下 浅黄橙～橙 にぶい黄橙 横N・ 縦K 横N→横K・ 横H 輪積痕明瞭

253 〃。一括 杯 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN Y1 , IJN 並 良 ヘラ切

浅黄橙～橙 にボい褐

〃。下 高台付不? 浅黄橙 浅黄橙 高台際N

256 F-5 〃  ・ _L 浅黄橙～灰黄 並 高台内丁寧N

257 〃・下 須恵器 灰 白～褐灰 灰 高台内目積痕

258 〃。一括 土師質 鉢 褐灰 にぶい橙 N。 布目圧痕

黒色土器 椀 浅黄橙～褐灰 里
¨

E, Y1N 良 切離後丁寧N

A― SA16・ 右看 土師質 杯 にぶい黄橙 浅黄橙 ロクロN 内外スス付着

須恵器 甕 褐灰 灰褐 格子目→平行T 同心円→平行AG 並

262 黒色土器 高台付坑? 橙 里
い

n, nl{ 高台内丁寧N

土師質 鉢 橙 N。 布目圧痕 並

A一SA13・ _L 縄文土器 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 横N→横KN 横～斜KN

E-4  E-6 ″  ・

~下

土師質 灰 白 灰 白 横 N 横 N 粗 良

266 E-4 〃内PIT 浅黄橙 浅黄橙 並 体部粘土付着

灰 白 灰 白

A一SA13・ 下 杯 橙 浅黄橙～黄橙 EA, gN V1, VN ヘラ切

269 〃内PIT 浅黄橙 浅黄橙 良

270 ″。中 土師質 塊 にボい黄橙 にボい黄橙 〃・下端～底K 並

高台付皿 浅黄橙 浅黄橙 17, Y1N 並 良 スス付着

272 〃。下 土師質 暗褐 赤褐 布目圧痕 粗 並

273 軽石製品 金属器擦痕有

274 〃。中 カマ ド支柱 被熱黄赤変

275 A―SB01PIT 土師質 甕 橙 にぶい橙 剛→縦H 横N 漸走K 粗 良
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表 6 肱穴遺跡出土遺物観察表 (6)
挿図

番号
出土区 遺構 。層 雅重  男lj 器  種

色 ヽ 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

276 A一SB01PIT 土師質 杯 浅黄橙 にぶい橙 ロクロN・ 下端K v7 vtl' 並 良 ヘラ切

277 E-5 A―SB02PIT 灰白～浅黄橙 浅黄橙 ロク ロN―→N ロクロN―→N 外面「 |」 墨書

浅黄橙 黄橙 a, sN v, raN 全面磨滅

279 浅黄橙

280 橙 にぶい橙 粗 並

皿 浅黄橙 浅黄橙 並 良

282 杯 ? 浅黄橙～灰白 外面判読不能墨書

蓋 橙 浅黄橙～橙 並 外面やや磨滅

284 須恵器 灰～浅黄橙 灰～浅黄橙 庇内側正具痕

285 黒色土器 不 にぶい橙 里
い

′′一→M 漸雄M 良 ヘラ切

高台付皿 ? にぶい黄橙 v, vaN 並 内面光沢有

E-5  F-3 土師質 鉢 にぶい橙 黄橙 N 布目圧痕 外面指頭痕有

E-5 橙 橙 並

にボい橙 にぶい橙 粗 良 外面指頭痕有

290 灰褐 赤褐 N。 布日圧痕 並 外面自然釉

にぶい橙 にぶい橙 布目圧痕 粗 良

292 並 外面指頭痕有

橙 橙 粗

D-7 A―SB06PIT 須恵器 高台付杯 灰 灰 ロクロN ロクロN 高台際N

F-4 A一SB07PIT 土師質 甕 灰 白 灰 白 横 N 横 N 粗

ル下? 橙 橙 V, vaN vlvN 亜
い

297 高台付婉 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 高台内丁寧N

鉢 N。 布目圧痕 並 外面指頭痕有

橙 橙 布目圧痕 ″

並

C-7 A―PITll 縄文土器 浅鉢? 浅黄橙 灰黄褐 横N 横N

A一PIT37 土師質 甕 にがい黄橙 〃・横N→翻 粗 内面工具痕有

A一PIT83 鉢 ? にぶい橙 にぶい橙 N N 外面剥落磨滅

F-4 A― PIT41 甕 浅黄橙 浅黄橙 枷 枷 良

A一PIT2 橙 並 全面磨滅

A一PIT66 高台付杯? にぶい橙 にぶい橙 v2sN fi,/7 nl\I 良 外面判読不能墨書

307 E-5 A一PIT54 坪 浅黄橙 浅黄橙 ヘラ切

A―PIT44 橙 橙

A―PIT69

A―PIT84 灰 白 灰 白 並 並 ヘラ切

C-11 A一PIT20 浅黄橙 浅黄橙 全面磨滅

A一PITl ロクロN。 下端K 良

A一PIT91 蓋 橙 ロクロN

C-10 A―PIT22 須恵器 14( 灰黄褐 にぶい黄橙 亜
〔 外面自然釉

A―PIT42 土師質 蓋 浅黄橙 浅黄橙 良 内面磨滅

A一PIT90 黒色土器 境 ? にボい橙 黒 横M 並

A一PIT78 土師質 鉢 橙 褐灰 N・ 布目圧痕 粗 並

A一PIT51 にぶい橙 橙 布 目圧痕

A一PIT46 石器 磨石? 先端使用痕有

A―PIT内 木製品 柱 根

A―PIT89 土師質 甕 にぶい橙 にぶい橙 横 N 横 N 並 良

322 浅黄橙 浅黄橙 粗

323 A一PIT45 鉢 橙 橙 布目圧痕

324 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 枷 ・横H 横N。 4XN→縦K 並

にぶい橙 にぶい橙 布 目圧痕 外面指頭痕有

A一PIT67 杯 橙 橙 ロクロN ロクロN 良 ヘラ切・全面磨滅

鉢 にぶい橙 にぶい橙 布 目圧痕 粗 並

E-10 A―SC06。 上 縄文土器 甕 にぶい褐 にぶい褐 横N→粗いM 横N→粗いM 並 良 外面スス付着

D-10 A―SC07。 中 上師質 にぶい橙 灰 白 横N。 横N→縦H 横N。 横N→縦K

A一SW01 ・北舌 杯の転用品 にぶい橙 ロクロN n 'tl nt{ 粗 並 穿7L途中の痕跡有
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表 7 肱穴遺跡出土遺物観察表 (7)
挿図

番号
出土区 遺構 。層 種 男J 器 種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

A―SW01 ・者彗 須恵器 甕 黒褐 灰 白 櫛 →斜KN 横N 並 内外面自然釉

332 高台付坪? 灰 白 ロクロN flnfl\1 並 良 高台内N

333 A一 SW02・ 括 土師質 皿 外面被熱黒変

須恵器 高杯 灰 粗

A―SW? ・女看 不 外面自然釉

灰 並 並 ヘラ切

士亜 灰 白 外面自然釉

土師質 鉢 暗褐 褐 N。 布目圧痕 粗 外面指頭痕有

G-2 中世SW 甕 浅黄橙 浅黄橙 横 N 横N・ 斜K

黒色土器 高台付杯? 灰 白 里
一

ロクロN M 並 高台内N

iLttiSF01 士師質 塔 にボい黄橙 浅黄橙 ロクロN 良 見込「立」線刻

高台付坪? 浅黄橙 並 並 高台内N

343 須恵器 一亜 灰黄褐 褐灰 外面自然釉

近世SW02 土師質 坪 浅黄橙 灰 白 粗 良 底部「×」ヘラ記号

近世PIT 黒色土器 高台付坪? にぶい橙 里
い

M 並 高台内N

G-11 逆lJttSD44 土師質 杯 浅黄橙 灰 白 ロクロN 並 ヘラ切

347 ′′SD02 高台付塊? にがい黄橙 にがい橙 良 外面「万?」 墨書

H-12 ′′SD54 須恵器 杯 灰黄褐 灰黄褐 悪 外面判読不能墨書

Ⅳc層 土師質 甕 浅黄橙 浅黄橙～褐灰 横N 横N・ 横K 並

D-11 Ⅳd層
〃 ・ 〃 良

F-4 Ⅱd層 にぶい橙 にぶい橙 〃・横H 〃・横～斜 K 粗 並

352 C-11 Ⅳc層 灰 白 r, . #lH ″・横 K 良

E-7 橙 橙 横N '/ ' f{rtK 並 外面指頭痕有

にぶい橙 にぶい橙 横N 粗 〃 外面スス付着

〃 にぶい赤褐 にぶい黄褐 並 並

356 Ⅳd層 にボい橙 にぶい橙 〃・横K 粗 良

橙 橙 横 N 並

C-11 にボい橙 ,, . #lK

淡赤橙 tl. u 亜
い

一括 一括 にぶい橙 灰黄橙 〃・縦H→横H , 'frffH

Ⅳd層 浅黄橙 浅黄橙 〃・横H→斜H t 'frftK 並 並

E-5 Ⅳc層 灰白～淡橙 灰白～淡橙 枷 櫛 ヾ 粗 全面磨滅

Ⅳd層 にぶい橙 灰黄褐 tt . fi*N ″1外面スス付着

E-8 Ⅳc層 灰白～浅黄橙 灰白～浅黄橙 横K 並 良

Ⅳd層 〃 にぶい黄橙 にぶい黄橙 〃・横～斜 K

F-8 橙 橙 f, ' flurA 粗

367 D-7  B-11 浅黄橙 浅黄橙 並

Ⅳc層 にぶい橙 にぶい橙 横N→斜K 良

E-10 IVd層 浅黄橙～淡橙 にぶい黄橙 横N 枷 ・縦K

370 C-1l  D-11 浅黄橙 浅黄橙 〃・丁寧N 〃 。横 H

利窺N , . firftx 並 内面磨滅

C-11
〃・横K 並 良

D-11 灰 自 灰 白 紙違K 横 K 粗

374 H-11 Ⅳc層 にぶい橙 浅黄橙 横 N 横N・ 横K 並 並

375 D-10 〃 浅黄橙 良

E-10  D-11 灰 自 横N→縦H 横N→縦K 粗 全面磨滅

D-11 Ⅳd層 淡橙～灰白 浅黄橙～灰白 並 内面スス付着

浅黄橙～灰白 浅黄橙 横N ,惨責N。 新進KoM 並 良

D-11 にぶい黄橙 にぶい黄橙 〃。平行T 横 N。 同心円AG 粗 須恵器的調整

Ⅳc層 浅黄橙 浅黄橙 横 N 横圏

B-11 Ⅳd層 新違N 斜 K 並 1外面指頭痕有

382 淡橙 N

D-11 にぶい橙 にボい橙

B-11 にぶい赤橙 浅黄橙～橙 横N。 縦H 横K→縦KN 並 良

鉢 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN ロクロN 1和 1並 | ヘラ切
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表 8 肱穴遺跡出土遺物観察表 (8)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種  BIJ 器  種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

B-1l  D-11 Ⅳb層 土師質 大形椀or鉢 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN s, aN 粗 並 赤色沈着物有
D-7  E-8 Ⅳd層 鉢 ? 灰 自 灰 白 横 N 横 N

G-7 Ⅳc層 蓋 灰白～浅黄橙 灰白～浅黄橙 v, raN YA 

' 
TJN

389 Ⅳd層 浅黄橙 浅黄橙 良

E-5 Ⅳc層 ロクロN。 上端K 粗 内面「×」ヘラ記号

D-11 Ⅳd層 浅黄橙～淡橙 浅黄橙～淡橙 i )1 fltlJ Y1 , t7N 並 外面判読不能墨書

E-5 IVc層 粗 並 赤焼の須恵器?

393 橙～黄橙 橙 並 ヘラ切

394 G-4 浅黄橙 にぶい黄橙 ロクロN・ 上端K 良 底部K

395 E-7 Ⅳd層 坪 橙 橙 ロクロN・ 下端K 粗 並 ヘラ切

396 D-11 Ⅳc層 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN

C-11 Ⅳd層 良 底部工具痕有
398 E-4 灰白～浅黄橙 並 底部に工具調整痕

399 C-11 Ⅳc層 黄灰～浅黄橙 並 全面磨滅

400 浅黄橙 橙 粗 底部板状圧痕有

E-8 Ⅳd層 浅黄橙～橙 浅黄橙 ヘラ切

402 C-11 浅黄橙 浅黄橙～淡橙 ″ ‐底部手持 ちK 良 底部スス付着

403 Ⅳc層 にぶい黄橙 浅黄橙 粗 並 内面赤色顔料付着

404 Ⅳb層 浅黄橙～橙 YJ, YJN ヘラ切

405 E…8 Ⅳc層 にぶい橙 にぶい橙 並 良 ヘラ切後N

406 C-11 Ⅳb層 浅黄橙 浅黄橙 並

D-5 粗 良 ヘラ切後KN

408 E-5 Ⅳc層 橙 にぶい橙 細 ヘラ切

409 C-11 にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 並 見込「十J顔料沈着

410 D-11 Ⅳd層 淡橙～灰白 浅黄橙 粗 底部格子目線刻

にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 良 底部「・・」墨書
412 F-10 Ⅳc層 外面判読不能墨書

413 淡黄橙 淡黄橙

414 D-11 Ⅳd層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 並 底部判読不能墨書

415 I-7 にぶい橙 にぶい橙 良 外面「ノ」墨書

416 E-7 Ⅳc層 灰 白 灰 白 ヘラ切後KN

417 E-8 にぶい橙 浅黄橙 並 並 ヘラ切

418 B-11 浅黄橙～橙 橙 粗 良 底部に工具調整痕

419 D-11 Ⅳd層 明褐灰 にぶい橙 ヘラ切

420 F-4 Ⅳc層 灰白～浅黄橙 灰白～浅黄橙 見込「酒」墨書

E-6 Ⅳd層 浅黄橙 外面判読不能墨書

422 F-5 Ⅳc層 灰 白 並

423 灰 白 ロクロN。 下端K 底部判読不能墨書

424 C-11 にぶい橙 にぶい橙 粗 並 体部下端工具切込

F-7 灰 白 灰 白 ロクロN。 下端K ″・不定方向N 並 良 外面判読不能墨書

F-10 浅黄橙 にがい黄橙 V, IJN 外面「 |」 墨書

427 IVd層 にぶい黄橙 並

ロクロN 粗 底部赤色顔料付着

429 C-11 にぶい橙 にぶい橙 外面体部工具切込

430 E-8 浅黄橙 浅黄橙 並 底部板状圧痕有

C-11 灰 白 貼付円盤状高台

灰白～浅黄橙 灰白～浅黄橙 並 並

433 E-5 Ⅳc層 浅黄橙 良 口縁部スス付着

434 にぶい橙 淡橙 粗 並 ヘラ切後丁寧N

435 F-3 Ⅳb層 浅黄橙 浅黄橙 口唇部スス付着

436 G-2 Ⅳc層 並 良 内面工具切込

437 E… 5 にぶい橙 にぶい橙 粗

438 F-5 橙 橙 並

439 E-9 淡橙 浅黄橙 良

440 F-7 Ⅳb層 浅黄橙 並 ヘラ切・外面磨滅
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表 肱穴遺跡出土遺物観察表 (9)9
挿図

番号
出土区 遺構 。層 種 男J 器  種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

F-4 Ⅳd層 土師質 不 淡橙 淡橙 ロクロN ロクロN 粗 並 内面ロクロ痕明瞭

442 F-8 Ⅳb層 灰 白 灰 白 並 良 底部板状圧痕有

D-11 にボい橙 にぶい橙 ロクロN・ 下端K 並 ヘラ切

444 Ⅳf層 橙 橙 良

E-6 Ⅳd層

446 B-11 Ⅳc層 にぶい橙 浅黄橙 ロクロN 粗 並

447 E-9 にぶい橙 並

D-11 Ⅳf層 灰 白 灰 白 良 底部板状圧痕有

449 E-8 Ⅳc層 橙 橙 並 並 ヘラ切

450 F-12 浅黄橙 淡橙 外面スス付着

F-5 淡橙 良 ヘラ切後KN

452 G-3 橙 橙

G-2 浅黄橙 〃

灰 白 灰 白 糸切 ?

高台付婉? にぶい橙 にぶい橙 ロクロN・ 下端K 粗 並 高台内N

456
「
-4 Ⅳd層 ロクロN 高台際N

B-11 浅黄橙 浅黄橙 並

高台内N

459 G-2 Ⅳc層 橙 橙 粗 高台貼付痕明瞭

460 E-8 にぶい橙 にぶい橙 ″ 並 良 外面判読不能墨書

一 括 一括 浅黄橙 浅黄橙 粗 並 内面スス付着

E-8 Ⅳc層 にボい橙 にぶい橙 高台内N

G-3 Ⅳd層 橙 橙 並

D-6 高台付杯? 灰白～黄灰 にぶい橙 ロクロN・ 下端K

D-11 IVc層 灰 白 灰 白 ロクロN 並 良 高台貼付痕明瞭

466 E-5 浅黄橙 浅黄橙 粗 並 高台内N

467 E-6 Ⅳd層 見込「佐」線刻

C-11 橙 橙 粗 高台内N

F-6 浅黄橙 浅黄橙 良

470 F-5 Ⅳc層 灰 白 灰 白 並 高台内丁寧N

F-6
ヘラ切後剛

472 F-9 Ⅳb層 浅黄橙 にボい黄橙 ロクロN 並 並 内面スス付着

473 G-7 Ⅳd層 にぶい橙 にボい橙 良1高台内丁寧N

474 Ⅳb層 橙 〃。部分的にM 粗 並

475 Ⅳd層 耳皿 淡橙～橙 灰黄褐～橙 ″→丁寧N 並 ″1部分的に黒変

476 H-12 皿 橙 橙 ロク EI N ロク ロN 粗 〃1切離後丁寧N

477 E-5´V7 浅黄橙～淡橙 浅黄橙 ヘラ状工具痕有

478 E-9 Ⅳb層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 口唇スス付着

479 E-12 Ⅳc層 黒色土器 杯 浅黄橙 黒 縦 M 並 良 内面光沢有

480 F-7 灰 白 外面判読不能墨書

E-9 Ⅳd層 浅黄橙～黄灰 並 内面暗文有

482 F-7 Ⅳc層 灰 白 縦M 外面判読不能墨書

483 E-7 Ⅳd層 並 内面光沢有

E-9 Ⅳc層 にぶい黄橙 雅 ヘラ切後N

Ⅳd層 高台付鉢 にぶい橙 橙 ロクロN・ 下端K 並 並 高台内N

486 F-4 にぶい赤褐 里
¨

trt , trtN 漸雄M 良 外面「官?」 墨書

にぶい黄橙 横 M 並 内面光沢有

C-11 にぶい橙 雅 並

にボい黄橙 主 良 高台内N

490 E-9
〃1高台内丁寧N

浅黄橙～橙 並 並 1 高台内N

492 J-14 灰 黄 良

493 B-11 〃 ? にぶい橙
″1高台内丁寧N

494 G-3 Ⅳc層 〃 ? 明褐 灰 並1 高台内N

Ⅱd層 〃 ? 灰 白 里
一

〃
|〃 1高台内丁寧N
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表10 肱穴遺跡出土遺物観察表 (10)
挿図

番号
出土区 遺構・層 種 男J 器  種

色 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考外器面 内器面 外器面 内器面

496 F-6 Ⅳd層 黒色土器 高台付坪 浅黄橙 里
¨

ロクロN 並 良 高台内N
497 Ⅳc層 高台付皿? にぶい黄橙 縦M 並 高台内丁寧N

Ⅳd層 明褐灰

H-6 Ⅳc層 浅黄橙～灰白 良

Ⅳd層 高台付婉? 浅黄橙 並 高台内N

灰 白

H-9 Ⅳc層 須恵器 杯 灰 灰 fl, nt\l ヘラ切
D-8 灰 白 灰 白 粗 並

C-11 Ⅳd層 灰 灰オリーブ 〃(翻?) ′′(KN?) 並 ヘラ切後N
Ⅳc層 黄灰 灰 白 外面自然釉

507 D-11 Ⅳd層 灰～灰白 灰～灰 白 ロクロN。 下端K 粗 ヘラ切後N
F-7 Ⅳc層 灰 灰 〃→丁寧翻 並 良 ヘラ切後KN

509 C-1l  D-11 Ⅳc・ Ⅳd層 にぶい褐 にぶい褐 ロクロN。 下端K 悪

510 C-11 Ⅳd層 灰 灰 ロクロN 良

G-6 Ⅳc層
並 ヘラ切後N?

E-7 Ⅳd層 ロクロN・ 下端K ヘラ切後KN
D-11 ヘラ切後N
G-3 Ⅳc層 橙 橙 ロクロN 亜

い 赤焼
の須恵器?

515 E-8 Ⅳd層 灰 灰 良 外面自然釉
516 D-11 Ⅳc層 にぶい褐 にぶい褐 ロクロN・ 下端K 粗 並 切離後丁寧KN

C-11 にぶい橙 v, uN 亜 赤焼の須恵器?
D-11 Ⅳd層 蓋 灰 灰 横 K。 ロクロN ロクロN 並 並

G-7 Ⅳf層 灰 白 横K 粗
F-10 Ⅳd層 黄灰 V, vN 良

明褐灰 にぶい黄橙 ロクロN・ 横 K 並 亜
い 赤焼
の須恵器?

522 F-10 青灰 青灰 良

523 E-8 Ⅳc層 灰 灰 白

灰 白 ロクロN 並

525 灰 灰オ リーブ ロクロN・ 横K 並

E-8 Ⅳd層 黄灰 黄灰 V, VN
527 灰 白 にボい黄橙 ロクロN。 横K 並 亜

心 赤焼の須恵器?
528 E-5 Ⅳc層 浅黄橙 浅黄橙 粗
529 C-11 Ⅳb層 灰 白 灰 白 utEaN 並 瓦器的
530 Ⅳc層 灰 灰 並

F-10 Ⅳd層 ロクロN・ 響iK
F-11 N。 ロクロN

533 C-11 Ⅳb層 ロクロN 良

E-5 Ⅳc層 浅黄橙 浅黄橙 u / nN---+lrJ 重
い 赤焼の須恵器?

灰 白 灰 白 ロクロN 粗 並

536 C-11 Ⅳb・ Ⅳd層 灰黄 黄灰 並 悪 赤焼の須恵器?
537 G-6 Ⅳc層 灰 灰 良

Ⅳd層 黄灰 , 'fffrK
539 C-11 高台付坪 灰～灰 白 灰 白 V'EN 内外 ロクロ痕明瞭

G-3 にぶい赤褐 にボい赤褐 並 亜
い 赤焼の須恵T.・ ?

C-11 Ⅳb層 高台付婉? 橙 橙 〃・ヘラ切後N

E-7 Ⅳc層 高台付杯 ? 灰 灰 ロクロN・ 下端K 良 ヘラ切
D-10 Ⅳd層 灰黄 灰褐 va, raN 並 高台内丁寧N

544 C-9 Ⅳb層 灰白～灰褐 粗 亜い 赤焼?・ 高台際N
545 H-7 にぶい赤褐 にぶい赤褐 並 赤焼?・ 高台内N
546 灰 白 灰 並 高台内N

D-11 Ⅳd層 灰 良 高台内丁寧N

〃 。N 並 高台際N
549 D-8 Ⅳb層

粗 並 内外ロクロ痕明瞭
550 

I
D-11 Ⅳc層

良 高台際N
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表11 肱穴遺跡出土遺物観察表 (11)
挿図

番号
出土区 遺構 。層 種  別 器  種

色 調 調 整 胎
　
土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

C-11 Ⅳc層 須恵器 高台付杯 灰～灰白 灰 s, vN n ll rtn.I 並 良 外面自然釉

552 E-5 灰 高台内丁寧N

553 Ⅱd層 灰～灰白 灰 白 // "KN? 並 高台内N

554 C-11 Ⅳd層 褐灰 灰赤 fi h nt\l Y1 , 'dN 並 高台際N

555 Ⅳc層 灰 灰 畳付に砂目積痕有

F-6 黄灰 にぶい橙 外面自然釉

557 C-8 Ⅳb層 灰 灰 褐 粗 亜 高台内N

C-10 Ⅱd層 灰 良 外面自然釉

E-8 Ⅳc層 浅黄橙 浅黄橙 並 高台内丁寧N

IVb層 暗灰 青灰 n )7 nt\I

C-11 Ⅳd層 黄灰 灰 褐 並 並 高台際N

F-6 IVc層 灰 灰 白 粗 良

灰 外面自然釉

Ⅳb層 高台内N

C-11 IVd層 灰 白 高台内「×」線刻

566 H-6 Ⅳc層 高台付皿? 暗灰～灰 並 外面自然釉

D-11 Ⅳd層 高台付杯? 灰 良 高台際N

E-7 Ⅳb層 並 外面自然釉

F-8 Ⅳd層 高台付婉? 灰 白 灰褐 ″ 。N 粗 亜い 高台内丁寧N

570 E-4 Ⅳc層 高台付皿? 灰 白 〃 。M(見込 ) 良 転用硯?

F-4 Ⅳd層 皿 灰 ロクロN 並 並 瓦器的

572 D-11 Ⅳc層 灰～灰 白 灰 外面に砂日積痕有

573 E-8 Ⅳd層 灰 並 良 ヘラ切

574 口唇部自然釉

575 C-11 Ⅳbo Ⅳc層 並 ヘラ切後N

576 Ⅳc層 ヘラ切

577 C-10 Ⅱd層 良

E-5 士亜 口縁自然釉

I-11 Ⅳd層 暗灰 灰白～褐 並

D-11 Ⅳc層 灰黄褐 褐灰 並 外面自然釉

C-1l  D-11 灰～灰白 灰 良

F-4 Ⅳb層 灰 白 灰 白 縦 N 並 高台内菊花状押圧

C-9 Ⅳd層 オ リーブ黒 灰 n )t nllJ 底部目積痕有

D-11 灰 〃・横翻 粗 良 接合痕明瞭

585 E-8 灰白～青灰 暗青灰 〃。平行T 〃 ・ AG 並 並 肩以下自然釉

F-7 Ⅳc層 褐灰～灰褐 灰～灰白 〃・格子目T 口縁部自然釉

587 H-14 灰 灰 白 ロクロN rr, sN 粗 良

588 F-8 Ⅳd層 灰 tt +tP.+lT 同心円AG

C-11 Ⅳco Ⅳd層 灰～灰 自 n /l n\l 並 並 外面自然釉

Ⅳc層 灰 白 良 口縁部自然釉

G-8 甕 ? 灰 ″→格子 目T ″・肩以下AG

E-9 v,/ *rl t:I , VN 並 頸部溶着物有

593 E-8 暗灰 灰～灰白 r/ 'f*N 粗 内外面自然釉

灰 灰 〃。平行T 〃 。同心円AG 並 良 外面自然釉

595 F-5 高杯 灰～灰白 灰 白 n,4 nlrl n n t1 \I 粗 杯外面自然釉

596 D-10 灰 灰 並

F-6 Ⅳb層 オ リーブ黒 〃 並 外面砂粒・ 自然釉

598 Ⅳc層 杯の転用品 灰 白 灰 白 〃→研磨 ″→研磨 良 メンコ?

599 Ⅳd層 土師質 鉢 褐 褐 N・ 布目圧痕 粗 外面指頭痕有

Ⅱd層 並 並

E…5 Ⅳd層 外面磨滅

602 にぶい黄橙 にぶい黄橙 〃 。615と 同一 ?

603 灰褐～褐 褐 外面指頭痕有

にがい黄橙 にがい黄橙 良

605 暗褐 赤褐 並 全面磨滅
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表12 肱穴遺跡出土遺物観察表 (12)
挿図

番号
出土区 遺構 。層 積重  男ll 器 種

俸1 調 調 整 胎

土

焼

成
備  考

外器面 内器面 外器面 内器面

E-7 Ⅳd層 土師質 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N・ 布 目圧痕 並 並 全面磨滅

E-6 F-5 Ⅳc層 粗 良 外面自然釉?

C-11 Ⅳd層 褐 並 外面指頭痕有

Ⅳc層 にぶい橙 にボい橙

橙 橙 並 良

E-4 Ⅳd層 にぶい橙 粗 外面指頭痕有

D-11 橙 橙 布目圧痕 並 並

暗褐～褐 にがい黄橙 N。 布目圧痕 粗 内外指頭痕有

にぶい橙 にぶい橙 布目圧痕 並 良

F-5 暗黄橙 にぶい黄橙 N。 布目圧痕 並 外面指頭痕有

にボい橙 にぶい橙

E-5 褐 褐 良

にぶい橙 橙 布 目圧痕 粗 並

にぶい橙

B-11 褐 褐 N・ 布目圧痕 粗 621と 同一?

C-11 にがい黄橙 外面指頭痕有

622 E-11 褐 並

623 E-9 にぶい橙 にぶい橙

624 E-8 褐 褐 粗

並 良

C-1l  D-11 黄橙 にぶい黄橙 粗 外面指頭痕有

B-11 橙 橙 布 目圧痕 並

628 D-11 粗 並

629 D-5 IVc層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N・ 布目圧痕 並 外面指頭痕有

D-11 橙 にぶい橙

Ⅳd層 布目圧痕 粗 〃。硬質

632 Ⅱd層 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N。 布目圧痕 並 外面指頭痕有

C-11 Ⅳd層 褐 褐 N。 ″なし? 粗

外面指頭痕有

635 にぶい黄橙 並

D-10 にぶい黄橙 黄橙 全面磨滅

緑釉陶器 皿 ? 浅黄 明黄褐 ra, raN ロクロN 洛北系?

Ⅳb層 土師質 灰 白 灰 白 粗 内面赤色顔料付着

Ⅳc層 紡錘車 浅黄橙 浅黄橙 良 土師杯転用品

640 E-5 Ⅳb層 土錘 灰 白

D-11 Ⅳc層 並

642 Ⅳd層 良

F-10 Ⅱd層 にぶい黄橙

F-7 Ⅳc層 淡橙～灰白 並 外面指頭痕有

木製品 椀 里
¨

里
い

内外面黒漆塗

Ⅳd層 柱 根

F-7 軽石製品 研磨痕 。工具痕有

F-6 カマ ド支柱? 全面赤変

上端部赤変

650 全面赤変

(出土遺物観察表 凡例 )
1 色調名は『新版標準土色帖』を参考にした。
2 遺構 。層で示した「上」「中」「下」「床」「括」は、それぞれ「上層」「中層」「下層」「床面」「一括」の略である。
3 器面調整については次の略号を用い、調整方向は「縦 。横 。斜」で示した。
N=ナ デ H=ハ ケメ KN=工 具ナデ K=ケ ズ リ T=タ タキ AG=当 具痕
4 胎土については、混和材の含有率及び粒子の大きさから次のように分類 した。
細 =0.511un以 下のもの、または混和材をほとんど含まないもの   並=0.5mm～ 2 1mIの もの

粗 =21111n以上のもの、または 3種類以上の混和材を含むもの
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13調査の概要
今房遺跡の発掘調査は、ほ場整備事業に伴う面工事で削平される範囲及び排水路・農道の敷設部分であ

る約7,610Jを対象に実施した。発掘は10m× 10mを 1単位とするグリッド法を用いて行い、調査対象区

域には公共座標軸系の S・ N座標線に一致したメッシュを設定した。グリッド番号
‐については、東西方向

を算用数字で、南北方向をアルファベットで表記し、その組み合わせで各グリッドを呼称している。なお、

今回は調査地点が点在しているため便宜上各調査区をA～ D地区とし、出土遺構についても調査区ごとに

通し番号で表記した。

調査は、ほ場整備後に復する現水田耕作土層の剥ぎ取りを行つた後、中世水田跡の出上が予想された第

3層 (桜島文明降下軽石層)上面までの掘り下げに着手した。し′かし、B地区北半部以外の地点では、中世

水田の覆土である第 3層が近世以降の耕作によつてかなり撹乱されており、水田を面的に把握することが

困難であったため、急速第 4層まで重機で掘り下げ、それ以下の層について手作業で調査を行った。その結

果、AoC地 区及び工法変更によつて追加調査となつたD地区において、縄文時代後期後半～晩期頃の上

坑群や弥生時代後期後半～古墳時代初頭頃の集落跡、中世後半頃 (桜島文明軽石降下前後)の掘立柱建物群

などを検出することができた。また、B地区においては、古代末～中世前半頃の遺構・遺物や中世後半頃

の水田跡を確認することができた。

現場における作業は平成11年 5月 11日 から12月 3日 まで行い、その後都城市理蔵文化財整理収蔵室にお

いて遺物の整理と概要報告書の作成を行つた。

2。 遺跡の鉢 層序

今房遺跡の層序は、B地区がやや異なった様相を示しているものの、基本的には次のとおりである。

第 la層 :表土 (現耕作土)、 第 lb層 :現耕作上の基

盤層、第 2層 :文明降下軽石粒をまんべんなく含む

黒色シル ト層、第 3層 :桜島文明降下軽石層 (15世紀

後半頃に噴出した桜島起源の軽石層 )、 第 4層 :黒色

弱粘質シル ト層、第5a層 :御池降下軽石粒をわずか

に含む黒色弱粘質シル ト層、第5b層 :御池降下軽石

粒をまばらに含む黒褐色弱粘質シル ト層、第5c層 :

御池降下軽石粒をまんべんなく含む黒褐色弱粘質シ

ル ト層、第5d層 :御池降下軽石粒を多量に含む黒褐

色弱粘質シル ト層 (御池降下軽石層への漸移層 )、 第6

層 :霧島御池降下軽石層 (約 4,200年前に霧島御池火

口より噴出した軽石層 )、 第 7層 :漆黒色粘質シル ト

層、第 8層 :鬼界アカホヤ火山灰層 (約 6,300年前に

鬼界カルデラより噴出した火山灰層)… と続く。この

うち今回調査を実施 したのは、第 6層 上面までであ

る。各時期の遺構検出面は第 6層 上面であるが、中

世の遺構の一部は第 4層 下部で確認 した。また、第

3・ 4層 が中世、第 4～ 5c層 が縄文時代後期後半か

ら占墳時代初頭頃の遺物包含層である。
6層

第 1図 今房遺跡基本土層図

la層

lb層

2層

4層

5a層

5b層

5c層

5d層
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第 2図 今房遺跡調査区域図
3。 遺構と遺物

今回の調査で検出した遺構 。遺物は、中世後半、古代～中世前半、弥生時代後期後半～古墳時代初頭、

縄文時代後 :晩期の4時期に分けられる。中世の遺構は調査対象区のほぼ全域で検出されたが、密度的に

はかなり低かった。掘立柱建物跡 6棟、溝状遺構 9条、土坑10基、柱穴群のほか、文明降下軽石層に覆わ

れた水田や畝状遺構 (畑跡 ?)を確認 している。古代末～中世前半頃の遺構は基本的にB地区で検出された

もので、溝状遺構 5条 と土坑 4基を確認しているが、共伴遺物が少ないため時期を絞り込むことはできな

かつた。弥生時代後期後半～古墳時代初頭頃の遺構については、竪穴住居跡 18軒、周溝状遺構 3基、土坑

3基、柱穴群に加え、数力所の上器集中地点がみとめられる。共伴遺物からみると、弥生時代後期後半～

終末期頃の遺構群は遺跡の立地する低位河岸段丘面の東側に、終末期～古墳時代初頭頃の遺構は西側に偏

在していることから、当時の集落域の変遷を追うことができる。縄文時代後・晩期に比定している遺構は、

土坑 9基のみである。これらの大半は用途不明であるが、石器が意図的に配置されたような状態 (デポ ?)

で出土した上坑や、リン・カルシウム分析によつて床面付近から高濃度のリン酸が検出され、リン酸を多

く含む生物遺体が存在していた可能性が指摘された土坑などを確認 している。

各時期の出土遺物についてみると、中世の舶載磁器や士師器、古代の洛西系緑釉陶器、須恵器、土師器

などの出土数はかなり少ない。弥生時代後期後半～古墳時代初頭頃の遺物は、各遺構に伴って多量の上器

や石器が出上している。これらの上器の中には、免田式の長頸壺や安国寺式の複合口縁壺といった移入系

上器のほか、線刻を有する上器や小型精製土器などが含まれている。また、花弁状住居跡 (A―SA05)内から

は朱玉も出上している。縄文時代後 日晩期の遺物は土坑内を中心に、御領式 。三万田式～黒川式併行期の

上器とともに、磨石、磨製石斧などの石器が出土している。

以下、各調査区ごとの概要について記し、詳細については本報告で行 うこととした。

1)A地 区 (調査面積 :約 1,260Ⅱ f)

ほ場整備の一環として、横市川周辺に広がる低地面 (旧氾濫原面)の高さまで切土工事が行われるA地区
では、第 4層下部で中世後半の掘立柱建物跡 6棟を検出したほか、第 6層 上面で中世の溝状遺構 1条、土

坑 3基、柱穴群、第 6層 上面で弥生時代後期後半～終末期の竪穴住居跡 8軒、周溝状遺構 2基、土坑 1基、
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掘 り込みを伴わない土器集中地点数力所を確認 している。また、同じ検出面上で縄文時代後期後半～晩期

頃の遺構として土坑 4基を検出しているほか、時期不明の上坑も6基確認 している。

遺構検出面である第 6層上面の状況から当地区の旧地形を推察すると、全体的には南側の横市川に向つ

て緩やかに傾斜する平坦面であるが、調査区南西隅から北東方向に向けて浅い谷地形がみとめられ、その

基底部では現在でも湧水がみとめられる。今回検出した遺構のうち、縄文時代の上坑はこの谷の落ち際に

沿って点在 していることから、その時期までは谷地形が残つていた可能性があるが、徐々に埋没が進み、

弥生時代の遺構が築かれる頃には、現況に近い平坦地になつていたと想像される。なお、段丘端部 (遺跡

南端)は、遺構の検出状態などから後世の水路開削等によつて崩落 し、弥生時代の段階よりも北側へ後退

している様子がうかがえる。

中世の遺構については、出土遺物がかなり少ないことから舶載磁器類の時期で推測すると、概ね14世紀

後半から15世紀後半頃までの年代1偏に収まるようである。このうち掘立柱建物跡や土坑の多くは文明軽石

の降下前後の時期 (151世紀後半頃)に集中しており、また建物の棟軸とほぼ平行に延びる同時期の溝状遺構

(卜 SD01、 D一 SD01・ 02)も検出されていることから、この時期には溝によつて区画された集落が段丘端部一帯

に展開していた可能性が考えられる。弥生時代後期後半～終末期に比定した竪穴住居跡は、隅丸方形プラ

ンで大型 (6m四方)の竪穴住居 (A一 SA01)、 小型 (3～ 4m四方)の竪穴住居 (A一 SA02・ 3・ 7・ 8)、 いわゆる「花

弁状住居」(A― SA04・ 05)の 3タ イプに分けられる。また花弁状住居については、円形プランを基調とし複数

の突出壁を有する住居 (A一SA05)と 、方形プランがベースになつた「H字形」の住居 (A―SA04)の 2種類が検出

されている。現在出土遺物の整理作業中であるため、ここでこれらの並存関係について言及することは控

えるが、隣接するC・ D地区で検出した竪穴住居跡や周溝状遺構とともに、同時期の遺構をある程度まと

まった単位で捉えられるものと考えている。なお、各住居跡に伴って多量の遺物が出上しているが、全体

的な印象として遺物の量は大型隅丸方形プラン、小型隅丸方形プラン、花弁状住居の順に少なくなってい

る。また、隅丸方形プランの住居からは甕や壺などがほぼ完形で出上しているのに対して、花弁状住居内

の上器は破片が主流を占めている。半面、朱玉のように特殊な遺物の出土は花弁状住居に限られており、

特異的な傾向を示しているといえよう。周溝状遺構内からは、重弧文が施された免田式の長頸壺や大型の

高杯などが多量に廃棄された状態で出土したほか、床面からやや浮いた位置で泥炭化した炭化粒層を確認

することができた。局所的に分布するこうした炭化物は、周溝状遺構の機能を考える上で興味深い資料で

ある。縄文時代後期後半～晩期頃の遺構としては、土坑 4基を確認 している。出土遺物はかなり少なく、

大半が土器片をわずかに伴 うのみであつたが、後期後半頃の土器が出土した上坑(A SC03)では、ほぼ同じ

レベルに磨製石斧 1点 と磨石 2点が意図的に配置されたような状態で検出されており、デポ (埋納)の可能

性も示唆できる()

2)3地 区  (調査面積 :約 570 Ⅱf)

農道新設等に伴い切土工事が行われるB地区においては、第 3層下部で中世後半の水 |ヨ面を、第 6層上

面で古代末～中世前半の溝状遺構 5条、土坑 4基、柱穴群、縄文時代後 a晩期頃の上坑 2基を検出してい

る。遺構検出面である霧島御池降下軽石層 (第 6層 )の雄積は、調査区北西隅をピークに南・東方向へ緩や

かに傾斜 しているが、調査区中央部付近に谷地形が入つているため、南北方向は馬ノ背状の地形を呈して

いる。また、谷地形の部分と調査区北東部の傾斜地では湧水が激しかった。

中世の水田や畝状遺構 (畑跡 ?)は本来調査区全域に広がっていたと推察されるが、表土から第 6層まで

の層厚が比較的薄い調査区北西部は後世の耕作などによつて削平を受けており、こうした生産遺構の確認
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はできなかった。今回の調査では、文明降下軽石層 (第 3層 )が残存していた北東部一帯で面的に水田と畝

状遺構を検出したほか、谷地形部分の断面で棚田状に造成された水田層を確認している。とくに北東部の

水田面では、火山災害からの復旧を目的として天地返しを行った痕跡や当時の人々の足跡、また一時的に

畑地として利用 した可能性を示す畝状遺構などがみとめられた。

3)C地 区  (調査面積 :約440ポ )
A地区に西接 しているC地区では、排水路敷設部分と切土工事が実施される部分について調査を実施し

ている。当地区も南側へ緩やかに傾斜する平坦面であるが、A SC06の 南側に段差があるため、調査区が東

西に広がる部分とは若干の比高差をみる。遺構としては、中世後半頃の溝状遺構 6条、土坑 6基、用途不

明の竪穴状遺構 1基、柱穴群などがある。これらはいずれも埋土中に文明軽石の堆積がみとめられないた

め、A地区で検出した建物群とほぼ同時期か、やや先行するものと考えている。弥生時代後期後半～古墳

時代初頭頃の遺構としては、竪穴住居跡 6軒と柱穴群が挙げられる。このうち 2箇所 (C―SA02・ C―SA04)で

住居跡の切り合いがみとめられるが、いずれも先行する住居のほとんど真上で建て替えが行われていたた

め、当初は花弁状住居の突出部と考えて調査を進めていた。 しかし、張床状の床面が各々の掘形に沿って

上下別々に形成されていたことや、各住居の床面直上から出上した土器に時期差がみられることなどから、

先行する住居がかなり埋没した段階でその窪みを利用して後出する住居が構築された、と判断するに至っ

た。また、当地区ではA・ D地区で検出した遺構よりもやや時期が下がる住居跡が検出されており、集落

域が徐々に東から西へと移動していた可能性が考えられる。

4)●地 区  (調査面積 :約840ピ )
D地区はA地区に南接しており、工法変更により追カロで調査を実施 した地点である。地形的にはAOC
区同様南側へ緩く傾斜する平坦面であるが、調査区北東部は急激に東側へと落ち込んでおり、南北方向に

谷地形が形成されている可能性がある。本来的にはA地区の一部であり、確認した遺構・遺物の構成は同

じである。中世の遺構としては、掘立柱建物跡、土坑、柱穴群のほか、A―SDOlと ともに中世建物群の周囲

を方形に巡る溝状遺構 (D― SD01 0 02)が ある。D― SD01は A― SD01と 同一の溝であると考えられ、東側急斜面に

沿うように北走している。卜SD02は浅い断面U宇形を呈し、弥生時代の竪穴住居を切りながら調査区西北

端から東走し、D―SD01の手前で立ち上がる。これらの溝は比較的浅く、D SD01と 卜SD01の 一部では床面が

硬化・赤変していることから、道路的な役割を兼ねた区画溝の可能性が高い。弥生時代後期後半～終末期

の遺構は、竪穴住居跡 4軒、周溝状遺構 1基、土坑 2基、柱穴群を確認 している。また、A地区で検出し

たA―SA04・ 08の北半部も当地区に含まれる。これらを含め、D地区では形状の異なる花弁状住居跡が 3軒

連なった状態で出土している。なお、周溝状遺構 (D―ST01)の基底部付近からは大量の上器片とともに灰状

の堆積物が検出されている。今回の調査では、A地区の周溝状遺構でも炭化物の堆積が確認されており、

周辺で火を用いた行為が行われていたことはほぼ確実視できよう。明確な機能が判然としない周溝状遺構

の位置付けを今後検討していく上でも、有用な資料であると思われる。縄文時代晩期に比定される遺構と

して、土坑 3基がある。これらは当該期の土器 口石器をまばらに含んでいるが、用途は不明である。ただ

し、規模の大きいD SC07・ 08については土坑墓の可能性も考えられたため、欄古環境研究所に委託してD一

SC07埋上のリン・カルシウム分析を行つている。その結果、溶解性の高いカルシウムについては特に際立

つたデータは得られなかったが、床面付近で高濃度のリン酸が検出されたことから、遺構内にリン酸を多

く含む生物遺体が存在していた可能性を示唆することができよう。
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1。 調査の概要

馬渡遺跡の発掘調査は、ほ場整備事業に伴 う面工事で削平される範囲及び排水路設置部分約9,900Jが

調査対象で、今午度 (第 1次調査)はその内の約4,500ど について発掘を実施している。調査は他の遺跡と

同様に10m× 10mを 1単位とするグリッド法を用いて行い、調査対象区域には公共座標軸系のSaN座標

線に一致したメッシュを設定した。グリッド番号は東西方向を算用数字で、南北方向をアルファ
ベットで

表記 し、その組み合わせで各グリッドを呼称している。なお、今回の調査区域は 2地点に分かれるため、

便宜上西側の調査区をA地区、東側をB地区とし、遺構については対象区全体での通し番号とした。

調査は、ほ場整備後に復する現耕作土層の剥ぎ取りを行つた後、第 3層 (桜島文明降下軽石層)上面まで

漸次掘り下げながら、文明降下軽石層直下に遺存している中世水田面を検出するところから着手した。と

ころが、B地区においては調査区の東 口西部にみとめられる谷地形部分で良好な遺存状態の中世水田面を

確認することができたが、A地区では覆土である第 3層が近世以降の耕作に伴う撹乱や旧地形の起伏によ

ってブロック化しており、その直下で中世水田面をオ巴握するのは困難な状況であつたため、第 4層から第

5層の一部まで重機で掘り下げ、それ以下の層について手作業で調査を行った。その結果、A地区では縄

文時代と古代、中世の遺構・遺物を、B地区では縄文時代、弥生時代、中世の遺構・遺物を確認した。

現場における作業は平成 11年 11月 25日 から平成12年 3月 31日 まで行い、平成12年 4月 以降第 2次調査と

出土遺物の整理作業を行っていく予定である。

2。 遺跡の基本層序

馬渡遺跡の層序は、谷状地形がみとめられたB地区の一部を除くと、基本的には両地区ともほぼ共通し

ており、第la層 :表土 (現耕作土層)、 第lb層 :現耕作上の基盤層、第2a層 :文明降下軽石粒をまん
べん

なく御池降下軽石粒をわずかに含む明褐灰色シル ト層、第2b層 :文明降下軽石粒を多量に御池降下軽石粒

をわずかに含む赤褐色シル ト層、第 3層 :桜島文明降下軽石層 (15世紀後半頃に噴出した桜島起源の軽石

層 )、 第 4層 :御池降下軽石の中 0細粒をまんべんなく含む暗茶褐色弱粘質シル ト層、第 5層 :御池降下

軽石細粒をまばらに中粒をわずかに含む明茶褐色弱粘質シル ト層、第6a層 :御池降下軽石中
・細粒をまば

らに含む黒褐色弱粘質シル ト層、第6b層 :御池降下軽石粒を多量に含む黒褐色弱粘質シル ト層 (御池降下

軽石層への漸移層 )、 第 7層 :霧島御池降下軽石層 (約4,200年前に霧島御池火口より噴出した軽石層)・
…と

続く。このうち遺構検出面となるのは第 7層上面で、第 4層～第6a層が縄文時代後期から中世にかけての

遺物包含層である。なお、B地区北側の谷地形部分ではこれらと若千様相が異なるため、層番号は付記せ

ずに大まかな流れのみを記しておきたい。基本的に第 3層までの堆積は他の地点と共通するが、それ以下

は植物遺体を多く含む黒色粘質シル ト層、暗オリーブシル ト層、灰オリーブシル ト層が順次堆積し、さら

にその下部には本質類を多量に含む暗赤褐色シル ト層がみとめられる。また、通常この下位に遺存して
い

る霧島御池降下軽石層がこの地点では検出されず、かわりに砂層と粘質土層が五層になつて堆積し、そ
の

下部では二次堆積のアカホヤらしき層が確認されている。土層中に含まれる多量の植物遺体は、上位が
ヨ

シ・アシなどの草本類、下位が木本類に分かれることが明らかになつており(古環境研究所
。杉山真一氏

教示)、 土層の堆積状況から推察する限り、この谷地形部分では肱穴遺跡で確認された照葉樹の湿地林
の

ような植物相からヨシ・アシ等の草本類主体の植生へ変移 し、それらが泥炭化した土壌を耕作土とする水

田経営の開始へ、という流れが推測される。詳細な自然科学分析の結果を待たねばならないが、谷地形に

囲まれた微高地部分で検出した縄文から弥生時代の遺構
お遺物の位置付けを考える上で、こうした植生の

変化は重要な意味をもつと考えている。
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3。 遺構と遺物

今回の調査で検出した遺構・遺物は、中世後半、古代、弥生時代後期頃、縄文時代後・3/t期 の4期に大

別される。中世の遺構には、B地区を中心に確認 した文明降下軽石層に覆われた水田面と溝状遺構、柱穴

群がある。古代の遺物はA・ B両地区で出上しているが、全体的にはA地区に偏在する傾向がある。また、

当該期の遺構もA地区のみで確認 しており、かなり高い密度で分布している柱穴群の中から検出された掘

立柱建物跡や上坑などがある。弥生時代後期頃の遺構については、B地区で検出した該期の上器・石器を

共伴する竪穴住居跡や柱穴群がある。縄文時代後・晩期に比定している遺構は土坑のみで、遺物の量も多

くはない。以下、各調査区ごとの概要について記 し、詳細については本報告で行うこととした。

1)A地 区

今回の調査対象区域の西側に位置しているのがA地区で、さらにその中央を現代の用排水路が分断して

いることから、便宜上東ブロックと西ブロックに分けて呼称している。当地区では、中世、古代、縄文

時代後期後半頃の遺構・遺物を確認 している。

まず、中世については、水田面の検出はできなかったものの13世紀後半～14世紀前半頃の舶載磁器や

国産陶器類がかなりみとめられることから、今回検出した溝状遺構や柱穴の中のいくつかはこれらとほ

ぼ同時期であると想定している。具体的には、旧地形として残存していた微丘陵上に分布 している土坑、

柱穴群の一部と、これらを取 り囲むように丘陵辺縁部を巡つている溝状遺構の一部、調査区西北部から

南東方向に走行するSD01な どが当該期の所産の可能性がある。柱穴の時期精査が遅れているため、どの

程度の密度で中世遺構が分布 しているかは不明であるが、集落が存在 していた可能性も否定できない。

なお、これらは横市川を挟んだ対岸に立地している鶴喰遺跡とほぼ同時期の遺構群であることから、横

市川一帯の中世前半の様相を考える上で両遺跡の意味合いは大きい。

古代については、当遺跡のすぐ東側に位置している中尾山・馬渡遺跡との関係を念頭において調査を

進めている。緑釉陶器や越州窯系青磁といった一般集落跡とは断じにくい遺物の出土で知られる同遺跡

に比べると、今回の調査で出土した遺物は若干見劣 りするため、特殊な性格を有していた中尾山・馬渡
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第 1図 馬渡遺跡 (第 1次 )調査区域図
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第 3図 馬渡遺跡 (第 1次)B地区遺構分布図

遺跡に付随する集落的印象は否めない。ただし、中尾山・馬渡遺跡の遺構の様子が不明瞭なため単純に

比較することはできないが、当遺跡では総柱建物をはじめ複数の掘立柱建物跡が検出されており、さら

に建物として確認することはできなかったが、西側ブロックにおいて非常に高い密度で検出されている

柱穴群の中にはかなり大型の柱穴も含まれていることから、一般集落の場合でもかなりの規模を有して

いたと想像 している。いずれにせよ、旧地形からみて次年度調査を予定している箇所が遺跡の主体部で

ある可能性が高いことから、遺跡の全貌が明らかになった上でその位置付けを含めた検討を行つていき

たいと思う。

当地区における縄文時代後期後半頃の資料については遺物の散布としてしか確認 していないが、それ

までのシラス台地上を中心とした生活エ リアが水稲農耕開始期前夜において低地面へ拡大している様子

を物語る資料として大変興味深い。肱穴遺跡等で確認された事例ともあわせ、こうした生活エリアの問

題は今後検討 していく必要があろう。なお、明確な時期は不明であるが、東側ブロックでは多数の風倒

木痕が検出されている。低地面での調査事例が少ないため、これだけの密度で風倒本痕が確認されるの

は奇異な印象を受けるが、前述したようにB地区北側の上層観察では木本類の植物遺体が多量に含まれ

る堆積層が確認されていることから、こうした植生と今回の風倒木痕との関連性についても考慮する必

要がある。また、さきに触れた縄文時代後期以降の人的移動との関係 (低地面において採集活動の対象

となる照葉樹林等が形成されていた痕跡としての風倒木痕)も想定できないだろうか。
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2)B地 区
当地区は、遺跡南側の蓑原台地の端部から低地面 (旧氾濫原面)に向って段を形成しながら傾斜してくる沖

積段丘の最下位面に位置しており、東西に谷地形がみとめられることから、本来は舌状地形を呈していたと

推察される。遺構はその谷地形部分を中心に中世の水田面を検出したほか、舌状の微高地面上で弥生時代後

期と縄文時代晩期頃の遺構 “遺物を確認 している。まず、中世については、旧地形の傾斜に合わせて南から

北へと棚田状に形成された水田面を検出している。その中には鶴喰遺跡で指摘されている天地返し等の痕跡

がほとんどみとめられない水田も含まれており、災害復旧のプロセスや文明軽石の降下季節を推測する上で

有効な資料といえよう。弥生時代後期頃の遺構としては、竪穴住居跡と柱穴群がある。とくに竪穴住居跡か

らは円形の孔が穿たれた石包丁や砥石などの石器が複数出上したほか、器台や線刻を有する短頸壼などが出

土しており、当時の生活の一端をうかがい知ることができる。なお、当地区では湧水が激 しく、微高地面上

で確認 した同住居跡も含め、多くの遺構が掘り下げ段階から水没した状態であった。地下水脈の変化は考慮

できるものの当時もかなり劣悪な環境であったことが想像され、いかなる要因によつて当該地のような低地

面に集落が営まれていつたのか、今後検討していく必要があろう。縄文時代晩期の遺構・遺物としては、土

坑と刻目突帯文土器や黒色磨研土器片がみとめられる。
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所収遺跡名 所在地 Jヒ瀬筆 東経 調査期間 面積 調査原因

肱穴遺跡

(縄文～古代編)
〕願一姉̈
細”豚

稗宮
紳
都
鷹
横
が
字

31°

44ノ

55〃

131°

01ノ

55〃

1998.4.22

S

1998。 12.15

15,000m'

農業基盤整備事業

(県営ほ場整備事業)

いまほつ

今房遺跡 一願一嚇̈
細̈
帯

稗
宮
練
都
嵐
横
膵
字

１
■
　
　
′
仕
　
　
０
乙

ｏ
Ｏ
　
　
И
蹴
　
　
民
υ

ぽ
げ
ガ

1999.5。 11

S

1999.12. 3

3, 110m'

馬渡遺跡

(第 1次調査)

一麒
一姉
一則
］駆

稗
宮
狩
都
墾
哀
歴
字

31°

44/

11〃

131°

01ノ

10〃

1999。 11.25

S

2000. 3.31

4, 500m'

遺跡名 籠重  男|」 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

肱穴遺跡 集落跡・

生産遺跡

縄文時代晩期～弥生

時代前期

弥生時代後期～古墳

時代前期

平安時代

円形住居跡・水田層

水路跡 。木組状遺構

竪穴住居跡 。掘立柱建

物跡・土坑・柱穴群

土器

石器

土器 石器
木製品

土師器 須恵器
墨書土器 緑釉
陶器 製塩土器

縄文時代晩期～弥生

時代前期頃の上器 。

石器 を伴 う集落跡 と

水田層を検出。

今房遺跡 集落跡

水田跡

縄文時代晩期

弥生時代後期～古墳

時代初頭

平安時代

中世

土坑

竪穴住居跡・土坑・

周溝状遺構

溝状遺構・柱穴群

水田遺構・掘立柱建

物跡・溝状遺構

土器 石器
土器 石器

土師器 須恵器
緑釉陶器

舶載陶磁器

弥生時代後期～古墳

時代初頭頃まで連綿

と営まれた集落跡を

検出。

馬 渡 遺 跡

(第 1次 )
集落跡
水田跡

縄文時代晩期

弥生時代後期

平安時代

中世

土坑

竪穴住居跡・土坑

掘立柱建物跡・溝状

遺構・土坑

水田遺構

土器

土器 石器
上師器

墨書土器

区画溝が巡る可能性

のある平安期の建物

跡、谷地形に囲まれ

た舌状平坦部に営ま

れた弥生時代後期頃
の竪穴住居跡を検出。
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図版 2
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図版 3
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